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（逃げなきゃ……）

　下腹部のひどい痛みに怯えながら、サラはおそるおそる身体を起こした。

　恐怖心を抱えたまま、豪奢な寝台を囲うように垂らされた紗のカーテンをめくり、柔らかな朝日の入りこむ部屋を一瞥する。何よりもまず、一晩中この身を苛んだ男の姿がないことにほっとして、昨夜剥ぎ取られた絹衣を探した。

　あんなこと、どうしても信じられなかったし、信じたくなかった。

　でも、ここは都の外れにある王の離宮──あてがわれた侍女の話では、主人である国王のお眼鏡にかなった者以外、たとえ正妃であろうと立ち入りを禁じられた場所。巫女である自分が、なぜその一室で肌をさらしているのか、それを考えるとまた涙があふれそうになり、キュッと唇を噛みしめる。

　夕刻の祈りの時間に、王の騎士を名乗る使者に連れ出されてから、十五になったばかりのサラのささやかな平穏はあっけなく突き崩されてしまった。

　長老格の巫女に相談するどころか、何かと難しい立場の自分を妹のように可愛がってくれた姉巫女たちと言葉を交わす暇もなかったのだ。太陽神クトゥスを祀る中央の大神殿に身を寄せて十年になるが、信仰の対象である『神の娘』として国内外の民から尊崇を集めるサラは、あそこまで手荒な扱いをされたのが初めてで戸惑った。

　ここ、アステュア王国は、西大陸を分断する水量豊富なパルサ川の恵みを受け、豊かな緑と色とりどりの花に彩られた砂漠の大国だ。周囲を大小四つの国々に囲まれ、古くから、「世界の始まり」と謳われる太陽と月の二大神を信仰し、この辺りでは最も歴史が古い。

　七年前に国王が代替わりしてからも、伝統と格式を重んじる砂漠の民らしく、人々は各地に点在するオアシスを中心に日々の暮らしを粛々と営んできた。

　輝ける王都の名はエラム。

『太陽神の末姫』と伝わる初代王妃の名を持ち、文化と交易の中心地でありながら、雨期になると定期的に氾濫する河川の恵みが肥沃な土壌を作り出し、郊外では植物の栽培や農業も盛んに行われている。

　もっとも、物心ついたときから俗世と隔絶した世界で育ったサラにとっては、そのどれもが物語のようなもの。いくら憧れようと、この目で見ることは叶わなかった。

　サラに許された世界は、広大かつ壮麗な王宮の東の対岸に、エメラルドの湖を挟んで建てられた大神殿と、神域を包囲する古代樹の森だけ。それでも風の静かな夜に湖畔にたたずみ、群青色の空に瞬く星や、蒼白い月に照らされた乳白色の宮殿をひとり静かに眺めているだけで、サラの胸は高鳴った。

　けれど、特別な立場ゆえの様々な制約を破って神殿の外へ出た今、その心に喜びはない。胸元に手繰り寄せた白絹も、もはや高価な服というより道端に捨てられた襤ぼ褸ろのようだ。繊細で美しい銀糸の刺繍やレースも赤い花びらのように散った血で汚れていた。

「わたしの……初めて……」

　それは、純潔を失った証。初めて男性を迎え入れた証拠。

　巫女は誰しも無垢でなくてはならないのに、自分はその資格を失ってしまった。これまで十年をかけて積み重ねてきたことが、たった一晩で失われたという事実にサラは恐怖する。

　孤児あがりの子供を大切に慈しんでくれた人たちの期待に応え、少しでも立派な巫女になろうと努力してきたのに、ちょっと外へ出た途端、あっさりと汚されてしまうなんて。

　こんな情けない姿を見たら、みんな、どう思うだろう……。

　しょんぼりうつむくと、太陽神の寵愛の証である柔らかな金髪がさらりと音を立てて滑り落ち、ふいに、自分のものではない香りが鼻先をかすめる。

「……ぁっ……」

　象牙色の肌が羞恥に染まり、奇跡の色と褒めそやされる金の瞳も潤んで揺れた。

　昨夜何があったのか。

　どんなふうに辱められたのか。

　すべて覚えているわけではないけれど、この香りは覚えている。自分を抱いた男の匂いだ。もとはただの乳香だろうに、彼の体臭と混ざって、まるで媚薬のように脳髄を刺激した。

　誰かと肌を重ねるなんてそれまで考えたこともなかったのに、覚悟を決める間もなく犯され、他人の存在を深く深く刻みつけられたのだ。いくら相手がこの国の王であろうと恐ろしくてたまらない。おそらく普通の娘であれば喜んだことも、特殊な環境で育ち、王家からの多額の寄付金と手厚い保護を受ける代わりに、神々と彼らの祖霊を祀り、民の平和と繁栄を祈るよう義務づけられているサラには不幸でしかなかった。

　この不名誉な知らせを受け取った老巫女たちは、今ごろ大慌てで今後の対応について話し合っているに違いない。もしかしたら、すでに王宮側へ激しく抗議を申し入れているかもしれない。

　でも、どちらにしろ、あそこへ戻ることはできないのだ。

　純潔を失えば、神に仕える資格を失う。

　サラは太陽神の巫女の印である耳飾りを乱暴な手つきで外し、汚れた衣服と一緒に遠ざける。

　カシャン。

　それは思ったより大きな音を立てて大理石の床に落ちた。

「ようやく起きたかと思えば、助けてくれなかった神に八つ当たりか？」

「……っ!?　あ……い、いや！」

　いきなり声をかけられ、ビクリと身をすくめる。いったいいつからそこにいたのか、うな垂れていた顔を上げると、廊下へ続く扉のほうから近づく男と目が合って、サラはとっさに逃げようと立ち上がった。

　しかし気だるい身体はたちまちバランスを崩し、広い寝台の真ん中で柔らかく沈む。倦怠感と痛みのせいで無様にも転んでしまい、慌てて膝を立てると、体奥から何かが垂れ落ちてくるのを感じた。

「や、ぁ……う……」

　ジクジクする秘処を濡らしながら、内股をゆっくりと汚していくもの。その感触が不快だ。怖々と目をやると、脚どころかシーツまで汚してしまっている。

（どうして？　どうして中からあふれてくるの？）

　混乱して手を伸ばし、サラははっとした。

　この淫らな臭いと感触には覚えがある。これは、どんなにやめてと懇願しても中に注がれた彼の──。

「初々しいことだ」

　裸身を隠すことも忘れて蒼ざめていると、低い声が首筋を撫でていく。男は肩をつかんでサラを押し倒し、蝶の羽をピンで刺すようにシーツの上に縫いとめた。

「やだ、触らないで……！」

　どんなに暴れても逞しい身体はびくともしない。特別力を入れているようには見えないのに、大きな手が腰にまわると何もできなくなった。

「や、も……もうっ、許してください……」

　彼にとってはただの悪戯でも、サラにとっては違う。

「お願いです、おねがい……」

「何も取って食うつもりはない。そう怯えるな」

　不安げな様子がおかしいのか、からかいまじりの声が降ってくる。サラは恐怖で身をこわばらせながら、顔を寄せてくる男を控え目に睨み返した。

　だって悔しかったのだ。尊ぶべき巫女を凌辱したというのに、彼からは後悔や焦り、まして被害者への憐憫などは一切感じられない。平然とした態度と相まって、隙なく整った容貌はただひたすら冷たい月の光を思わせた。

　異性と言えば、宦官となり神に一生を捧げる神官と、祭事や重要な案件のたびに神殿を訪れる老齢の使者くらいしか知らないので、どう接したらいいのかわからない。

（なぜわたしにかまうの？）

　目の前の王を包みこむ、圧倒的な夜の面影にふるえてしまう。

　その髪と瞳は混じり気のない漆黒で、夜を支配する月の女神の色をしている。そして、男らしい鋭利な輪郭に、意思が強そうな凛とした眉、すっと通った高い鼻梁、皮肉げな笑みを滲ませる肉薄の唇。引き締まった体躯はしっかりと鍛え上げられ、琥珀を砕いたような褐色の肌は硬い。サラをここまで連れてきた男と比べれば細身なのに、脆弱さの欠片もなく、おそらく長い年月を費やして鍛錬に励んできたことがうかがえた。

　彼は、太陽神の寵愛を一身に受け、金の髪と瞳を持つサラとは対照的な容貌だ。密かに思い描いていた王のイメージとも違う。しかし、頭にはターバンも巻かず、襟元に刺繍が入っただけのシャツを着崩し、濃紺の脚衣を穿いて腰帯で留めただけというラフな格好なのに、どこか洗練された空気をまとってサラを見下ろしていた。

　ただでさえ不安でたまらないのに、また獲物を追い詰めるようなまなざしを向けられ、すくみあがる。さっきからずっと本能が逃げろと叫んでいた。

　が、そんな危険な男から、神殿に引き取られて以来、温室育ちも同然のサラが逃れられるはずもない。身を捩ろうにも自由がきかず、未成熟な身体を組み敷かれたまま、恐ろしさと恥ずかしさで涙ぐむ。

「どうして……こんな、ひどいことばかり……」

「心外だな。昨夜も十分優しくしてやっただろう」

　掠れがちの声でなじると、思わせぶりな言葉を返される。王を相手に立場を驕るわけではないが、侮るような言い方に困惑した。

　なぜならサラを彩る金色は、この地に唯一降り立った神の色であり、王族はその末にあたる。古くはかなりの確率で生まれた金の子供──『神の娘』も、今では歴史書の中に記録が残るのみ。めったにない慶事だからこそ、まだ幼いサラが辺境のオアシスで発見されたときは国を挙げての大騒ぎになった。

　なのに、彼はそんな事情など知らないとでも言いたげな顔をしている。おまえのような小娘に敬意を払う必要が本当にあるのかと、黒い瞳は疑いを隠さなかった。

「は……離して……」

「少し静かに」

　腰を押さえつけていた手が離れ、剥き出しの内股に触れる。そこは中からこぼれた残滓でべたついていたが、彼はどうでもいいらしい。また何か恐ろしいことをされるのではないかと、サラは顔色を変えた。

「やめて……！　わ、わたし……こういうことに、慣れていないの……っ」

「そうだろうな。おまえの純潔を奪ったのは私だ。無垢だったことは認めてやろう」

「陛下……」

「だが拒絶は許さない。それとも長らく神殿にこもっていたせいで、一国の王に求められるということがどういうことなのか理解できないのか？　ああ、神の娘ともなれば、生身の男など誰であっても見下して当然だと？」

「ちがっ……、そんなこと思っていません！」

　サラが戸惑う様子をまじまじと見つめ、彼は皮肉そうに口端をつり上げる。

　ひどい、と思った。

　こんなこと恥ずかしくて、怖い。だからいや。もう触らないで。

　それだけなのに、どうしてわからないの？　わかっていて意地悪を言うの？

　委縮すれば付けこまれるだけだと悟り、サラは勇気を振り絞って反論する。

「わたしは……神さまにお仕えしているのです。軽々しく異性と触れ合うなど……できません。あなたのご身分がどんなに高くても、いけないことなのです」

　王は言い返されたことに驚いたのか、わずかに目を瞠り、再び人の矜持を踏みにじるような言葉を吐いた。

「巫女の誇りである耳飾りを投げ捨てた者の台詞とは思えないな」

「……っ」

「まあ、いい。どちらにしろ、そんなものは外させるつもりだったから手間が省けた」

「え……？」

「サラ」

　甘いテノールが耳をくすぐる。耳朶を一舐めされ、サラはぞわっと肌を粟立てた。

「敏感でけっこうだ。昨晩は随分と怯えていたが、やはり感度自体は悪くない」

「なに、を……」

「感じていたくせに、いくら私が煽ってもイかなかっただろう。若い女が性の悦びを知らずにいるのは不幸なことだから安心した」

「し……知らないっ、そんなの知りません……！」

　サラは身を焦がすような恋愛はもちろん、甘酸っぱい初恋さえ未経験だ。耳年増な巫女や侍女は周囲にいたが、神の娘は王侯貴族以上に特別な存在だと認識されているため、そういった話に気軽にまぜてくれる者はさすがにいなかった。

　長老格の巫女からも、王宮関係者や上位貴族を相手に行う謁見の前後で、何かと理由をつけて接触したがる者には気をつけるよう注意されている。まして尊い身体には、たとえ同性だろうとみだりに触れさせてはならないと、普段はサラに甘い女官長までもが口を酸っぱくして言ったものだ。

　そんな環境で過ごしてきたので、自分を粗雑に扱う男のすべてがショックだった。

　でも、上手く立ちまわれないのはどうしようもない。もとはと言えば、サラの前に最高位に就いていた巫女が、外れることのない予言と命令を残して亡くなったせいだ。

　──今も民衆に慕われ続けている、現王の叔母にあたるファルナーズ王女。

『聖女』とも謳われる彼女の残した言葉がどんなものなのか、当事者たるサラは詳しく知らされていないが、この子を大切に育てなさいといった類のものであることは間違いない。アステュア王国の文化レベルは高く平民の識字率も低くはないが、一般家庭と神殿とでは教育レベルに大きな差がある。幼いころ、いくらかの金銭と引き換えにサラを差し出した両親も、娘にはもう二度と会えないという説明を受けたのに大喜びしたほどだ。

　サラは孤児なのでふたりは本当の親ではないが、サラさま、サラさまと呼ばれ、下にも置かぬ扱いを受けていたから、彼らに悪意はなかったのだと思う。実際、王都にある中央の大神殿で生活するようになり、巫女としての勉強の他にも礼儀作法や国の歴史などを徹底して学ばされたが、そこで得た教養は何ひとつ無駄にならなかった。

　唯一不満があるとすれば、他の者たちと違い、サラはただの一度も神域の外へ出ることを許されなかったことくらいだ。

　普通の巫女は、相手の身分や立場によっては自ら依頼者のもとへ出向く。大きなオアシスごとにある神殿とも交流が盛んで、希望者は年に一度の勉強会や交流会へ出かけることを楽しみにしていた。

　しかし、サラだけはいつも大神殿の最奥にある宮で留守番を強いられていた。

　それが本当にファルナーズ王女の予言と命令に沿った扱いなのかは知るすべもないが、亡くなってもう随分経つのに、彼女が未だに強い影響力を持っていることは間違いない。浅黒い肌と落ち着いた色合いの髪や瞳が多い砂漠の民には、サラの持つ金色が神秘的なものに映るらしく、「彼女こそ〝太陽神の愛し子〟だ」と言って崇めて、神の娘の在り方に異を唱える者はいなかった。

　衣食住に不自由しない代わりに、自由のない日々だ。どうか尊い身体を慈しんでくださいと言われ続けて、十年も経ってしまった。

　おそらく今後も変わらない。ならば、いつも自分に良くしてくれる人たちが困らないように振る舞うだけだと、国の行く末を視る占いや奉納舞に一生懸命取り組んできた。

　本当は、自分の一番の仕事はおとなしく上座に座っていることだと知りつつも、限られた枠の中でそれなりの日々を送ってきたのだ。外に出たい、いろんなことを経験してみたいと望んだが、こんなふうに乱暴な扱いを受けるとは予想外だった。

　たった一晩ですべてめちゃくちゃにされるなんて冗談ではない。それに、個人的にも思い入れのある国王に……彼にだけはあんな真似をして欲しくなかった。

「愛しい娘の危機に何もしてくれないような神が恋しいか」

　この人は、何を言っているのだろう。

　また不可解なことを言われて口ごもる。昨夜から彼に投げかけられる言葉の意味が、半分もわからない。

「王家に養ってもらっている巫女は、いつから私に背くほど偉くなった？」

「そんなつもりは……」

「ない、と？　普通の女なら喜んでとっくにその身を差し出しているぞ」

　無視するわけにもいかず、かといって怒りをぶつけることもできず、サラはこの国の若き支配者──シャフラムを頼りないまなざしで見つめた。

（祝福の王。アステュアを繁栄に導く王……）

　彼が先王の崩御により王位を継承して七年になるが、まだ二十代後半の青年王だ。国事のたびに特別な祈りを捧げるよう依頼され、使者を通してたまに型どおりの文を交わしてきた。面識がなかったのは、彼が最低限の交流しか望まなかったから。

　それなのに、なぜ今になって干渉してくるのだろうか。

「あなたには、立派なお妃さまがいらっしゃいます」

「そうだな。特に正妃……エステルとは今年で結婚十年になる。彼女は隣国の姫だし、とても美しく賢い。民からも慕われている」

「だったら……！」

「他の女には一切手を出すなとでも？　おまえに何の権利があってそれを言う？」

　心なしか蒼ざめた顔で指摘すると、シャフラムは口元を歪めて笑う。

　すでに何人もの妻を持ち、婚礼を挙げていない愛妾まで含めれば、手を出した女は数えきれないというから、巫女だろうと神の娘だろうと関係ないのかもしれない。シャフラムはサラを絶句させると、わなわなとふるえる唇を指先でなぞり始めた。

　たったそれだけなのに、妙に官能的な動きに驚き、べたつく内腿をすり合わせる。

（どうして……？　何がいけなかったの……？）

　なぜこんなことになっているのか、やっぱりいくら考えてもわからない。

　月の女神アティハーナに愛された男は、やがてこの砂の大地に幸福をもたらす王のはず。だから隣国の王も、手中の珠であり、大陸一の美姫と名高い第二王女を嫁がせた。

　アステュア王国は歴史と伝統、そして肥沃な大地に恵まれた大国だが唯一海がない。国土の三分の一が海に面するシリィンを味方に取りこめば、さらに発展するだろうと期待されての婚姻だ。サラは、王と彼の正妻である姫君の幸せを心から願っていた。

　なぜなら巫女として最初の仕事が、当時王太子だったシャフラムの婚姻を祝福することだったからだ。王宮での婚礼には出られないが五歳の子供なりに心をこめて祈った。

　王子さまが幸せでありますように。お妃さまが幸せになれますように、と。

（ええ、よく覚えているわ！）

　シャフラムとエステルの幸せを誰よりも望んだ自分だからこそ、サラには彼のしていることがひどい裏切りに思える。

（でも、こうして陛下の下で裸をさらしているわたしは……？）

　たとえ無理やりだろうと、サラは彼に抱かれたのだ。王の騎士に郊外の離宮へ連れ出されたとき、もっと疑ってかかっていれば、あまりの罪深さに慄くこともなかった。

　昨夜意識を失う前に絶望感から散々泣いたというのに、また目頭が熱くなる。確かにシャフラムの女性遍歴は華々しいが、サラはその一方で、馴染みの使者から国王夫妻の仲睦まじいエピソードを聞くことを好み、年ごろの少女らしく密かに憧れてもいたのだ。

「サラ、おまえは今日から神を捨てろ。そして私のものになれ」

「陛下……っ」

　ああ、あれは夢まぼろしではなかった。気を失う直前に聞いた言葉は、やはり現実のものだったらしい。

　恐ろしい命令を二度もささやかれ、サラは雨に濡れた小鳥のように小さくふるえた。










第一章　神の娘






　アステュア国王第十八代国王シャフラム・ノスラティ・ホルシードの名代として王宮から使者がやって来たのは、ちょうど夕刻の祈りの時間にさしかかろうというときだった。

　普通は巫女の務めを妨げないよう気を遣うものだが、内々に話があるらしく、あえて人が少なくなる時間帯を狙ったようだ。慌てた様子の侍女から知らせを受け、まさか国王の関係者を無視することもできずに、サラは準備の手をとめた。

　高位の巫女ほど大神殿の奥宮から表に出ないとは言っても、この国の神殿はすべて王の庇護下で運営されている。太陽と月の二大神以下、古の神々に祈りや舞を捧げ、国家の平穏を願い、王家の祖霊を祀る役目を負っていた。

　手の空いた者などは、それぞれが得意とする専門分野の勉強をしたり、市井の人々を占い、適切な助言を与えたりして過ごしているが、ここにいる者の大半が何かしら秀でた力を持っているのだ。しかし、肝心のサラに何の力もないことは、長老格の巫女たちと数人の女官だけの秘密だった。

　神の色を持つのにそれはあり得ないことらしい。事実が露見すればサラを擁する大神殿の権威が揺らぎ、自分のせいで親しい者が咎められるかもしれないと知って以来、優れた巫女のふりをしつつ、占い事はその道に秀でた老巫女たちに任せ、特に能力を必要としない仕事に精を出していた。

　みんな、いつまで経っても役立たずなサラを守り、焦りなど微塵も感じていない様子だったが、せめて象徴としての責任くらい果たしたい。サラが毎日の祈りに参加するだけで、それぞれのやる気が高まるのなら、少しは人々の幸せに貢献できたと思えた。

「サラさま」

「なんでもないわ。使者どのには、すぐに参りますとお伝えしてちょうだい」

「はい！」

　元気よく返事をする子供はサラ専属の侍女だ。神職を目指す者はまずは雑用をこなしながら行儀作法を身につけ、一般常識を学んでいく。サラはその特殊な立場ゆえ、最初から誰かに使われることはなく、身分の高い者と対峙しても悠然とかまえていられるように、老巫女たちから正しい立ち居振る舞いを叩きこまれた。

　そんな自分のところに預けられたということは、この少女は巫女としての資質に欠けるのだろう。残念に思うが、こればかりはどうにもならない。巫女になるには専門知識を身につけて磨くだけでなく、ここぞというとき、生まれ持った素質がものをいう。

（わたしにはその素質の片鱗さえないけれど）

　サラは部屋の隅でぐずぐずしている侍女に、ふわりと微笑みかける。

「どうしたの？　使者どのは優しい方だから、そう緊張しなくても大丈夫よ」

　馴染みの使者は、生前のファルナーズ王女から次代の育成を直々に頼まれているらしく、ろくに外の世界を知らないサラに様々な話をしてくれる、穏やかな老人だ。もとは下級貴族の出身で、若いころに熱砂を越えて諸外国で学んだという。

　現在では博学の士として知られ、この国では七人しかいない大臣のうち、序列五位の五の大臣へと異例の出世を遂げている。昔は他にもいた使者がここ数年で彼ひとりに絞られているのは、単純にサラが気に入っているという理由からだ。彼の来訪を知り、今日はどんな話を聞かせてもらえるのか楽しみになった。

　そんなサラに、侍女は決意のこもった顔で訴える。

「ですが……あの、今日おいでになられた方はいつもの使者さまではないのです。もっとずっとお若くて、まとう雰囲気から上流貴族の方であるのは間違いないと思いますが、軍人かもしれません。それで、えっと……もっ、もし不埒なことをされそうになったら叫んでくださいねっ。お助けに参りますから！」

「そうなの？　珍しい……。じゃあ少し気をつけるわ。ありがとう」

　心配そうに言われ、サラは苦笑いを浮かべた。

　以前、神の娘を前にして興奮した軍の高官が、仕切りに使っている紗に手をかけて大騒ぎになったことがある。いつもの使者に用事があり、彼は立候補で選ばれた代役だったそうだが、それ以来、周りの者は馴染みの薄い人間に対しては警戒するようになった。

　サラは礼儀正しく出て行った侍女を見送ると、肩で息をつく。

　彼女が戻ってくるのを待たず、白絹で織られた丈長の衣の上に金の縁飾りが施された緋色の長衣を重ね、美しい花刺繍の帯でとめる。片耳には金細工でできた太陽神の紋章入りの耳飾りをつけて、シャランと軽く掻き鳴らす。長い髪は手を加えずに背中へ流し、薄手のリネンに幅広のチュールレースをあしらったヴェールを被ると、磨きこまれた回廊へと滑り出た。

　そして、本殿をぐるりと囲むように造られた各部屋からかすかに祈りの声が届くのを聞きながら、特別に設えられた謁見の間へと入った。

　大理石できた広間を、天井から吊るした垂れ布で二つに分け、一段高い床には質の良い絨毯を敷いている。サラはいつものようにつづれ織りの布をかけた長椅子に座ると、ふかふかのクッションにもたれかかった。

　祈りの時間にぶつかったせいで控えている者は少ない。取り次ぎ役の女官が、厳かな声で紗の向こうで跪く使者へ声をかけた。

「どうぞお顔をお上げください。当神殿の筆頭巫女、サラさまがお話をうかがいます」

　相手は国王の使者とはいえ、サラのほうが身分は高いため、向こうが名乗るまで発言しない。目を凝らして淡い色の紗の向こうを注視すると、まだ若い使者が姿勢を正した。

「初めてお目にかかります。私はシャフラム国王陛下付きの近衛騎士団団長、バルバード・ライェジと申します。急なお目どおりを許可していただき感謝いたします」

「当神殿の巫女、サラです。そうかしこまらずに楽にしてください」

「ありがとうございます」

　使者の地位が予想以上に高くて驚く。王族の身辺警護を担当する近衛騎士団は、王の信頼厚い者しか入隊を許されず、他から干渉されない完全実力主義のエリート集団だ。それこそ正騎士から見習いの隊員まで、家柄が良く、見目麗しく、頭の回転も早く、剣術に秀で、馬や駱駝の騎乗に優れた者だけで固められていた。

　時に命を張るため男爵家や子爵家の者が大半で、中流以上の貴族になると跡取りではない次男や三男が多い。その中にあって、ライェジ家というのは、南方に領地を有する名家のひとつ。父侯爵は野心のない有能な文官として名を知られ、その息子であるバルバードは、嫡男でありながら王の騎士となった人として有名だ。

「あなたのような方がなぜここへ？」

「私は幼少より陛下の学友のひとりとして王宮で育ちました。今回もそのご縁で使者の役目を仰せつかったのです」

「公私共に親しい方に依頼を託されたのですね」

　サラは長椅子から立ち上がり、ほんの少し紗に近づいた。

　近衛騎士は豪奢な銀の刺繍をふんだんに使った蒼い軍服を着こみ、光沢のある黒いマントを身に着け、家臣の中では彼らにのみ許された王家の紋章入りのサーベルを腰に差しているという。でもバルバードは、一般的な軍人と同じく飾り気のない黒い軍服を着ていたし、マントもまとっていない。神域内にいるため、決まりを守って佩はい剣けんすらしていなかった。

　濃褐色の髪に目という典型的なアステュア人の色彩を持つその男は、神妙な面持ちで片膝をついている。それでもまっすぐに前を見据えるまなざしは油断なく鋭く、キリッとして太い眉や口元の辺りには軍人らしい実直さが滲む。肩や胸は分厚く見るからに強靭で、王の命令で剣を振るい、騎馬を駆るためにしっかり鍛えられているようだ。

　それらは十分に好感の持てるもので、サラはできるだけ丁寧に依頼を聞き出し、気持ちよく帰ってもらうことにした。

　あとは長老格の巫女たちが占いなり助言なりをしてくれる。先代筆頭巫女の絶対的予言には及ばないにしても、サラが跡を継ぐまで空座を守ってきた者たちだ。みんな、星読みや占術において優れた才能を持っていた。

「それで、話というのは陛下のプライベートについてですか？」

　事がことだけに、心配そうな女官たちを隣室へ下がらせると、不躾とは思いつつ尋ねる。国王と公私共に親しい者がわざわざやって来たのだから、今回はデリケートな悩みの相談ではないかとあたりをつけた。

「王妃さまと喧嘩でもなさったのでしょうか？」

「……いえ、そういうわけではありません」

　顔をしかめるバルバードを観察して、やはりという気持ちになる。シャフラムは恋多き王として知られ、美しい花々を渡り歩く男だ。しかも未だに跡継ぎとなる子供がいないため、さらに妾妃を薦める動きもあるらしかった。

　サラは異国から嫁いできた王妃を気にかけ、数ヶ月に一度は必ず訪れる使者に、シャフラムと彼を巡る女たちのことを詳しく教えて欲しいとねだっている。残念ながら、使者は自国の王に悪感情を抱かれると立場的にまずいせいか、肝心の部分は積極的に話してくれないのだが、しつこく粘って何とか王と王妃の幸せそうなエピソードを聞き出すたび、サラは密かに胸を撫で下ろしていた。

　十年前、婚姻がどういうものなのかもよくわからないまま、天上の神々に祈りを捧げたことが懐かしい。

　サラは身分の高い者が結婚するとき、縁起を担ぐために神の娘として特別な祈りを捧げるように求められる。力のある巫女たちも一緒に祈るため、今のところ不幸な結婚生活を送っている者はいないようだ。そうして多くの人々の幸せを祈願してきたサラが、今もなお一番気にかけているのが現国王夫妻だった。

　その誕生と共に砂漠に繁栄をもたらすと予言された王子と、紺碧の海を持つ国の美しい姫君──。印象深いふたりのことを忘れろというほうが無理だ。

「では、あなたの目から見てどうですか？　陛下は、王妃さまはお幸せそうに見えますか？」

「……ええ」

「本当に？　巫女に偽りは不要です」

　国王夫妻の結婚が破綻すれば、それは祈りを捧げた巫女の責任でもある。王と王妃の仲がこじれているのなら誰かが良い方向へ導く手伝いをするべきだし、もし自分の手に負えない状況になっていたら長老格の巫女たちにも相談しなければ。

　特別な思い入れがあっただけに、サラはだんだん不安になってきた。

「さあ、詳しい話を聞かせてください。このまま放ってはおけないわ」

　神の娘と称される巫女は、その姿をほとんど人前にさらすことはないと事前に教えられていたのだろう。サラが仕切り布のドレープを寄せてくぐり、目の前に姿を現すと、唖然としていたバルバードの眼光がしだいに険しくなってくる。サラの軽率な行動を訝しんでいるのかもしれない。

　サラは勇気を奮い起こして、バルバードのすぐそばに腰を下ろした。

「お静かに、ね？」

　ここの者はサラの名に傷をつけまいと気を張っている。けれど、国王の信頼厚い騎士が王の庇護下にある巫女に不埒な真似はしまいと考えて、そっと耳打ちするように話しかけた。

「陛下は、わたしに何か望みがあってあなたを寄越したのでしょう？」

　いつもの使者を通してでは悩みを相談しにくかったのだろう。だからといって問題を放置しておけば、夫婦間のすれ違いがやがて国同士の諍いにまで発展しかねない。

「ずっとおふたりのことが気になっていたの」

　サラが正直な気持ちを吐露すると、バルバードはまた少し眉間の皺を濃くした。

「あなたは、誰にでもそのような感情を抱くのですか？」

「……？　意味がわかりません」

　非難めいた呟きに首をかしげる。どうしてそんなふうに言うのかと不思議に思った。

「やはりろくなものではない……」

「あの、何のことですか？」

「だいたい、私が王の騎士というだけで信用してこのように近づいてくるのは、どうしたって迂闊としか言いようがありません」

「え……、ぁ……？」

　手首をつかまれ、逆の手で口元を覆われる。驚いて振り解こうにも、鍛え上げられた身体はサラが身をよじったくらいではびくともしなかった。

（痛い……！）

　物心ついてから異性に触れた経験がないため、彼が自分に危害を加えるつもりがないとわかっていても不安は募る。それにもし肌に指の痕など残ろうものなら、世話好きの姉巫女や女官、湯浴みの手伝いをしてくれる侍女たちの目に触れて大騒ぎになってしまう。いくら彼が王の幼馴染みで近衛騎士団団長という地位にあろうと、神聖な神殿の中で特別な巫女に乱暴を働いたとなれば処分は免れない。

「バルバ……」

「大声を出さないように。いいですね」

「んんぅ!?」

　くぐもった声で話し合おうと言いかけたサラは、いきなり逞しい腕に抱え上げられる。口元を覆っていた手が消えても、かろうじて悲鳴はのみこんだが、恥ずかしくなって手足をばたつかせた。

「下ろして……！」

　できるだけひそめた声で訴える。

「大事になったら、みんなに迷惑をかけてしまうわ」

「心配はご無用です、サラさま。私はあなたを陛下の御前へお連れするよう、厳命を受けております」

　突然の浮遊感に慌てていたサラは、そのひとことに驚愕して目を見開く。

「陛下が、わたしを？」

「ええ。できるだけ穏便に、しかし素直に従いそうにない場合は、無理やりにでも奪ってこい、と」

「なぜ？」

「私はお答えできる立場にありません。ですが、神の愛し子と謳われる巫女ならば、ご自分の未来を占ってみてはいかがでしょうか」

　バルバードの声はひどく冷たい。まさか自分にとって最も安全な場所で、味方であるはずの王の使者から、こんな冷たい態度であしらわれるとは思ってもみなかった。

　悪意に慣れないサラは、つきっと痛んだ胸を押さえる。それをどう受け取ったのか、バルバードは人ひとり抱えているとは思えない軽い足取りで広間を出ると、粛々とした祈りの声がこだまする回廊をとおり抜け、あっという間に栗毛の馬をつないだ古代樹のところまで来てしまった。

「サラさま！　ど、どちらへ!?」

　その行動があまりにも素早くて静かだったため、異変に気づいた侍女も最初はサラが体調を崩し、お付きの女官の指示で外の空気を吸わせるために運ばれているものと誤解したらしい。サラを抱きかかえているのが、正真正銘、国王の使者であることも周囲を油断させたようだ。まさかこのような暴挙に出るとは思っていなかったのだろう。近くにいた者たちが慌てた様子で次々と駆け寄り、バルバードの無体を非難した。

「使者どの、何をなさっているのですか！」

「その方は爪の先まで神のもの。人が、殿方がみだりに触れていい方ではありません」

「どうかサラさまをお離しくださいっ」

「国王陛下のご命令だ」

「そんなっ……！」

「おまえたちが何と言おうと、私は陛下のご命令を違えるわけにはいかない。後日、大神殿は判断を誤ったと嘲笑われたくなければ、下がっていろ」

　高位の巫女は祈りの時間の最中で、それぞれ割り当てられた部屋に詰めている。不測の事態に女官は当惑し、侍女やさらに身分の低い下女たちではバルバードを強く咎められないようだ。

「誰か、外の兵士の方をお呼びして！」

「だめよ。大事になってしまうわ」

「サラさま!?」

　サラは、このままではどんどん騒ぎが大きくなっていくことを危惧して言った。

「神域での争いはご法度。私なら大丈夫だから落ち着きなさい」

　古代樹の森の外には、門を守る兵士がいる。でも、彼らだって軍人だ。巫女を守るためだろうと、王命を受けた使者を一方的に拘束することは難しい。バルバードの身分や立場もさることながら、そもそもサラ自身が大事になることを望んでいないのだから。

「わかっただろう？　サラさまも同意の上だ。年寄り共にはそう伝えろ」

　バルバードはサラを馬に乗せて自分はその後ろから跨ると、ごく自然に身体を支えて手綱を取った。

「サラさまぁっ！」

　誰もがおろおろと遠巻きにする中、巫女見習いの少女が、今にも泣き出しそうな顔をして縋ってくる。サラはバルバードに目配せすると、そっと腕を伸ばして随分と低い位置にある柔らかな髪を撫でてやった。

「心配しないで。わたしにご用があって陛下が呼んでいるんですって。それが済んだらすぐに戻ってくるわ」

「本当ですか？」

「ええ。だから、あなたはここでおとなしく待ってらっしゃい」

　まだ十かそこらの少女は、悲しそうに顔を歪めて渋々うなずく。一途に慕ってくれる姿は愛らしく、まるで妹ができたみたいで嬉しかった。

　姉巫女たちも自分に対してこんな気持ちを持っていたのかもしれない。彼女たちにあいさつできないのは残念だが、用が済めばすぐに戻れるはずだ。

　外の世界に憧れているけれど、帰る家はない。サラは、この大神殿以外の場所で生きて行くことはできないのだ。

「行ってくるわね。わたしのことは心配しないように、上の者にも伝えてちょうだい。くれぐれも大事にしないで欲しいと」

　侍女が慌てて差し出した透け感のないヴェールを受け取ると、素早く取り替え、金の髪が見えないように覆い隠す。やり取りを見ていたバルバードが軽く合図して、馬の向きを変えた。

「参ります。落ちないように私の胸に背を預けていてください」

「わかりました」

　────サラにとって十年ぶりの外出だった。

　バルバードが乗ってきた馬は足が速く、あっという間に大神殿が遠ざかる。乗り手の技量も優れているのだろう、舌を噛むようなことはなく、特殊な革で作られた鞍が大半の衝撃を吸い取ってくれたため、お尻に痛みも感じなかった。

　高い壁に囲まれた古代樹の森を抜け、堅牢な門を止まることなく通過する。外へ出てしばらく経つと、白煉瓦や青い釉薬タイルで積み上げられた建造物が見えてきた。

　賑やかな町のあちこちに緑豊かな広場があり、そこから左右に走る道の両側には、新鮮な香草野菜に果物、スパイス、雑貨、宝石、衣類など様々な品物を売る店が、想像を超える規模で軒を連ねていた。

　サラを乗せているため、バルバードはあえて大通りを避けているようだが、それでも鞍上から眺める景色は面白いものばかりだ。人気の少ない道の両脇にもナツメヤシの高木が遠くまで植えられ、オレンジやマンダリンの白く小さな花々がランプに淡く照らされて咲き誇っている。

「なんて綺麗なの……！」

　髪どころか顔の半分まで覆ったヴェールの下で、サラはうっとりとため息をつく。

　もう長い間見ていなかった、アステュア王国の首都エラム。

　この街はとても砂漠の中にあるとは思えないほど華やいでいる。王に呼ばれたことを考えると緊張してしまうが、サラは外の匂いと楽しい光景に夢中になった。

　あとで姉巫女や小さな侍女に話してあげようと思い、そっと微笑む。しかし次の瞬間、自分たちが徐々に市街地から離れて行っていることに気づき、不安を覚えた。

　太陽神クトゥスを祀る大神殿と王のいるバハール王宮とは、エメラルドに煌めくパルーシャ湖を隔て隣り合っている。対岸までは相当距離があり、警備上の理由から船を浮かべることを禁じられているものの、サラは日々の無聊を慰めるためによく湖を眺めていたから、どんなに浮かれていても位置関係ぐらいは把握していた。

「ねえ、王宮は逆方向よ。どこへ向かっているの？」

　頭から被った藍色のヴェールを風にそよがせながら軽く振り向く。顔を上げると目と鼻の先に精悍な顔があって戸惑ったが、あからさまに顔を背けるのも失礼な気がして、気恥ずかしさをこらえつつそのまま返事を待った。

「……正面に青いドームと尖塔が見えるでしょう。あちらまでお連れします」

　バルバードはにこりともせずに道の先を指さす。サラはつられて前を向き直した。

「随分と遠いみたい。ここからじゃ、よくわからないわ」

「馬を使えばさほど時間はかかりません」

　サラがもう一度尋ねる前に、バルバードは街の灯りの向こうに仄かに浮かび上がっている建物について情報をくれた。

「あちらは陛下個人の所有する離宮です。かつてファルナーズ王女が誕生なさった際に当時の国王から賜わったものを、シャフラム陛下が譲り受けました。王宮の十分の一程度の大きさですが、とても美しい建物ですよ。女性ならば誰でも気に入るでしょう」

「わたしはかまわないけれど、王宮でなくてもいいのかしら？」

「本来なら私などが口を出していいことではありませんが、王妃さまがいらっしゃるのに、王宮へご案内することはできません」

「そう……ね。確かにあなたの言うとおりです」

　わざわざ大神殿から連れ出して郊外の離宮へ連れて行くくらいだ。国王は、よほど悩んでいるに違いない。

　これほどの大役を、本当は巫女として未熟な自分が請け負ってもいいものか迷ったが、下手に断っては後々まで禍根を残す。悩みを聞いた後は、大神殿に戻って老巫女たちの力を借りるのがいいだろう。

（陛下とは、直に言葉を交わしたこともないのだし）

　ただ、ごく一般的な情報だけは持っている。

　──シャフラムは今年で二十九歳。

　隣国の第二王女を正妃に持つ黒髪黒目の美丈夫で、即位して七年になる。先王の補佐をしていたころから租税制度の改革に種痘の奨励、異教徒の迫害を禁止するなど、すでにいくつかの改革を行い、成果を上げていた。

　近年は国外から学者を招くだけでなく、民間の研究者にも意見を求めて取り入れていることから、民の信望も厚い。他に兄弟はないが年の離れた妾妃腹の妹姫がひとりいて、来年の春には同盟国の王族へ嫁ぐという噂も出始めている。しかしサラのもとにはまだ正式な祈りの依頼がきていないから、その話はデマの可能性が高い。もしこれから面会する王を通して、噂のリリ王女の話が聞けたら、恋愛話の好きな姉巫女たちは喜ぶだろう。

　悩みをお聞きしたお礼に、ちょっとくらい教えてくれないかしら……。

　そんな他愛もないことを考えているうちに糸杉の通りを抜け、石畳で整備された道を走り、高い城壁の中に入る。ここでも兵士たちは、バルバードがヴェールで顔を隠した少女を連れていることを訝しむことなく、あっさり通してしまった。

　彼が王の命令で女を連れてくることは、よくあることなのかも知れない。

　このときのサラは、まだ唇に小さな笑みを浮かべながら、ささやかな楽しみに胸を弾ませていた。





◆◆◆






　青い円天蓋を持つ乳白色の離宮は、数代前の王命により造営された由緒ある建物で、シエラ・バーン山脈を背景にして蜂蜜色の砂漠と緑豊かな町を一望できる小高い丘に建っている。

　城門から続く長い並木路には、古代樹やナツメヤシとはまた別に、小花を咲かせたアカシアやクルミの植えこみがあり、その奥に広がる庭園には十字型の水路が見えた。

　さらに進んで行くと、水路から枝分かれした池や菱形の噴水がいくつも設置されている。そこから絶えず噴き出す水のおかげなのか、美しく咲き乱れる花々はたっぷりと水気を含んで甘く香り、夢心地で眺めるサラの鼻腔を優しくくすぐった。

　赤々と燃える松明の灯りも、城門から宮殿の列柱エントランス直前まで途切れることはなく、天上の楽園とも見紛うばかりの光景を惜し気もなく照らし出している。ぼうっと見惚れている間に馬が止まり、サラは先に降りたバルバードの腕に容易く抱き上げられてしまった。

「あ……ま、待って……！」

「申し訳ありませんが、このまま移動するのでつかまっていてください」

「でもっ……わたし、重くない……？」

「先ほどもお運びしましたし、騎士団では鎧や剣をフル装備した者を担いで走る訓練が日常的にあります。その重みに比べれば、あなたは羽のように軽い」

「……なら、いいのだけれど……」

　生真面目な性格らしい男に下心などあるはずもなく、王命を果たすまで譲らないのだろう。それに鏡のように磨きこまれた大理石の回廊はどこまでも続いていて壮観だったが、よく考えればサラは足に何も履いていない。こんな立派な建物の中を裸足で歩きまわる度胸はなかった。

　蜂の巣状の天井をポカンと見上げ、小さな穴から射しこむ月光があちこちに乱反射する中を進んでいく。光を浴びた樹木模様のタイルや小窓の浮き彫り装飾も、そのひとつひとつが見事なもので、自分はついにお伽話の世界に迷いこんだのかと錯覚しかけた。

　しかし、そうして案内されたのは、客室でも大広間でも応接室でも食堂でもなく、おそらくは湯殿へと繋がる脱衣所の入り口だ。

「着きました。こちらです」

「ありがとう……」

　中が覗けないように厚手の布を垂らした通路の両脇には、お揃いの服を着た上品な女たちがずらりと並んでいる。装いからしてここで働く女官と侍女のようだ。バルバードの腕から下りて視線をやると、一斉に腰を屈めて最上級のあいさつを受けた。

「ようこそおいでくださいました、サラさま。使用人一同、心から歓迎し、精一杯お仕えさせていただきます。何なりとお申しつけくださいませ」

「どういうこと？」

「この離宮にいる者たちは、あなたのために陛下が一人ひとり直にお選びになった者ばかり。信用に足るはずです」

「わたしのため？」

「まずは身支度を整えてください。太陽神の娘として相応しい恰好というものがあるでしょう」

　バルバードは淡々と言うが、自分がこれから何をさせられようとしているのか、サラにはさっぱり理解できない。

　でも、どうせすぐに大神殿へ戻るのだ。出発前に伝言を頼んでいたし、ぐずぐずしている間に誰もが知るところになれば、自分を頼ってくれた王に申し訳ない。ここはぐっとこらえて、とにかく急いで準備をすることにした。

「あなた、手伝ってもらえるかしら？」

　とりあえず一番近くにいた使用人に話しかける。比較的若い侍女たちのまとめ役なのだろうか、三十代半ばくらいのふくよかな女だ。

「もちろんです、サラさま」

　穏やかに微笑み返され、サラはほっとした。

「ありがとう。名前は何というの？」

「サマンと申します。さあ、こちらへ」

　奥へと促され、バルバードに会釈して湯殿へ向かうと、甘い花の香りが漂ってくる。

「いい匂い」

「陛下より薔薇の花がお好きだとうかがっておりますので、今日は薔薇湯をご用意させていただきました。この離宮にある薔薇園で専属の庭師が育てたものです」

　サマンはそつなく答えて巫女装束の紐を解いていくが、サラは面識もない国王に花の好みまで知られていて驚いた。

　いつも大神殿にやってくる使者とは好き嫌いの話をしたことがあるから、彼に報告させていたのかもしれない。砂漠の大地に咲く花は意外と種類も多くて一年中絶えることはないのだが、やはりアステュア王国の国花でもある薔薇などは、キャラバンが遠い異国まで種を売りに行くほど人気がある。サラも大好きだった。

「なんて贅沢なの……」

　壁に金の蛇口と半円形の水盤を埋めこんだシンプルな洗い場でお湯をかぶり、白い湯気を抜けて案内された浴槽の前で立ち尽くす。そこは一度に十人は入れそうなほど広く、中央部に口からお湯を吐き出すライオンのオブジェが鎮座していた。

　惜しげなくたっぷりと張られたミルク色のお湯には、赤、白、黄色、ピンクに紫と、色とりどりの花びらが浮いていて心が躍る。いくらエラムが水に恵まれたオアシスだといっても、ここまで贅沢な風呂に浸かるのは初めてだ。

　サラは華やかな香りに包まれながら、軽くめまいがしてきて頭を押さえた。
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　香油入りの瓶や筆、それから爪切りにヤスリと、美容道具を手にした侍女はいったい何人いるのだろう。サラが湯船から出ると、彼女たちの中から数人が寄ってきて、人肌に温めた台の上で全身に優しい香りのオイルを塗りこまれた。

　聞けば、王都エラムの南、スールマーズの町に群生するライライラという品種の薔薇から精製できる香油らしい。王室御用達の品で貴族すら手にすることはできないそうだが、神の娘という身分がものを言ったようだ。続きの間では香りの良い白粉を薄くはたかれ、紅をさされ、女性らしいラインの真っ白なシュミーズ・ドレスを着せられた。

　筒形でストンとしたシルエットは全体的にほっそりしていて、足首まで覆う。柔らかな生地はひだを作って揺らめき、少し開いた胸元とスカート部分の縁には、銀糸で編んだ繊細なレース飾りがついていた。

　足には小粒の真珠が縫いこまれた室内履きを履く。髪は櫛で梳くだけだったがこれでもかというほど念入りに梳かれ、癖のない金の髪がさらさらと流れ落ちるたび、準備を手伝う誰もがうっとりとため息をついた。

　金は天上から地上のすべてを見下ろす太陽神の色であり、しかも現王家は下界に降りた神の末裔とされ、各国の建国神話にも残る存在だ。砂漠では神々の恵みを失えば生き物は息絶える。何百年も昔から人々が信仰してきたものを、サラは否定できなかった。

　最後に重さをほとんど感じさせない絹のヴェールをふわりとかけられる。耳朶には大神殿の巫女の証として金細工の耳飾りをしたままだが、他に装身具はつけていない。

（これ、夜着……のわけ、ないわよね？）

　国王との対面にこの恰好は相応しくない気がして何となく心細いが、侍女たちが衣装を間違えるはずはないから、きっと正しい姿に整えられたのだろう。

　サラは鏡に映る自分を静かに見つめ、違和感をのみこむ。

「さあ、できました。とてもお美しくていらっしゃいます」

「ありがとう」

「では、ご案内いたします」

　深窓の姫君のように手を取られ、宝石箱のような回廊を進んでいく。外はもうすっかり日が落ちて、高い天井から続くステンドグラスの窓からは月の光が射しこみ、淡い光を落とすランプの灯りと混じり合って石の床がキラキラ輝いていた。

　どのくらい歩いたのだろう。大きな二枚扉の前に着く。両脇には近衛兵が立っているから、ここに王がいるらしい。すぐに恭しく扉が開かれ、思わず尻込みすると、サマンに部屋の中へ入るようそっと背中を押された。

　深呼吸して一歩踏み入れば、分厚い絨毯の感触が足の裏から返ってくる。

「こちらでお待ちください」

　サマンは流錐型のランプを置くと、優雅に一礼して出て行ってしまった。

「……待てと言われても……」

　予想に反して王の姿はない。ひとりきりになったサラは居心地が悪そうに壁際へ寄って、好奇心に負けて辺りを見まわした。

　ランプの置かれた真鍮製のテーブルを中心に、淡い灯りに照らされた部屋の様子が浮き上がる。

　乳白色の壁と天井に、大理石の床。落ち着いた紺色の絨毯。意匠を凝らしたくり抜き窓。そのそばには趣味の良い長椅子とふかふかのクッション。ナラ材の大きな本棚もある。部屋の隅には上品な陶器の花瓶が飾られていた。

　どうやら謁見の間などではなく、主のための私室のようだ。

　ふと、棚上の硝子の置き時計を見れば、すでに九時近い。いつもなら夕食を終えて本を読んでいるか、湖畔で王宮の灯りを眺めている時間になっていた。

　早く仕事を終えてのんびりしたいと思いながら、室内をうろついていると、続きになっている部屋の奥に、天蓋つきの寝台と金の燭台があるのが目に入った。

「この先はすぐ寝室になっているの……？」

　と、そのとき。

　一抹の不安を煽るようなタイミングで、ノックもなく扉が開いた。

「思ったより時間がかかったな。侍女たちにとって、おまえはよほど磨き甲斐のある素材だったらしい」

　その声は、なぜかサラの心をざわめかせる。

　優雅な足取りで近づいてくるのは、見るからに人の上に立つ男。圧倒的な存在感のせいか、そばに来られると首の後ろがチリチリと刺激された。

（この方がファルナーズ王女の予言した、特別な王──？）

　そんなに見つめては失礼だと思いながら、目を離すことができない。

「どうした？」

　訝しげに声をかけられ、慌ててあいさつをした。

「失礼いたしました。偉大なるアステュア王国国王陛下、シャフラム・ノスラティ・ホルシード陛下に、太陽神クトゥスの巫女サラがごあいさつ申し上げます」

　神の娘が膝を折るなど……と、見る者が見れば悲鳴を上げたかもしれない。でも目の前の男には、自然とそうさせるだけの威厳がある。彼に頭を下げることが間違いだとは思わなかった。

　サラは実力で筆頭巫女の地位を得たわけではないから、その辺りに拘りがない。身分的には王と同等、もしくはそれ以上と見なされる立場でありながら、もともと誰に対しても高圧的な態度で接することを好まなかった。

「堅苦しいあいさつはよい。おまえをさらって来させたのは私だ。そんなところに跪いていないでこちらへ来い」

「はい」

　形式的なやり取りが省かれて正直助かる。シャフラムもサラの態度に違和感はないようだ。

　そんなことより、あんなふうに連れ出されたからにはよほど切羽詰まった問題があるのだろう。最悪の場合、開口一番に、おまえの祈りは本当に天上まで届いたのかと詰られることを懸念していただけに、厳しい叱責がなかったことに拍子抜けしたくらいだ。王の幸福は民の幸福にも繋がるため、彼がどうすれば幸せになれるのか、サラはずっと考えていた。

「顔を合わせるのは初めてだな」

「使者を通して十年、陛下のご活躍を知る機会は多々ありました。何だか不思議な感じがします」

「……私は会わずに済めばいいと思っていた」

　そう言って、彼はサラの顔をじっと見つめてくる。意味がわからずに黙りこむと、奇妙な沈黙が落ちてきた。

　注がれる視線が、痛い。目が合うと、圧倒的な闇色の──夜の気配にドキリとした。

（この方は、夜を支配する月の女神に祝福されている）

　始まりの二大神の片翼、女神アティハーナは空の神であり、空は雨を降らせて、その水は命を育む繁殖の源であることから、水と豊饒の神でもある。

　砂漠の気候は厳しく、静かに煌めく月の下での生活は、時に眩しすぎる太陽の下での暮らしよりも快適だ。人々は夜を愛していた。

　そして王のような双黒の持ち主は少なからず存在するのだが、彼が特別に女神の加護を受けた証拠のひとつとして、聖女の異名を取るファルナーズ王女の予言と、その誕生と同時に王都の五つの泉が湧き出したという逸話がある。シャフラムは神の末に連なる者なので、あり得ない話ではなかった。

　アステュア王国の建国史は語る。王の祖先である太陽神の末姫が現れる前、この地は神に背いて楽園から追い出された者の住まう土地だった、と。

　もともと天上の住人だったという人々は、平和で退屈な日々に飽き、あらゆる実をつける一本の木から、神に「食べてはいけない」と禁じられた実を盗んで食べた。

　その結果、太陽神クトゥスの怒りを買い、豊かな楽園を追放される。

　見渡す限り砂ばかりの地上では、どんなに額に汗して働いても手に入る食料はわずかで、人々が盗んだ実と同じものは二度と実ることなく枯れていった。

　また、最高神の怒りを買った人々から他の神々も距離を置いたため、痩せた大地はますます不毛の地となり、水脈にも恵まれず、砂に埋もれ、彼らはただ死を待つだけになった。

　それを憐れんだのが、太陽神の末姫エラムだ。彼女は父神の目を盗んで地上へと降り、その際に月の女神が力を分け与えた。

　やがて彼女の愛と献身は太陽神の怒りを和らげ、遠くから見守る神々の心を動かす。いつしかエラムの踏む地は緑豊かな大地として蘇り、命を育むオアシスになった────。

　神話の時代から何百年も経った今、それらはすべて伝承として伝わるだけだが、ごく稀に王家には金の髪と金の瞳を持ち、奇跡を起こす娘が現れる。サラはそれが『神の娘』だと教わった。

　しかし、サラは王家とはまったく関係がないところで生まれた例外で、ファルナーズ王女の予言どおり、「その子供が五つのとき」に見つかり保護されただけの身の上だ。ただ、王女の言葉を信じるならば、サラは十五年前に大陸中を襲った大飢饉の年に生まれたことから、かえってその存在を印象づけているらしい。

　人々は、サラが地上に現れたことでアステュアの民は飢えずに済んだと信じている。あのとき一度は干上がったパルーシャ湖に、みるみるうちに水が湧いたのも、愛しい娘の誕生を太陽神と月の女神が祝福したおかげだと感謝されていた。

　そんな神の娘と同じ時代を生きる王は、強運の王とも呼ばれている。

「なるほど、確かに美しい姿をしている」

　考えごとに耽っていると、低いささやきが聞こえてくる。ビクンと肩が跳ねたのは、馴れ馴れしく髪を触れられたからではなく、それに続いた彼の言葉が原因だ。

「だが、おまえはまだ大層な肩書きに見合うだけの役目を果たしていない。奇跡というほどの力もないようだ。そうだろう、サラ」

　ざっと血の気が引いた気がした。

　サラが分不相応なほど尊重され、格式高い中央の大神殿で太陽神の筆頭巫女を名乗っているのは、あくまでも亡きファルナーズ王女の遺言に従ったからであり、自分自身の実力ではない。だからと言って、ここでシャフラムの言葉にうろたえ、大神殿が疑われるような発言をしてしまったら、今まで自分を慈しみ育ててくれた者たちへの恩を仇で返すようなものだ。

「わ、わたしは……」

「私は？　何だ？」

　シャフラムはサラの反応を見逃すまいと目を細める。その視線が怖い。

　薄い衣をつかむ手に力がこもり、滑らかな絹がぐしゃりとよれて皺を作る。自分と違い、実力を伴って人の上に立つ者はこんなにも迫力があるのか、ひとりでこの状況を切り抜けなければならないのかと怖気づいていると、先手を打つように大きな手が肌を滑った。

「日に焼けていないのは、古代樹の葉が日差しを遮ってくれるからか。それとも大神殿の外へ出ないからか。大事に守られて咲く、ひ弱な花といった風情だな」

　王はあまりにも普通に喋るので、いちいちビクついてしまう自分が自意識過剰なのかと恥ずかしくなる。

「あの……陛下、わたし自身はどこにでもいる平凡な娘です。ですが、みなはこの外見から神の恩寵を得たと言います。それがすべてです」

　よけいな言葉を一切省いて答えると、シャフラムはすっとサラの喉元へ指を這わせ始めた。

「ひゃっ！　何をなさるのですかっ」

「まあ、どうでもいい。今のところ、私にとって価値があるのはこの美しさだけだ」

「え……？」

　サラはひどく困惑した。

　王は次から次へと女を口説き、二度、三度と逢瀬を繰り返す者もいれば、一夜の寵を与えたきり捨て置く者もいるという噂だが、サラは無垢を尊ぶ巫女だ。高貴な生まれの美しい姫君を何人も娶っておきながら、シャフラムがなぜ自分のように面倒な立場の者にまで手を出そうとするのか理解できなかった。

「お戯れを……」

「戯れでなければいいのか？」

　含みのある言い方にはうっすらと怒りが滲んでいて、サラは思わず身がすくむ。反抗的な口をきいたからではなく、もっと別の部分へ向けられた感情のように思えた。

　怯えているのがわかったのか、その鋭利な空気は一瞬にして散ったが、胸の奥には黒い染みのような不安がこびりつく。

　もう何があろうと、用件を済ませたら一刻も早く神殿へ戻ろう。妹姫の噂を確かめるだなんて、そんな心の余裕はどこにもない。

　サラはささやかな好奇心に蓋をすると、身体に触れたままのシャフラムから失礼ではない距離を取る。しかし腕が絡んで動きを封じられ、強引に抱き寄せられた。

　広い肩幅や厚い胸板を意識して赤面する。あご先をすくい上げられ、喉を指の腹でゆるりと撫でられると、言葉が出てこない。

「この美貌で本当に純潔のままなのか」

「……！」

　シャフラムはサラのうぶな反応を嗤い、潤んだ瞳を覗きこむ。いくら王であろうと失礼極まりない言動だ。他の者のように敬えとは言わないが、巫女に対して言うべき言葉ではないのはもちろんのこと、年ごろの少女にぶつけていい質問でもなかった。

「もうよろしいでしょう、離してください！」

「私に触られるのは嫌か？」

　声を振り絞ったサラの瞳に、整った顔が映る。艶を含んだ漆黒の双眸、思わせぶりな微笑。顔を背けることができず、せめてもの抵抗を表すために瞼を閉じる。シャフラムの姿が見えなくなるだけで、全身の力が抜けてしまいそうなほど安堵した。

　なのに、唇に何か柔らかな感触を感じて目を開ける。訳がわからずに瞬きをすると、至近距離から見下ろす男が言った。

「口づけには慣れているのか？　てっきり叫ばれると思ったが」

「く、口づけ？　これが……？　うそ、じゃあ今のは陛下の……やっ、うぅ……」

　あごをつかみ、細い喉をさらけ出すように顔を持ち上げられて呻くと、彼の指先が首筋を撫でていく。

「この際、細かいことはどうでもいい。サラ、夜伽をしろ。そうすれば今以上の名誉をくれてやる」

「な……何をおっしゃるのですか……!?」

　まさか本気で望まれると思っていなかった。

　ストレートな誘いに度肝を抜かれ、激しく動揺すると、その隙を逃すことなく、シャフラムはサラの手を取って続きの間へと歩き出す。

「いやっ、離してください。離して！」

　天蓋の天井から垂れる薄絹の向こうが、透けて見える。シャフラムは事もなげにそれをめくると、必死に抗うサラの身体を美しく整えられた寝台へと突き飛ばした。

　身体が柔らかく沈み、痛みはない。驚くほど肌触りのいいシーツは少し冷たくて、サラは自分が興奮していることに気がついた。

「サラ」

「ひっ」

　シャフラムは薄いヴェールを毟り取り、耳朶に噛みついた後、サラが止める間もなく舌を這わせてくる。聴覚そのものが濡れていくような感触に鳥肌が立ち、性的な刺激を嫌がって腕を突っぱねると、今度は胸をつかまれた。

「やだっ！　やめて！」

「小さいな」

「ひあ……んっ」

　敏感な突起の辺りを指で探られ、ぐらりと目の前が揺らぐ。そのまま顔を埋めて肌を貪ろうとする男に怯え、息が乱れた。

「こ、こんなの……いや！　お願い、こわいの、許して、お願いです……！」

「……駄目だ」

　シャフラムは無慈悲に告げて、ふるえる喉に食らいついてくる。薄い皮膚に感じた唇の温度は火傷しそうなほど熱く、サラは自分を襲う男がなぜか顔を歪めたことに気づかなかった。
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　胸の膨らみの下で結ばれたリボンを解き、夜着と言ってもおかしくないドレスを荒々しく乱される。大きな手が剥き出しになった脇腹や腰のラインを撫でまわし、一度下から上へ滑って胸をつつくと、臍の横をとおって太股まで下りていき、今度は淫らな動きで太股から足の付け根まで這い上がってきた。

　シャフラムは若い肌の感触を存分に味わうつもりなのか、サラが慌ててその手を押さえたところで意にも介さない。何度引き剥がそうとしても無駄だった。

「陛下……！」

「怖がるな。おとなしくしていれば乱暴にはしない」

　シャフラムは大きな手のひらで覆った乳房を、下から持ち上げるようにして揉みしだく。骨張った指が優しく食いこみ、万遍なく触れて緩急をつけて愛撫されると、薄桃色の突起が怪しく疼いた。

「く、うぅっ」

「ああ、小さくても感じるのか？　こんなふうに勃たせて……」

　耳元でささやきながら、つんと尖った乳首を摘み、指の腹で押し潰すようにしてこねられる。そのうちぬるっとした感触がして仰け反ると、濡れた音を立てられ、それが彼の舌の仕業だと知った。

「やっ……、いや！」

　シャフラムは小ぶりの胸に赤ん坊のように吸いつき、しこり勃った乳頭をぬろぬろとくすぐる。

　これまでろくに他人と触れ合う機会がなかったせいか、とにかく肌の感覚が敏感になっていて、サラは無意識に甘い声を上げながら、そのつど身体の奥で燻ぶる熱に驚き、戸惑い、平静を取り戻そうとした。

　でも、できない。できるはずがない。流されるものか、感じたりしないと、そんなふうに思えば思うほど、吐息が艶めかしさを増す。

　それに全身が少しずつ火照ってくる。最初は我慢していたのに、もう熱を出したときのように肩で息をするのが精一杯だ。

　泣きごとを吐こうにも、熱い吐息をこぼす唇を塞がれてしまう。すぐに舌を差しこまれ、まるで少ない空気をふたりで奪い合うような口づけが与えられた。

「んッ……やぁらっ、んっ、んぅっ……ふっ」

　いきなり貪られて、サラはがむしゃらに暴れる。けれど、シャフラムにとって何の妨害にもならなかった。必死に広い胸を押し返そうとする手が何もできないまま、頭上でひとくくりにされる。骨が軋むほど強く拘束されて呻くと、わずかに力が弱まった。

「暴れるなと言ったはずだ」

「っは、ぁ……そんなこ、んんっ……うう！」

　思わず開いた口の中を、彼の舌が容赦なく這い始める。シャフラムは歯列の裏や上顎を舐めて、強引に絡めとったサラの舌をしつこく吸ってはいやらしい音を奏でてみせた。

　彼のキスは激しくて、一瞬脳裏を掠めた淡い憧れが瞬く間に消えてしまう。口端から飲みきれない唾液が滴り落ち、やめてと縋るような思いで見つめても逃げられない。いつの間にか拘束を解かれたものの、サラはとろとろと伝う唾液を拭うことすらできずに蹂躙された。

　頭の中がぼうっとする。上手く息ができずに意識を飛ばしかけていると、シャフラムはようやく身体を離して、濡れた唇を舐めた。

「はあっ……、はぁ……けほっ……」

「大丈夫か？」

「ふ、はぁ……は……っ」

　ひどいと言い返す余裕もない。口を塞がれてからずっと、キスは深まるばかりでまともに呼吸ができなかったのだ。サラは酸素を求めて咳きこんでしまう。怖くて、苦しくて、熱くて、疼いて、もう何が何だかわからなかった。

「サラ」

　シャフラムはそんなサラの耳に息を吹きかけ、意地悪な舌でねっとりと耳殻を辿る。濡れた感触にふるえが走って身体を引き攣らせると、腰にまわっていた手が本格的に動き始めた。

　すでにシュミーズ・ドレスはお情け程度に身体に引っかかっているだけだ。シャフラムはまろやかなラインの身体を撫でてから、下穿きの中に手を入れてきた。

　骨張った指が汗でしっとりした薄い恥毛を掻き分ける。サラは信じがたいほどの羞恥と恐怖ですすり泣いたが、彼は同情などしてくれなかった。

　整った顔を不機嫌そうにしかめただけで、湿り気を帯びた下肢の布を剥ぎ取ってしまう。そして弱々しく首を振ることしかできないサラを無視すると、ほっそりとした脚を開かせ、露わになった秘部を見つめてきた。

　動悸が激しくなり、さっきまで弄られていた胸の頂きがふるりとふるえる。

「い、いや……」

　サラは蜂蜜のような金色の双眸に涙を浮かべて嗚咽した。

　それでもシャフラムは止まらない。ほんの少し濡れただけの割れ目を撫で上げ、わずかに膨らんだ花芯をつつく。ゆっくりとした指遣いで敏感な部分を擦られて喘ぐと、情欲を含んだ瞳を向けられた。

「ここ、ちゃんと触って欲しいんだろう？」

「やめっ……やっ、あ……あぁ……」

　身体の反応に気持ちが追いつかない。燃えるように熱い指先が肌を這い、艶めかしい唇で煽られ歯を立てられるたび、サラは自分が大きな獣に食い散らかされていく姿を想像してしゃくり上げた。

「ひっ……ぅ……う、え……っ、ふ……」

　みっともないと思うのに、駄目だ。太陽神の巫女ともあろう者が醜態をさらしてしまう。だけど、もう限界だ。ぽろぽろと涙が落ちていく。

「やぁ……っ、こんな……の、いや。助けて。神さま……」

　少しずつ高まる欲が恐ろしい。熱い舌で耳の中を濡らされ、ゾクリとして首をすくめる。今まで知らなかった快感が走り抜け、サラはどうしようもなく怯えた。

　逃れたくてもシャフラムの身体で囲うように組み敷かれ、まったく隙がない。体格差がありすぎて、サラの抵抗は子猫がじゃれているぐらいにしか思われていなかった。

　成熟した体躯の下、もがいても、もがいても抜け出せずに翻弄される。

「腰を引くな。すべて私に任せていればいい」

「ひ、あ……あっ、あっ」

　日に焼けない皮膚をなぞる舌と、下肢の窪みを刺激する指はますます大胆になっていった。

　汗の浮かんだ首筋に歯を立てて、狂おしいほど胸を揉まれる。その一方で、初々しい色の花芯を愛撫する指先は驚くほど優しく、言葉にできないくらい淫らに動いた。

「はあっ、あ、……や、いやあっ……！」

「サラ……大丈夫、大丈夫だ。……そう、そのまま脚を開いていろ」

　乱暴にされたくなくておそるおそる従うと、シャフラムは未成熟な花びらをそっと撫でていく。

「ひゃあ……！」

「怖がらなくていい。おまえにはまだ刺激が強いのかもしれないが、慣れてくると中のほうが感じるようになる。わかるか？　ここを、この奥を、私に弄られなければ物足りない身体になるんだ」

「そんなっ……の、うそ。も、やめてください……触っちゃ、やぁ……っ！」

　色事と無縁だったサラは、こんなふうに下肢を愛撫されるのも初めてだ。恐ろしいのにじわじわと甘い感覚に蝕まれ、ただただ困惑する。シャフラムは指で粘ついた蜜をすくうと、慎ましく閉じている肉びらを左右に広げ、ぬかるんだ粘膜をその形に沿って撫で上げた。

「うあっ……く……んんぅっ！」

　自分が今、何をされているのか考えるとめまいがする。いやらしく肉溝をなぞる指は、割れ目の上でぷっくりと膨らんだ突起にも指腹を押し当ててきた。

　そこをしばらく弄ってから、いきなり鞘をぬるっと剥かれ、きつい肉孔までもがヒクヒクする。

「ひんっ、あっ、ひっ、いッ」

　唇や胸より快感が鋭いせいで、ごつごつした指が這い、淫らな刺激を与えられると否応なく感じてしまう。汗ばんだ太股が引き攣り、だるい腰が甘く痺れて息が弾む。奥のほうから、甘酸っぱい香りの蜜がこぼれ落ちていくのがわかった。

「他愛ないな、もうこんなにあふれ出させているのか？」

　シャフラムは、恥悦にふるえるサラにいちいち尋ねて羞恥を煽る。腹の奥では正体不明の熱が燻ぶっていた。

「そのまま力を抜いていろ、悪いようにはしない」

「いっ……？　あ、あ！　うっ、やめ……っ！」

　嫌がってわめいても愛液で濡れた指が膣内に押し入ってくる。それは粘膜を擦りながら強引に侵入を果たし、狭い穴の感触を確かめるようにくるりと回転した。

「やぁっ……いたっ……ぃッ」

「ああ、指一本でいっぱいか。随分と手がかかる」

「ひぅっ！」

　激しい異物感に苦しめられる。サラはシャフラムの上着をきつく握りしめ、何度もいやいやと首を振る。でも。

「まったく……、処女はいろいろと面倒だ」

「いあぁッ！」

　狭隘な道を押し開くように指を抜き差しされて、全身がこわばる。腹の内側から響くような痛みに泣いても、シャフラムはその動きを止めるどころか、少しずつ内壁を擦り上げるスピードを上げてきた。

「や、いやっ、ぅ……やぁ……、ぐす……ひっく……ふっ、ふぇ……っ」

「力むな。そのうち馴染む」

　彼は面倒臭そうに言って指を二本に増やし、涙ぐんでいるサラの額に口づけを落とす。言葉も態度も冷たいのに、その仕種だけは優しさに満ちていて、サラは混乱した。

「いっ……つ、うぅ……痛いの、にぃ……」

「わかっている。だからこうして拡げてやっているだろうが」

　シャフラムは割れ目の奥に強引に押しこんだ指を、ついにヌチュヌチュと激しく出し入れし始める。

「ひッ、ぁ、あ、あぁっ！」

　窮屈な膣内を無理やり弄られ、内股がじっとりと汗を掻く。犯されることを悟った身体が自分を傷つけまいとして濡れなければ、きっともっと苦しかっただろう。しかしシャフラムは、かまうことなくサラの太股の後ろに膝を入れて腰を上げさせた。

　これでは全部、丸見えだ。

「いやっ、なに……？」

　恥ずかしい恰好を取らされて怯えた声を出すと、シャフラムは答える代わりに自分の膨張した肉茎を下衣の奥から引きずり出した。

「ど……して、そのようなもの……」

「今からこれをおまえの中に入れる」

「いれ……？　ま……まさか、ここに……？　できません……っ、むり、無理です！」

「今さら逃がすものか」

　落ち着いた口ぶりとは裏腹の、彼の劣情の大きさに驚愕し、血の気が引いていく。

「いやっ……いやあぁっ！」

「うるさい。ほら、力を抜け」

　シャフラムは雄々しく昂った性器をつかみ、蜜をたたえた秘処に強くあてがった。

「──ひっ、ぃぐ……っ」

　初々しい花びらが、硬い雄の圧力に負けて歪む。けれどその先の小さな肉孔は、初めての経験に怯えて異物の侵入を拒み、サラもまた本能的な恐怖感から全身で拒絶した。

　あんなに大きなものが、入るはずがない。

　いや。やめて。こわい──！

「あ、あ、やだっ、ひっ……はいらなっ、はい……ら……ない、ぃ！」

「っ、暴れるな……！」

　凶悪な亀頭がまだ幼い割れ目を強引にこじ開けて、ぬかるみの中に沈んでいく。

「いやあぁ……ッ」

　ぐっと体重をかけられ、想像を絶する痛みで息が詰まった。

　サラは繊細な絹のシーツに荒々しく爪を立てると、きつい蜜孔の中に入りこんだ異物を押し出そうと締めつける。引き攣ったような悲鳴が喉をふるわせ、全身に冷たい脂汗が浮かんだ。

　繋がったところからの、焼け爛れてしまいそうな熱と痛みで気が遠くなる。なのに、シャフラムには途中で止めようとする気配がない。

「……は……、狭いな。さすがに一気に入っていかないか。サラ、力を抜け」

「い、あぁっ……うぐぅっ……ふっ、ぅ……っ」

　まだ半分だ、と無慈悲に呟く声がする。腰を押さえつける手に力がこもり、強く引き寄せられた。同時に、狭すぎる膣壁を引き裂くように弾みをつけて奥まで犯され、ぶつ、と腹の中で肉が千切れるような衝撃を感じた。 

「かはっ……！　はっ、ぁ……ンうぅっ……！」 

　何度も繰り返し指で撫でられた引っかかりを、彼のもので突き破られたのだ。目的を果たしたシャフラムがゆっくりと腰を引くと、破瓜の血が肉竿を伝い、頼りなくふるえる太股に流れ落ちて、白いシーツやシュミーズ・ドレスまで汚してしまった。

「どうだ、純潔の喪失など呆気ないものだろう」

「ふぇ……っ、うぅ……んっ……ぅ……」

「……最後まで付き合ってもらうぞ」

　そう言って、シャフラムは技巧も何もなくただ絡みつく襞の感触を味わい、わずかに腰を引いてはまた、すぐに押し入ってくる。サラは容赦ない律動に呻き、全身をこわばらせたが、シャフラムは処女地らしいきつい締めつけを強引に越えて、掻き乱した。

「ひっ、あっ……あぅっ！　いやっ、ア、ぁっ、いた……い、いたぁい……ッ！」

　勢いをつけた腰の動きは大きく大胆になり、狭い蜜路をこれでもかと蹂躙する。肉棒を咥えこんだ秘唇は痛々しいほどに拡がって、膣内に溜まっていた愛液が押し出されると処女を奪われた証と共につぅっと垂れ落ちてきた。

　太いものを無理やり根元まで含まされ、先端の硬い部分が行き止りにぶつかると、腹の奥を思いっきり殴られたような痛みを感じる。さらに腰を揺らされてシャフラムの肉棒があちらこちらを掠め、サラは咽び泣いた。

「あっ……はっ、は……も、やぁっ！　いたいの……っ、もう、やめてぇ……」

　膨らんだ亀頭が子宮口にあたるたび強い衝撃が走り、涙があふれる。

「サラ、おまえは今、王に抱かれているんだ。普通ならこの上ない名誉だというのに泣くばかりで、この私ですら下賤の男扱いか？」

「ひぃ……ッ」

　シャフラムの唇が意地悪く歪み、そのままぐっと突き上げられた。

「ひどくされたくなければ拒むな。あと少し我慢して、可愛らしく縋って喘いでいればいい」

　サラは、ただもう必死で自分を汚す男にしがみつく。腕がまわりきらないほど広い背中だ。シャフラムはそんなサラの中を、グチュグチュと粘つく交接音を立てながら犯し、もっと密着するように細い腰を抱え直した。

　そのうち涙粒の引っかかる睫毛に彼の唇が触れて、啄ばむように熱い雫を吸い取っていく。それからシャフラムは、サラを抱きすくめたまま柔らかく口づけてきた。

　しかし、中を突かれた衝撃で唇が開くと、すかさず舌を絡め取られる。

「んんっ……ン、や……」

　苦しそうな声が洩れて、唾液の絡み合う音に重なった。

　シャフラムは熱っぽい口腔を弄りながら太腿を撫でまわし、キスの合間に恥も外聞もなくしゃくり上げる少女の膣内を堪能する。浅く深く絶え間なく、入れては抜くという動きを繰り返すごとに、そこが少しずつシャフラムの形に馴染んでいくのがわかった。

「終わらせるぞ」

「は……ぁっ、ぅ……」

　おねがい、やめて、と途切れ途切れに哀願する声がやっと届いたのか、シャフラムは艶めかしく濡れた吐息をこぼす。

　──嬉しかった。

　終わりと言うのだから、あと少し我慢すれば解放してもらえるのだ。

　早く終わって。痛いの。抜いて。早く、早く、早く。

　しかしサラが抵抗せずに身を任せていると、張りのある先端がまた無理やり到達した子宮の入り口をノックする。腹の中で何かがごりっとひしゃげ、自然と背中が仰け反った。

「あっ、くうぅ……っ！」

　最奥を弄られると痛みがひどくなる。シャフラムもそれに気づいているはずなのに、淫らなストロークで同じところを繰り返し穿たれ、涙混じりの悲鳴が止まらない。

（どうして。どうしてこんな痛いこと、するの？）

　嫌がって泣くと、大きな手がそろりと臍の下を撫でていく。

「孕めるように、一番奥で射精してやる。全部ここで受けとめろ」

「な、ぁ……に……？」

　言葉の意味が理解できずに、サラは自分を組み敷く男をぼんやりと見上げた。

「……子供の作り方も知らないのか」

　ため息と共に苦々しく呟かれ、子供？　と、焦点の合わない目を彷徨わせる。砕けそうな理性の下で、金の双眸が不安げに揺れた。

（わた……し、こどもができるようなこと……して、る……？）

「いい、わからないなら私が教えてやる。おまえの腹の中にたっぷり子種を吐き出してやるから、すべてここで上手に飲んでみせるんだ。簡単だろう？　サラ」

「は……ぅ、あ、ぁっ……」

　シャフラムはそう言うが、サラは巫女だ。彼と王妃の幸福を祈っていた、巫女なのだ。たとえ純潔を失っても、そんな恥知らずなことができるはずがない。

　なのに。

「っ、いあぁっ……!?」

　太い肉杭が遠慮なしに蜜孔の奥を叩き、一瞬息が詰まって舌が喘ぐ。内側から生まれる痛みと熱のせいで、ただでさえ狭い膣洞がぎゅううぅっと収縮した。

「イクぞ。おまえの中に、子宮にっ、たっぷり出してやる……っ」

「だ……ぁめっ……！　だ、出しちゃ、……っ」

　苦しさをこらえながら、サラは必死にもがく。

「やっ、こども……いやっ、わたし……ぁっ、あ、だめぇ……！」

　知らなかったのだ。こんなふうに子供を作るだなんて。

　サラを俗世から遠ざけた者たちは、男女の営みについて何も教えてくれなかった。

「おねがい、やめ、て、いやあぁっ」

　何度も懇願したのに、サラの言葉は届かない。シャフラムは抵抗など無意味だと言わんばかりに頼りない腰を押さえつけ、一気に最奥まで埋め尽くす。そして突然激しい動きが止むと、腹の奥からドクッドクッという力強い脈動が伝わってきた。

「く……っ、は……」

「や、なひっ……!?　あ、あっ……熱いの、びゅくって……いっぱ……ぃ、やら、や、あ、あ、ぁっ……！」

　何度も突かれてうっすらほころんだ子宮口に、亀頭を咥えこませるようにして射精される。ドロリとして濃厚な精液を直接子宮に注がれる感触は、あまりにも衝撃的で、生々しい。

「はぁ……っ、ふっ……おく、奥に入っ……る、あっ、あんっ」

　初めての中出しにすくみ上がったサラは、肉棒の脈動と流れこんでくる飛沫の熱さに怯えてシーツを蹴飛ばし、自分に覆い被さる男の下で身悶えた。

「ふ……、わかるか。ほら……おまえの中がヒクヒク蠢いて、私から最後の一滴まで搾り取ろうとしている」

　シャフラムの艶めかしい吐息が耳にかかり、そこを熱い舌でねぶられる。反射的に悲鳴をあげると、ぬかるんだ蜜壺をまた強く穿たれた。

「ひっ……も、突かなっ……で、ぁ、ア、はぁっ」

「締めつけて離さないのはおまえだろう？」

「んふっ……ぅ、ふぇ……っ、んっ」

　内側からヌルヌルになって滑りはよくなったが、下半身を刃物で刺されたような痛みはまだ消えていない。シャフラムがこわばった身体をほぐそうと胸を揉み、尖った肉芽をこねても、貪欲に膣奥まで入りこんだものの印象が強すぎて、少しも楽にならなかった。

　みっともないくらいぼろぼろと涙がこぼれてくる。

「……そんなに泣くな。目が溶ける」

　何を思ったのか、シャフラムはサラの睫毛に引っかかった涙を舐め取っていく。だが、彼が身じろぐたびに、たっぷりと注がれた精液が膣内で撹拌されてあふれてしまう。

　それは破瓜の血と混じり合い、ピンク色に薄まって内腿やシーツに色をつける。恥ずかしくて、情けなくて、サラの口からはすすり泣きが洩れた。

　シャフラムの手前、どうにか嗚咽を殺そうと唇を噛んでも、今度はその口を無理やり開かされる。あごをつかみ、やめてと言うつもりだった唇を柔らかく塞がれると、また上手く息ができずに意識が飛びかけた。

「私好みのキスくらいは覚えてもらうぞ」

「はぁ……ふ、ンンッ、んぅっ」

　ほんの少しだけ離れてささやかれ、すぐに深い口づけを与えられる。濡れた舌先が口腔を我が物顔で這いまわり、奥のほうで縮こまっている舌を甘噛みされた。

　あとはもう、ほとんど彼のなすがままになりながら、サラは涙でぼやける金の瞳を閉じる。これが悪い夢なら早く醒めて欲しかった。










第二章　祝福と呪い






　眠りはだいぶ浅い。目蓋の裏で優しく揺れる光を意識しながら、それでもまだ目覚めたくなくて、サラは目をつむったまま寝返りを打つ。指先ひとつ動かすのもおっくうで、異様に身体が重いことも気になった。

　考えたくないのに、原因はわかっている。サラは国王に会うため、郊外の離宮へと連れて来られた。そこで犯され、目覚めたらまた同じようにひどいことを──。

（わたしが気に入らないから……したの？　巫女として劣っていると気づいたから……、あれは罰？）

　恐怖と羞恥に満ちた行為など、忘れてしまいたい。

　そう思いながらおそるおそる目を開けて、何度も瞬きをする。気だるい身体を起こすと人がいないことを確かめ、ひどく心細い気持ちで周囲を見まわした。

「ここは……？」

　一度目覚めたときとは違う部屋にいるようだ。

　乳白色の空間には趣味の良い絨毯が敷いてあり、寝台と真鍮製のアンティークテーブルや長椅子の他にはいくつかの家具と装飾品しかない。しかし、どれも一目で高級品だとわかる。贅が凝らされているのに派手ではなく、気品があって、サラ好みの落ち着いた内装だった。

　少しだけ痛む身体を気遣いながら、深呼吸をする。意識を失う瞬間まで絡みついていた男の腕や、この身に起きた出来事を思い出すと、知らず知らず表情が翳った。

　純潔を奪われたばかりか、それを思い知らせるようにまた弄ばれて、ふたたび奈落の底へ突き落とされたのだ。サラの巫女としての矜持を粉々に砕き、帰る場所を取り上げ、彼の気は済んだのだろうか。シャフラムの考えが読めない。

「サラさま、お目覚めになられましたか？」

　しばらく考えこんでいると、小さなノック音がして扉が開く。薄く透ける布の向こうから、穏やかな声が聞こえてきた。

　風呂の世話をしてくれた侍女だ。わざわざ様子を見に来てくれたらしい。サマンと名乗った女は、起き上がっているサラをもう一度寝台に横たわらせて、用意してあったタオルを水に浸して絞ると、汗ばんだ額の上にそっと置いた。

　冷たい感触が気持ちいい。しかし、次に違う声で「起きたのか？」と尋ねられ、サラは驚いて飛び起きる。タオルはどこかに飛んでいってしまった。

「来ないで！」

「ここはもういい。下がれ」

　シャフラムは静かに紗のカーテンをめくり上げると、サラの懇願などあっさり無視して侍女を下がらせる。サマンも心得たもので、主人の邪魔をしないよう優美に一礼してから去って行った。

「近づかないでください！」

　ふたりきりになり、生々しい凌辱の記憶が蘇ってくる。サラは怯える気持ちを奮い立たせてシャフラムを睨みつけた。

「三日も寝こむとは思っていなかったが、熱は引いたようだな」

「え……？　三日……？」

「少し無理をさせたから、そのせいだろう」

「……っ、ひどいわ！　国王だからと、何をしてもいいと思ってらっしゃるの……！」

「大声を出すな。喉を痛める。そもそもおまえが今まで大神殿の巫女でいられたのは、私の子を産むためだ。下手に貴族の養女になどさせていたら、後々さらに面倒なことになっていた。十年も静かに暮らさせてやったのだから、罵倒されるいわれはない」

「意味がわかりませんっ」

　陛下の御子を産む？　貴族の養女？　暮らさせてやった？

　サラは硬い声で反論した。

「わたしをからかっているのですか？　だとしたら悪質です。あんなこと……やめてと何度も言ったのに……」

「王統を絶やさぬためでなければ、誰がおまえのような子供に好き好んで手を出すものか」

「なっ……」

　忌々しげに返されて、身体ばかりか心も傷つけられる。薄い夜着の下には、きっとまだ赤い痕が痛々しいまでに残っているのに、シャフラムは優しい言葉ひとつかけるつもりもないようだ。彼はうんざりした様子を隠そうともしなかった。

　サラは痛みに耐えるように胸を押さえる。ともすれば涙が滲みそうになるのを、奥歯を噛んでぐっとこらえた。

　汚されたばかりか、帰る場所まで失ったのに。きちんと理由を説明してもらわなければ納得なんてできない。

　それに、過去に巫女が還俗して婚姻を結んだ例はあったが、サラは太陽神の巫女として最上位にいる。神の色と言われる金の髪と目を持つ、神の娘でもあった。遊び相手に向かないことは、シャフラムも十分理解していたはずだ。

　不機嫌そうな彼の真意を推し量るように、慎重に尋ねた。

「王統を絶やさぬためとはどういう意味ですか。ご自分の意思ではないの……？」

「私はこの国の王だ。祖先がそうしてきたように民を守り、国を富ませ、次代へと繋ぐ義務がある。そのために存在するといっても過言ではない」

「……それがわたしとどう関係するのですか」

　かつて、今にも死に絶えそうだった人々を救い、アステュアを不毛の大地から豊穣の地として蘇らせたのは、初代王妃となった神の娘だ。その末裔である彼には王としての責任がある。でも、それがなぜ自分を辱めることに繋がるのだろう。

　まして二度も凌辱したあげく、冷たい態度で接している相手に子供を望むのはおかしい。シャフラムは美しい妃や愛妾を何人も持っているのだから、よりによってサラなど抱く必要はないはずだ。

　シャフラムは混乱しているサラをじっと見つめて、嘆息した。

「私は生まれながらに女神アティハーナから特別な祝福を受けている。ただし、子は、同じく神に愛された特別な娘からしか生まれないという呪いも受けた」

「呪い？」

　突然の告白に驚き、サラは眉をひそめる。そんな話は初耳だ。立場上、国の中枢にいる者たちと関わることもあったが、誰も負の側面について触れなかった。

「予言したのはファルナーズ叔母上だ。彼女はその一生でただの一度も未来を違えたことがない。だからこそ事情を知る者は憂いた。おかげで少しでも条件に適う女ばかりあてがわれ、特に身分の高い者はそのまま後宮に入れる羽目になった」

「……本当なのですか？」

「ああ。女神の寵愛が深いとかで、そのお眼鏡に適う女でなければ子は授からないという。何の冗談かと思ったが、叔母上の言葉どおり、私には未だに子供がいない」

　淡々と告げられる話に、サラは激しく動揺する。ファルナーズ王女の名前まで出てきて、嫌な予感がした。

　なかなか子をなさない王妃が、誰のそしりを受けることなくその座に収まっていられるのは、一国の姫というだけでなく、後に娶った妾妃の誰もが王の子供を授かっていないからだ。シャフラムはそれをいいことに、女遊びをしているのだと思っていた。

（でも、本当は違うの？　運命の女性を捜していただけ？）

　──そういえば、使者どのは陛下の女癖を悪くおっしゃったことがなかった……。

　顔見知りの五の大臣は、極めて公正な人物だ。彼がシャフラムの女性問題となると言葉を濁していたのは、こういった事情があるからなのだろうか。

「これまで必然的に女神の好む色……黒だの蒼だの紫紺だの、そういう色を持つ者とばかり関係を持ってきた。一時期、何らかの力があるという意味では月の巫女が相応しいのではと考えて、試しに何人か相手をさせたが、結果は芳しくない。候補者を絞ろうにも、範囲が広すぎて絞り切れていないのが現状だ」

「わたしのような扱いを受けた者が他にもいたのですか？」

「全員、同意の上だ。そいつらは喜んで我が身を差し出したぞ。もちろん、巫女はきちんと還俗させている。最後まで抵抗したのはおまえだけだ」

　サラはまるで雷に打たれたように硬直した。

　頭の中で警戒音がけたたましく鳴り響く。これ以上聞いてはいけない。絶対に面倒なことに巻き込まれる。

　けれど、シャフラムの有無を言わせぬ瞳に射抜かれて、目を逸らすことも、耳を塞ぐこともできなかった。

「女神の認める娘などという条件はすでに形骸化している。貴族共にとっては、自分の娘を国母にする絶好のチャンスだ。一応それらしければ、あれこれと理由をつけて推薦してくるほどだ。……もう気づいているだろう、サラ。現王家の始祖とされる太陽神の末姫は金の髪と瞳の持ち主で、天上よりこの地に降る際、月の女神からも力を与えられたという。幼子でも知っている有名な建国神話だ。そういう意味では、おまえも候補者に入る」

「いいえ！　わたしは無関係です」

「諦めろ。十年前おまえの存在が明るみになったとき、先王や重臣たちはひとまずおまえを保護し、時が来たら私にあてがうことで意見が一致した。ただでさえ二大神の加護を持つ娘などめったに生まれないのに、ファルナーズ叔母上がご自分の後継者として、いずれ現れる神の娘──おまえを立派に教育するように言い残した遺言が決め手になった」

「え……？」

「当然だろう。聖女とも呼ばれた方が目をつけた子供だ。そもそも歴代の神の娘には王の子をなした者が多い。改めて言うまでもなく、その血が混じることを嫌う者はいない。口にこそ出さないが、王宮ではおまえを正妃にと願う者も存在するほどだ」

「あり得ないわ！」

「同感だ」

　シャフラムは、その端正な相貌を歪めた。

「いいか、サラ。きっかけはどうであれ、おまえは私のものとなるために育てられた。いくら否定しようと、それは事実だ。おまえをここに連れて来たのもそのためだ」

　サラは、蒼ざめる。彼の言ったことが本当なら……、本当なら？

　確かにサラは最上級の教育を受け、礼儀作法を身につけ、国内外の情勢にも明るい。でもそれは、要人と関わる機会が多いから学ばされたのだと信じていた。

　急に、王に仕えることになっても恥ずかしくないようにするためだという、もうひとつの思惑を聞かされて、戸惑わないはずがない。

「私個人は必ずしも予言を信じてはいないが、長年その恩恵に預かってきた年寄りの重臣共はそうもいかない。歴史ある国の存亡もかかっている。だから十年前、辺境の村に太陽神の愛し子がいるという噂が王宮まで届いたとき、調査団を送り神殿から迎えをやることになった。叔母上はすでに亡くなっておられたが、今のおまえを見ればわかる。大神殿の老巫女たちは指示に従い、上手くやってくれたようだな」

「あ……」

　厳しくも温かな人々の顔を思い出し、開きかけた唇を引き結ぶ。きっかけが何であろうと、誰の思惑であろうと、サラを育ててくれたのは彼女たちだ。ギュッと手元のシーツを握りしめれば、シャフラムは幾分か和らいだ声で言った。

「長老格の巫女たちは、叔母上の良き理解者だったと聞く。当時の侍女は女官長になっているそうだ。彼女たちに随分と大切にされていたのだろう。おまえに初潮がきたらこちらに引き渡すように打診していたが、彼女たちは少なくとも正妃以外の女に暇を出してからだ、正式な妃として後宮へ迎え入れろと言い張ってきかなかった。世話をしているうちに情が湧いたのかもしれない」

　とんでもない裏事情を聞かされてめまいがする。まともにシャフラムの顔が見られない。だが、サラはどうしても気になることをぽつりと呟いていた。

「……わたしは巫女としてとても未熟で、でも、お荷物ではなかった……？」

「太陽神の巫女たる彼女たちにとっても、おまえの血を残すなら相手は王家の者以外に考えられなかったのだろう。ただ差し出すためだけに世話をしていたのなら、おまえが子を産めるようになったのに先延ばししようとは思わないはずだ。せめてより良い環境でという親心じゃないのか。……現に、私のもとには大神殿から内々にこたびのことを糾弾する文が届いている」

「申し訳ありません……！」

　シャフラムの話が事実なら、大神殿の対応はまずい。今まで彼が強引な手段に出なかっただけで、過去の王命を破ったのは老巫女たちのほうが先になる。サラは、そこにもまた自分の意思が微塵も存在しないことに茫然としながら、うつむいた。

　当事者なのに最初から蚊帳の外に置かれている。大事にされていることは疑わないが、サラの前には元々選択肢などないのだ。彼女が歩むべき道は、周囲によって決めたられたものがひとつだけしかない。

　誰も彼もが、それを当たり前だと思って勝手に話を進めてしまう。

「謝罪は必要ない。ただ、おまえがある程度成長するまでに、いずれかの妃との間に子ができる可能性を捨てずに見逃してきたが、そうも言っていられなくなった。サラ、おまえには私の子を産んでもらうぞ」

「陛下……!?」

「既成事実さえあれば、少なくとも大神殿に返す必要はないからな。離宮に連れて来たのもうるさい連中の目を避けるためだ。王宮へ連れて行けば、すぐにでも後宮に入れて正妃にと推す者も現れるだろうが、ここに隠しておけばいかようにでも手が打てる」

「待って、待ってください。わたしはもう抱かれたりしません……！　あなたの妻にだってならないわ！」

　サラは必死になって叫んだ。みっともなく声が上擦ってしまったが、王妃のことを考えるといたたまれない気持ちになった。

　サラは、この国の誰よりも国王夫妻の幸せを願ってきたのだ。そこに割って入るような真似だけはしたくない。もし自分がふたりの間に亀裂を入れてしまったら、今まで何のために祈りを捧げてきたのかわからなくなってしまう。

　巫女として過ごした十年を全否定されるようで怖かった。

　そもそも苦痛と羞恥に満ちた行為そのものが恐ろしいのだ。サラは物語のような清純な恋に憧れていたから、心が通わないまま一方的に犯され、望まない子を孕まされるなど悪夢としか思えない。そのくせ彼の愛撫で中途半端に昂ってしまう身体の反応が信じられず、まるで今まで裏に隠れていた本性を暴かれていくようで辛かった。

　そんなサラをどう思ったのか、シャフラムはまた皮肉そうな顔をする。

「もとよりおまえを妃にするつもりなどない。太陽神の愛し子が、月の女神の加護を受ける王に『降嫁』するようなことになれば、いろいろと面倒だ。私は後継ぎさえできればそれでいい」

「後継ぎさえ……？」

「ああ」

　事もなげに言われ、サラはふるえながら尋ねた。

「もし……もし御子ができたら、その子はどうなるのですか？」

「今なら正妃の子と偽って育てることができる」

「今なら？」

「神殿を離れ、頼りになる家もないということは、上流貴族であれば誰でもおまえの後ろ盾になれるということだ。私はそれを望まない。その代わり、ここでひっそりと子供さえ産めば、神殿に戻ることは無理でも、ある程度の自由を与えてやることはできる」

「！」

　シャフラムの言葉は、子を産むことだけがおまえの存在意義だと言っているようなものだ。結局は使い捨てにされるのだと思うと、心が冷えて、今度は怒りで身体がふるえた。

　自分が女神の認める娘だとまだ決まったわけではないのに、限られた自由と引き換えに身体を差し出すことなどできない。いつかきっと心が耐えられなくなる。それに、彼は王妃を愛しているのだ。秘密裏に事を進めるのも彼女の地位を盤石にするためで、サラは自分が腹を貸すこと以外に何も求められていないことは、二度の性行為で理解させられていた。

　巫女としてずっと真摯に彼らの幸せを願ってきたのに、理不尽な要求を突きつけられ、上手く息ができないほど悔しい。シャフラムは、なかなか首を縦に振らないサラに揺さぶりをかけてきた。

「贅沢な暮らしをさせてやる。苦痛は与えず、抱かれることが悦びと感じられる身体にもしてやろう。私と交わり、子を孕め。おまえに私の願いが叶えられなければもうどうにもならない」

「あなたはっ、わたしに交換条件で身売りしろとおっしゃっているのをわかっているのですか？」

「もともと籠の鳥だろうに。何が不満だ？」

「……！」

　サラはまた叫び出したい気持ちを必死でこらえた。

　彼の提示する贅沢や快楽がおおよそ一般的なものではないことくらいサラにも想像がつく。それを喜ぶ女たちも多いのだろう。自分がそうではないだけで。

「一国の王に求められ、次代の王を産むチャンスが与えられる。後宮には喜々として腰を振る女ばかりだが、おまえがそうでないことはこの数日でわかったつもりだ。だが、自由が手に入ること以上の代価は思いつかない。てっきり広い世界に憧れていると思ったが？」

「普通に外を出歩くことには憧れます。でも……」

「ならば、おとなしくここに留まり、脚を開け。私は他に何も望まない」

「陛下……！」

　シャフラムは本当にその選択が正しいと思っているのだろうか。

　サラはキュッと唇を噛む。

　確かに、国王としては、神殿から巫女を奪ってでもわずかな可能性に縋ることは間違っていないのかもしれない。サラが彼に相応しくあるように育てられたのなら、なおさらだ。

　十年。その間に、たくさんの女を抱いて試したのだろう。それでも駄目で仕方なく望まれたこともわかった。

　そんな大きな期待をかけられても、サラには背負いきれないのに。

　何より王妃を裏切るようで嫌だ。初恋を知らないサラにとって、国王夫妻の結婚は憧れの的だったし、いつか自分もあんなふうに誰かと結ばれたい、愛し愛されて幸せに暮らしたいという夢だって見ていた。

　叶わない望みだと思いながらも、神殿を訪れる五の大臣にしつこくふたりの近況を聞きたいとねだり、密かに胸をときめかせていたのに、手酷く傷つけられて悲しい。愛のない行為がこんなに虚しいものだなんて、知りたくなかった。

　異性の前で肌をさらすのも恥ずかしく、大きな手で触れられるのが怖い。全部我慢して役目を果たせば自由になれるそうだが、どうせ護衛という名の監視付きの生活が待っている。巫女の資格を失くしたところで、目立つ容姿は変わらないからだ。

　そこにもし王太子の実母などという事実が加われば、たとえ表沙汰にはならなくても平穏な人生は望めない。産んでしまえば最後、我が子とも引き離され、腕に抱くどころか、二度と会わせてもらえないだろう。

（……どうしてこんな目に遭わなければならないの？）

　ほんの少し人と違うだけで、できることよりできないことのほうが多かった。

　どんなに敬われていても、大事にされていても、サラのささやかな抵抗や望みは大多数の人にとってのわがままなのだ。結局、相手の願いを聞き入れるしかない。もはや、大神殿での穏やかな毎日さえも、失ってしまったのだから。

（わたしは……陛下の気が済むまでここで慰み者にされるだけなの……？）

　まだこれからのことを何もかも諦めたくはないが、王はきっと自分の望みどおりにサラを扱うだろう。

　うつむいたまま黙りこんでいると、それを承諾したものと解釈したらしい。話を終えたシャフラムは、サラにひとことも声をかけることなく出て行った。
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　王都の端にある離宮に連れて来られ、一週間が経った。

　もともと身分の低い者はここで囲うことにしていたのか、王が毎晩王宮を抜け出してきても不審に思う者はいないようだ。シャフラムはサラに与えた寝室で一緒に眠ったが、先日のやり取りが嘘のように口づけひとつ強要してこなかった。

　そして、朝になると彼の姿はない。慣れない行為のせいでサラが熱を出したため、しばらく様子を見ることにしたようだ。今までの女たちは、暇さえあれば浴びるような寵愛を受けたというから、自分は特別であるらしい。

　ただその話には余談があって、どんな美女でも三ヶ月を過ぎて懐妊の兆しがないと徐々に距離を置かれ、特に家格の高い者を妾妃として取り立てる以外、功績のあった家臣に下げ渡されるそうだ。

　サラにはいまいち理解できない慣習だが、一時でも国王の寵を得た女を下賜されるのはとても名誉なことらしく、女のほうも嫁ぎ先で大切にされるため、人によっては後宮での暮らしより幸せだと感じるのかもしれない。

　そのうちの何人かは、婚家で子宝に恵まれたと聞けば、なおのこと悪い話ではないのだろう。

　逆に王と関係を持った女たちがことごとく懐妊しないのは、シャフラムのほうに種がないからなのではないかと疑う者がいないのは、ファルナーズ王女の予言により世継ぎはいずれ確実に生まれると信じられているからだ。どの女の腹からなのかがわからないだけで、女神アティハーナは彼に相応しい女を与えるだろうとささやかれていた。

　侍女たちは、それがサラだという。

　キラキラした瞳で、サラさまならきっと陛下のご寵姫になられます、もちろんお妃さまにだって！　と応援されて、どっと疲れを感じた。

　神殿の幼い侍女も夢見がちだったが、自分から何もかも取り上げようとする男の愛妾になんて、なりたくない。たとえ叶わぬ夢だろうと、サラにだって理想がある。相思相愛の相手でなければ、心はもちろん身体の自由だって預けたくなかった。

　そもそもシャフラムは王妃を愛しているのだ。彼女のためにこうして秘密裏に動いているのだから、その気持ちは本物だろう。

　羨ましい、とサラは思う。

　そんなふうに想いを交わす人がいるなんて──。

（わたしには一生無理ね）

　何だか寂しい気持ちで、うたた寝していた長椅子から身を起こすと、その拍子にずるりと上着が滑り落ちた。

「陛下のもの……。いついらっしゃったのかしら……？」

　拾い上げた男物の上着は随分と大きい。見覚えはなかったが、サラの寝室に出入りできる男はシャフラムだけなので、きっと彼のものだ。昼間と違い、朝晩の気温はぐっと下がるから、部屋着のシュミーズ・ドレス一枚でいたサラを気遣ってくれたのだろう。

「よくわからない方……」

　紫色の上着をたたみ、ぽつりと本音を漏らす。シャフラムは身勝手で冷たい男かと思うと、そうでもない。ふと気づけばこうして親切にしてくれる。

　離宮の侍女だってサラのために新しく選んだ者ばかり。与えられた部屋もここでは二番目に広く、景色が良い。壁紙も家具も優しい色合いでまとめ、用意された衣服はすべて最上級の絹織物。装飾品の類も繊細な作りで美しく、身につけるのが怖いほどだ。

　食事のレパートリーだって豊富だし、蜂蜜入りの花茶とデザートの果物は欠かさずに出てくる。冷たいお菓子が好きだと言えば、すぐに貴重な氷を削ったシャーベットが運ばれてきた。

　一方的な約束だったが、王はそれを守るつもりのようだ。

　シャフラムの印象は、未だ定まらないまま時間ばかりが過ぎていく。

　若い侍女などは気を揉んでいるようだが、サラは王の寵愛など欲しくない。もし本当に子供ができたら、王妃が苦しむ。いくら彼女が素晴らしい人であろうと、自分の夫と正式な妃ですらない少女の間に生まれた子を我が子として愛せるだろうか。

　考えれば考えるほど気が滅入り、知らず知らずのうちに膝上の上着をつかみ、皺くちゃにしてしまう。

　ため息をついていると扉を叩く音がして、数人の侍女が現れた。

「失礼いたします。そろそろお目覚めになられるころかと思いましたので、お茶をご用意しております。その前にお召し物を整えて髪の毛も結い直しましょう」

「……そうね。ありがとう」

　サラのために厳選された侍女たちは有能だ。膝上の衣をさり気なく預かり、にこにこしている。ふたりがかりでドレスの皺を伸ばして柔らかなひだを綺麗に見せると、次は長い髪を丁寧に櫛で削って、小ぶりの真珠やターコイズ、珊瑚を付けた飾りで美しく仕上げた。

　すべてシャフラムの見立てだと思うと複雑な気持ちだが、毎日毎日こうして装わされているのだ。巫女装束より華やかな恰好にも抵抗感はなくなってきた。

「できました。とてもよくお似合いです」

　口々に褒め立てる者たちに囲まれ、苦笑いを浮かべる。神殿にいれば、今ごろは古代語──失われた言語である神語の勉強をしていたころだ。もう随分と昔の出来事のように思いながら、サラはわずかな風を感じる窓辺を振り返った。

　王都は比較的気候が安定しているため、地方のオアシスに比べて日中でも過ごしやすい。パルサ川やパルーシャ湖といった水源から引いた水が、町中に張り巡らされた水路を通ってオアシス全体を潤しているのも、快適な環境が保たれている理由のひとつだ。さらにこの離宮には立派な池と噴水まで設置され、豊かさを象徴するように澄んだ水が惜しげもなく撒かれていた。

「ねえ、外に出たいわ」

　サラは、控え目に言った。

「少しくらいいいでしょう？」

「日が昇って日差しが強くなって参りましたから、お庭を散策されるのでしたら夕方になってからのほうがよろしいのでは？」

「違うの。離宮の外へ行きたいのよ。せめて荷物を取ってくるとか」

　美しい庭のその先は、生い茂る木々と高い塀に阻まれていて見えない。それでも遠くに目を向けたまま願うと、侍女が一斉に頭を下げる気配がした。

「申し訳ございません。警備の都合もあり、サラさまにはここに留まっていただかねばならないのです。それに、陛下から太陽神の下で身につけたものはすべて取り除けとご命令を受けております」

「あの方は……、わたしから過去も未来も奪うつもりなのね」

「サラさま、陛下はご不安なのですわ。おそらく太陽神ではなく、もっとご自分を見て欲しいと思っておられるのです」

「……そう」

　もはや聞き飽きたぐらいの国王擁護の声には素っ気なく返すが、失望したわけじゃない。

（答えなんてわかっていたもの。ちょっとわがままを言ってみただけ）

　サラが気持ちを切り替え、侍女たちとお茶の支度を始めたちょうどそのときだった。

「大神殿の巫女というのはおまえ？」

　先触れどころかノックさえもなく、突然バンッと扉が開け放たれる。何事かと警戒するサラの前に、複数の供を従えた美女が現れた。

　彼女は凍りつく侍女たちを押しのけてサラに近づき、鋭く尖ったまなざしを向けてくる。華やかな美貌が台なしになるほど、深いオリーブグリーンの双眸は今にも人を焼き殺さんばかりの嫉妬の炎で燃えていた。

　しかし艶々と波打つ黒髪や、服の上からでもわかるグラマラスな肢体は、同性の目から見ても魅惑的だ。薄く淹れた紅茶に近い色の肌にはシミひとつなく、意地悪そうに歪んだ唇にさえ色気が漂う。まさに大輪の、深紅の薔薇のような女だった。

　彼女は白いシュミーズ・ドレスに金の縁飾りが施された緋色の衣を重ね、豊満な胸を強調するように高い位置で蝶柄の帯を結んでいる。首回りと耳元には大粒のルビーをあしらった飾りをつけ、足元に同じ石を使ったサンダルを履いていた。

「まだ子供じゃないの。年は十五、六……いいえ、十四だったかしら？」

「ロクサーヌさま！」

「黙りなさい。わたくしはその娘に聞いているのよ」

　我に返ったサラ付きの侍女たちが止めようとしたが、ロクサーヌと呼ばれた美女は聞く耳を持たない。態度や身なりからしてどこぞの高貴な姫君だろうとあたりをつけていると、彼女は手にしていた羽根つきの扇でサラのあごを持ち上げた。

　これには当事者以外の全員が、ヒュッと息をのむ。サラ自身、さすがにムッとしたし、失礼な人だと思ったが、次々とぶつけられる言葉のほうに驚いてしまった。

「なぜ黙っているの？　口がきけないわけじゃないのでしょう。ほら、答えなさい。その貧相な身体でどうやって陛下を誑しこんだの？　秘術でも使っているのかしら？」

　甲高い声で罵られ、扇で触れるのも汚らしいとばかりに頬を打たれる。頬の痛みより、とんでもない言いがかりのほうが気に入らなくて眉をひそめると、自分付きの侍女が果敢に割りこんできた。

「ロクサーヌさま、いったいどういったご用件なのでしょうか。こちらは国王陛下の私邸です。いくら妾妃さまといえど、許可なく立ち入ったあげくにこのような振る舞いは……」

「侍女ごときが無礼でしょう！　わたくしは二の大臣の娘。そこの出自も知れぬ下賤の娘よりよほど高貴な身の上よ。それをここの者たちときたら……！　あとでお父様にお話させていただかなければ」

　間に立ちふさがったサマンを従者に押しのけさせると、ロクサーヌと呼ばれた姫君は、呆気に取られているサラを凍えそうなぐらい冷たい目で見下ろす。

「新参の愛妾風情があいさつもないの？」

「おやめくださいませ！　この方は……」

「ええ。ええ！　知っていてよ。太陽神の娘とかいう大層な巫女でしょう。この金髪に金の瞳。大陸中を探したって知らない者はいないわ！　でも、だからどうしたというの？　陛下のご寵愛を競うのにそんなことは関係ないはずよ」

　ロクサーヌはシャフラムの名前を出し、ふたりの関係を知って戸惑うサラに向って艶然と微笑みかけた。

「その様子では、やはり陛下はおまえにも御子を望まれたのね。呪いを解けるのは、女神アティハーナの認めた女だけだというのに……。覚えておきなさい。わたくしは陛下に望まれる前、月の女神の神殿にいたの。後継ぎたる王子を産むのはこのわたくし、ロクサーヌよ！」

「……なぜわたしがこの離宮にいるとわかったのですか」

　サラがここに連れてこられたことは秘密だったはずだ。他ならぬシャフラムがそう言ったのに、彼女、ロクサーヌはすべてを知っているふうだ。

　二の大臣の姫ならば、おそらく後宮では王妃に次ぐ権力を持っている。だからといって、王が秘密裏に事を運ぼうとしたことがそう簡単にばれるはずはない。サラが神殿から消えたことはもちろん伏せられ、離宮へ出かける王についても、いつもの女遊びかくらいの認識だっただろうに。

　このように大騒ぎになるということは、他にも知る者がいるだろう。それではたとえ子を孕んでも、正妃の子などと偽れない。

　目の前の女は、美しいけれど愚かだ。彼女の軽率な行動がどういう結果を招くのか。本当にシャフラムを想うなら、彼の足を引っ張るような真似はできないはずだ。

「おまえに答えてやる義理などないわ。さあ、身の程をわきまえ、今すぐここを出て行きなさい。神殿へ戻ることはできなくても、その見た目なら世話をしたがる男は腐るほどいるでしょうから。夢など見なければ、一生不自由せずに暮らせるはずよ」

「……あなたは、陛下が王妃さまを心から愛しておられることをご存じないのですか？」

「知っているわ。でも、いくら愛していたって御子を授からないのだもの。ならば陛下の御子を産むのはわたくしの役目。他の誰に譲るつもりもない。それだけのことよ」

「そんな……」

「生意気にも納得のいかなさそうな顔ね」

　ロクサーヌは手にしていた扇でふたたびくいっとサラの顔を持ち上げた。

「陛下の寵をいただいた女はおまえだけではないのよ」

「わたしは……」

「そう、せいぜい物珍しさから手をつけられただけ。神の娘などと持て囃されても、しょせんは出自のはっきりしない下賤の娘。由緒ある王家に汚い血が混じるなんて、許しがたいわ。それに、おまえの祈りが天上へ届いていないから、陛下も王妃さまも苦しんでらっしゃるんじゃないの。わかる？　全部おまえが悪いのよ！」

「……！」

　ロクサーヌの宝石のような瞳の中に、ひどく悔しげな自分の顔が映っているのを見て、サラはとっさに白い手を振り払う。

「きゃっ！」

　見下している人間に抵抗されるとは思っていなかったらしい。彼女はよろめいた弾みでドレスの裾を踏んでしまい、支えようとする侍女を苛立たしげに押し戻した。

「さすが、乱暴ね。いくら神殿で教育を受けようと、その性根は愚かで粗雑で礼儀知らずな平民と変わらないじゃない。それで陛下を誑かすのだから、どれだけ猫を被っているのかしら。おまえのような女には、巫女より娼婦のほうが合っているわ！」

「勝手なことばかり言わ……」

「何の騒ぎだ！」

　カッとしてサラが言い返そうとしたとき、邪魔が入る。この場に居合わせた全員がビクリと背を伸ばすと、開けっ放しだった扉の向こうから、従者・バルバードを従えたシャフラムがやってきた。

　いつもの身軽な恰好と違い、国王らしい装いをしている。ゆったりとした白い服の上に長袖の衣を合わせ、黒地に銀糸で刺繍した太い帯を巻きつけ、腰には装飾品と思わしき美しい剣を差していた。

　まだ昼前だというのに、彼は政務を放ってきたのだろうか。

　サラは何と言えばいいのかわからずに黙りこむ。一方のロクサーヌは、あくまでも自然な動作でシャフラムにしなだれかかった。

「陛下！」

「ロクサーヌ。おまえがなぜここにいる？」

　不機嫌を隠さない男にも怯むことなく、ロクサーヌは鮮やかな笑みを浮かべる。

「わたくし、興味深い噂を耳に入れましたの。太陽神を祀る中央の大神殿から、筆頭巫女たる神の娘が消えたそうで、幼い巫女見習いが毎日泣き暮らしているそうですわ」

「あの子……！」

　思わずロクサーヌの誘導に引っかかってしまい、サラは慌てて口をつぐんだ。別れ際に「すぐに戻る」と言っておきながら、すでに一週間が経っている。あの少女は自分を慕っていただけに、不安も大きかったのだと思う。

　シャフラムを見上げると、彼は苦い表情でロクサーヌの身体を押し戻した。

「それがどうした。それにロクサーヌ、後宮から出ることは禁じていないが、この離宮へ入ることは許していないはずだ」

「陛下のために来たのです。なぜこの方を召し上げないのですか。正式な婚礼を挙げれば、後宮へ入れることができます。巫女たる資格を失った以上、陛下の愛情にお縋りしなければ生きて行くことができないというのに、お可哀相ですわ」

「……何を考えている？」

「あら。その方のことはもう後宮の誰もが知っていましてよ。太陽神の愛し子といわれるほどの方ですもの。離宮になど捨て置かず、ぜひ後宮へお迎えくださいませ」

「ロクサーヌさま!?」

「今さらそんなに驚くようなことですか、サラさま。わたくしだってこの国の民ですもの。あなたの存在は得がたいものだと感じておりましてよ。陛下のためにも、あなたのためにも、どうぞ後宮へ」

　いったいどの口が言うのだろう。つい先ほどまでサラを蔑んでいた唇からは、反対に優しく気遣う言葉がぽろぽろとこぼれ落ちてくる。

「サラ」

「い、いやです。わたしは行きませんっ」

　ロクサーヌに背を向けたシャフラムがため息をつくのを見て、サラは反射的に後ずさった。

　しかし、すぐ彼の腕に捕らえられてしまう。いつものように沈黙が落ちてきて息苦しさを覚えていると、シャフラムは煩わしそうに指示を出した。

「バルバード、ロクサーヌを門の外まで見送ってこい」

「はっ」

「仕方ありませんわね。失礼いたします、陛下。いずれ、近いうちに……サラさま」

　ひとまず目的を達成したからか、ロクサーヌはすんなりと引き下がり、優雅に微笑んで出て行く。彼女の従者と、騒ぎを聞いて駆けつけてきた離宮の者たちもほっとした面持ちで続き、最後はサラとシャフラムのふたりきりになった。

「陛下、どういうことなのですか」

　嵐のような訪問は完全に予想外だ。逃げ出すことを諦め、背に腕をまわされたまま尋ねると、シャフラムは厳しい顔で言う。

「大神殿で使っていた侍女がいるだろう。その子供が、高位の巫女から遣いを頼まれたと偽って神域の外へ抜け出し、おまえを返してくれと王宮へ訴え出た」

「なっ……！」

「第一の門の責任者が機転を利かせて別室で事情を聴くよう手配したそうだが、揉み消すには目撃者の数が多くてな。おまえを連れて行った使者の名を、バルバードだと馬鹿正直に答えたのもまずかった。一気に噂が広まって、私のもとまで侍従が話を持ってきたとき、宰相などは騒ぎをすでに聞きつけ、確認しにきていた」

「陛下、あの子は悪くないのです。わたしがすぐに帰るなどと軽々しく約束をしたから、きっと心配して」

「ああ、わかっている。老巫女たちが事実を伝えるはずはないし、おまえを強引にさらったこちらにも非がある。罰を与えるのは神殿側に任せて私は干渉しない。その代わり、サラはもう戻らない、これからは別の巫女に付き勉学に励めと言づけて、神殿まで送り届けさせた。だから、そんな心配そうな顔をするな」

「……はい。お許しくださってありがとうございます」

　この時ばかりはシャフラムの寛大さに、心から感謝し腰をかがめて深く一礼すると、肩から滑り落ちた髪を取ってそうっと撫でられた。

「私のほうも迷惑をかけたようだ。ロクサーヌが何を言ったのかは、想像に容易い。適当に聞き流しておけ。いちいち真に受けるだけ時間の無駄だ」

「え……」

　ひょっとして、彼は心配してわざわざ様子を見にきてくれたのだろうか。

　王宮で話が広まっているのなら、ロクサーヌのように強引にここまで真偽のほどを確かめに乗りこんでくる者がいてもおかしくない。しかし、そこへシャフラムが政務を放ってまで駆けつけたら、火に油を注ぐようなものだ。では、なぜそんな真似をしたかと考えたら、何も知らずに一方的に責められるであろうサラを庇い、不安を払拭するためだとしか思えなかった。

　小さな疑問は顔にも出ていたらしく、シャフラムは憮然として言った。

「おまえは私のものだ。私以外の者がおまえによけいな傷をつけるのは不愉快だからな」

「わたしはものじゃ……」

「サラ。まだわからないのか。おまえの純潔を奪い、好きに囲っているのは誰だ？　今度はその腹を膨らませてやる。おまえはおとなしく私に従っていろ」

　形のいい唇から出てきたのは、不躾で思いやりに欠ける言葉だ。

　ささやかな気遣いが嬉しかったのに、シャフラムはなぜ台無しにするのだろう。

「どうして……意地悪な言い方をするの……？　わたし、あなたがわからない。いつ顔を合わせても素っ気ないのに、わたしが体調を崩してからはひどい真似をしなくなったわ。ご自分の上着だってかけてくださる。ロクサーヌさまのことも……わたしを心配して来てくださったのでしょう……？」

「おまえの身体は、私の子を産む大事な身体だ。万が一害されたら困る」

　サラは戸惑いながら、シャフラムを見上げる。

「それだけ……？」

「他に何がある」

「……いいえ、何も」

　甘い幻想を抱いていたわけではないが、王妃の腹の代用品だから気遣うのだと言われ、今からでも少しは歩み寄れるのではないかと期待した自分が馬鹿だった。

「もう……王宮へ……」

「サラ、私は神殿の連中におまえを人形のように従順で意思のない女や、自分好みの女になるよう教育させたつもりはない。だからこそ無理を強いていることはわかっている。わかっては、いるんだ」

「陛下……？」

　今のは幻聴だろうか。

　サラはシャフラムらしくない苦い声を聞いた気がして目を瞬かせる。しかし、ほんの少し期待した気持ちは裏切られ、彼はもういつもの傲慢な王の顔をしていた。

　簡単に心が揺らいでしまう自分の甘さが情けなく思えて、サラは表情をこわばらせる。シャフラムのせいでいつになく容易く感情が変化した。

「な、何をおっしゃっても、あなたは……きっとわたしを支配してしまうわ。今触れているこの髪だってそう。本当はもっと短くして目立たないようにしたいのに。もう随分と切っていません。侍女にどんなにお願いしても陛下の許可がないと駄目だと言われて……。わたしは髪の毛一本、あなたの許しなしには自由にならないの」

　すると、てっきり「くだらない」と一蹴するかと思ったシャフラムが、ことさら優しい手つきで髪を撫でる。サラは驚いてしまった。

「当たり前だろう。神の娘の身体に傷をつけたがる者がどこにいる」

「でも、色が珍しいだけの、ただの髪の毛です」

「サラ。神殿暮らしの女の中に、好き好んでその髪を切りたいと言う人間がいると思うか？　たとえ私が頻繁に許可していても、それ以上短くされることはなかっただろうな。そもそもおまえに刃物を近づけたがる者がいない。万が一のことがあれば、一族郎党の首が飛ぶだけでは済まないからだ。いずれにせよ切らなくていい。このまま長く伸ばせ」

「……太陽神の色だから？　長いほうがあなたの好みだから？　わたしを縛るの？」

「違う。おまえに似合っているからだ」

　指先で髪を弄ぶシャフラムの言葉に目を瞠る。サラはまた、彼の何気ないひとことで内心激しく動揺してしまった。

　それを悟られたくなくて、ちょうど外から大きな歓声が聞こえてきたので、何事が起こったのか確かめるふりをしてバルコニーへと逃げ出す。この部屋から門の外まではかなり距離があるのに、ざわめきはどんどん大きくなっていった。

「どうしたのかしら。今日は祭日でもないのに……」

「おまえのことが外に洩れたと言っただろう。あれは私たちを祝福する声だ。今回の件で状況が変わり、もう隠しておくことができなくなった」

「だからって、こんなにも歓声が上がるものなのですか？」

「私とおまえだからだ」

「……」

　隣にやってきた男をチラリと見る。サラの胸を占めるのは不安だった。

　アステュアの民にとって王族は神にも等しい存在だ。というか、シャフラムはその末裔である。ファルナーズ王女の予言もあった。

　この国に、砂漠に、かつてない繁栄をもたらすと言われる王は、多くの人々にとって希望であり憧れだ。その砂漠王の手中に、数百年ぶりに現れた神の娘がいる。

　その姿に、初代国王とかつてこの地に恵みをもたらした太陽神の末姫の物語を重ねる者もいるだろう。ロクサーヌのようにサラを蔑む者がいれば、異常を疑われるのは彼女のほうだ。それだけに今回の件が思わぬところから明るみになると、いにしえより人々の中に根付いた敬愛と畏怖と信仰の気持ちが弾け、シャフラムも計画の変更をよぎなくされたらしい。

　経緯はともかく、今すぐお迎えに！　と宰相からして声高に主張したというから困ったものだ。事がことだけに緘口令を敷いたそうだが、ロクサーヌの言動や民の歓声、何よりシャフラム自身も認めていることから、まったくの無意味だとわかっていた。

「私の妃になれ、サラ。もう他にどうしようもない」

「……どうせわたしに拒否権などないのでしょう？」

「ああ」

　サラはこみ上げてくる激情を吐き出すように息をついて、肩を落とす。

　少し前まで自分の生き甲斐は、この国と国王夫妻の幸せを祈り、遠くから見守ることだと思っていたのに、王の子を宿すことを望まれ、まして正式な妾妃として後宮へ上がるなんて、とんでもないことだ。しかも、シャフラムは心の準備をする暇さえ与えてくれない。

　自由を求めながら、どんどん遠ざかっていく。一方で、シャフラムだけを糾弾できなくなった。

　大神殿を出る前に侍女と口約束などしなければ、あるいは状況が変わっていたかもしれない。あの少女にはサラを取り巻く状況を知るすべがなく、本当に心配して最終手段に出ただけだ。大事にしてしまったのは、シャフラムではなく考えの足りない自分の責任だった。

　それに今ならわかる。先ほどのシャフラムの言葉は思いやりに欠けたものだったが、事実だけ見れば、王妃に健康な後継ぎを与えるためだけでなく、ロクサーヌのような妾妃たちからサラを守るつもりで、多少強引にでもこの離宮へ連れてきたのだ。

　彼女のように身分の高い女は、家臣に下げ渡された女と違い、普通の幸せは望めない。シャフラムに愛する人がいる以上、名ばかりの妃として、ずっと後宮で飼い殺しにされる。王の愛情も実家の後見も、隣国の王女たるエステルには敵わないからだ。

　もしそこに、強力な肩書きを持つサラが加われば、ロクサーヌや他の妾妃たちからいらぬ恨みを買うだろう。今となってはどうしようもないが、シャフラムができる限り自分を守ろうとしてくれたことは理解できた。

　サラは落ち着かない気持ちを抱えたまま、傍らの男をそっと見上げる。

　白いカフィーヤと艶やかな黒髪が、柔らかな風になびいて翻る。雲ひとつない青空の下で、彼は太陽の光を浴びて堂々と立っていた。

「何だ？」

　サラの控え目な視線に気づくと、シャフラムは鋭いまなざしを向けてくる。昨日までの自分ならただ恐れ、彼が威圧的で冷たいのは他の女のように靡かないサラを可愛げがないと感じて呆れているからだ、と誤解しただろう。

　でも勇気を出して見つめ返せば、シャフラムの表情がわずかに翳る。サラは小さな違和感の答えを見つけた気がして、胸を押さえた。

「……陛下は不器用なのですね」

　ぽつりと呟くと、彼はとても嫌そうな顔をする。シャフラムは何も言わなかったが、サラは複雑な気持ちで今までのことを思い出していた。

　まだ半信半疑だが、シャフラムの振る舞いは、結局翻弄されるしかないサラにせめて自分を憎ませてやるためではないのだろうか。

　本当にそうだったらいいのにと、どうしても考えてしまう。逃げられないのであれば、これからふたりの時間を積み重ねていくうちに、せめて心の距離が縮まったならと、人を憎み慣れないサラは、彼に怯えながらも矛盾する期待を抱いてしまうのだ。

「あ……待って！」

　サラは背を向けて離れて行こうとする王の長衣を、思わずつかむ。

「陛下」

「離せ。私と触れ合うのは嫌なんじゃなかったのか？」

　皮肉めいた言葉とは裏腹に、シャフラムはサラが伸ばした手を乱暴に振り払ったりしない。

（もしかして、いつも不機嫌そうなのは、……わたしを傷つける自分自身が許せないから……？）

　試しに手を離さずにいると、シャフラムの雰囲気がほんの少しだけ柔らかくなる。

「陛下、わたしは……」

「サラ。おまえの存在は毒にも薬にもなるが……これ以上、悪いようにはしない」

「……ぁ……」

　彼はサラの手をそっと外し、金の髪をひと房すくってさらさらと梳いた。そうやって人の言葉を封じておきながら、自分の決意だけを告げてくる。

「私の庇護下にいるうちは守ってやる。いい子にしていろ」

（ずるい……）

　聖女と謳われる巫女が自分の死後、保護される子供を立派に育てるよう遺言した理由。国王の使者が、世間話と称して国内外の情勢を話題にする理由。それは、もしサラを後宮へ迎え入れたとき、困らないようにするための布石。こんなときになって、厳格ながら根は優しい老巫女と、物静かで博識な使者の言葉を思い出す。

『サラさま。アステュアは、神々の恩恵を受けて栄えてきました。愛すべき、あなたの国です。どうか、あなたの王がお困りのときは助けて差し上げてください』

　──ひどいわ。純粋に巫女として支えるという意味ではなかったのね。

　心の中で一癖も二癖もある老人たちを詰り、思いきって王の前に立つ。やっぱりその視線を真正面から受けると緊張してしまう。

　ほんの少し彼の本質を覗き見ただけで、ほとんど何も知らないのだから当然だ。

　まだ怖いと思う。強い瞳で見つめられると胸の奥がざわつき、不安になるし、いきなり乱暴に触れられたくないのも本当だ。けれど、放っておくことができない。

「あなたの目は心臓に悪いです。心を裸にされそうで、とても……心細くなるの」

「おまえの目は甘ったるくてどうしようもない蜜のようだ。その瞳に映る世界は、私の見ているものと同じなのか？」

「同じでなければ困るでしょう？」

「そうだな」

　そっとあごをつかまれ、上を向かされる。初めて身体を繋いでから一週間経った今も、まるで自分たちが親密な仲であるかのような触れ方には慣れなくて、サラはただ睨み返すことしかできなかった。

「悪意のない視線は可愛いものだ」

「陛下。わたし、怒っていないわけではありません」

「その程度では牽制にならない。……覚えておけ」

　シャフラムの顔が太陽の光を遮り、目の前に影が落ちてくる。薄く開いた唇に乾いた唇を押しつけられ、サラは怯えながらも彼の舌を招き入れていた。

　濡れた音に怖気づくと優しく背中を撫でられ、口腔をゆっくりと弄られる。怖がることはないと言われたかのようだ。しかし、ふと感じやすい上顎をつつかれて、ゾクリとするような危うい感覚が背筋を走った。

　サラはとっさに弱々しくかぶりを振ったが、大きな手が腰にまわって抱きすくめられる。ささやかな胸の膨らみを愛撫されると、恐ろしさで身体が跳ねた。

「もう……いや……」

　必死に口づけから逃れて声を上げれば、シャフラムの手はまたサラを落ち着かせるように背中を這っていく。抗うのをやめると、彼に耳朶を甘噛みされた。

「サラ」

　名前を呼ばれ、身体の奥がずきりと疼く。支えてもらわなければ膝から崩れてしまいそうな、官能的な低音だった。

「後宮は私の寵を奪い合う場所だ。……これからは、正妃とおまえのもとにだけ通う」

「……っ、……！」

「エステルにはシリィンの第二王女という身分がある。夫婦仲も良い。他の妃は即位してから娶った者ばかりだが、久しくどの女の宮にも通っていない。そこにおまえが加われば、人は事実上の第二妃として見るだろう。今まではロクサーヌがその地位にいた」

　嵐のようにやってきて去って行った妾妃の名を聞き、ゴクッと唾を飲みこむ。

「エステルの唯一の弱点は、子をなしていないことだ。後宮の女たちは予言の……呪いのほうも知っているから、私の子を孕めば女神に認められ、エステルを蹴落として正妃になれると思いこんでいる者もいる」

「まさか。……本気で？」

「ああ。ロクサーヌが先手を打ったのも、おまえが秘密裏に子を産み、正妃の実子として発表させないためだろう。相手が格上ではどうにもならないが、同じ妾妃という立場なら比較的楽に干渉できるし、しばらくは後宮で見張っておけるからな」

「わたしが……、もし本当に陛下の御子を産むようなことがあったら……？」

　仮定の話でもしたくなかったが仕方なく尋ねると、シャフラムはサラの唇を親指でなぞりながらはっきりと言った。

「予言の娘はおまえだ、サラ。それなりに確信していなければ、私もまだ十五になったばかりの少女になど手を出さない」

「──！」

「正解がわかっているのに、神殿側の要求に悠長に付き合っていたら、結局いつになるかわからないだろう？　婚姻を結んで十年も過ぎているのに、子を孕まなければ、さすがにエステルの立場も年々悪くなる。おまえが成人するまであと一年あるが、もう待てなかった」

　アステュア王国を含む西大陸では、男性が十八、女性が十六で成人を迎え、婚姻が可能になる。ただし、王族へ嫁ぐ場合は別だ。王統を絶やさぬため、女性は初潮を迎えた年には成人と見なされ、花嫁衣装を身にまとうことができる。現王妃のエステルも、十五歳でシャフラムのもとへ嫁いできた。

「当然ながら、最悪の場合おまえを娶ることも考えた。不運が重なって現実になってしまったが、その時期が十年前のエステルより幼いとなると、私のほうに無理がある。結果論だが、数年先に延ばして今にしておいてよかったと思う」

「数年？」

「おまえが子を孕めるようになってからだ。神殿付きの医師からも報告を受けている」

「……！」

「恥じらう必要はない。大事なことだ。おまえに初潮がきたと聞いたとき、私はともかくエステルは喜んだ」

　当たり前のような言葉に、サラは凍りつく。

　でも、そうだ。シャフラムとの関係は、王妃の存在抜きには成立しないものだった。

「……王妃さまは納得してらっしゃるのですか……？」

「ああ。彼女は自分の役割をきちんと理解している。ファルナーズ叔母上は最初から、予言の娘についてある程度言及していたからな」

「え？」

「十年前におまえを見つけたとき、すでに叔母上は亡くなっておられたが、いずれ現れる子供にきちんとした教育を施すよう当時の国王陛下……つまり父上に、使者を通して生前から進言しておられた。エステルとの縁談について相談した際には、仮にシリィンの姫を娶ったところで子は望めないとおっしゃったそうだ」

「そん……な……」

　サラは、大きなショックを受ける。

　巫女として未熟だった自分の祈りが、ファルナーズ王女の予言の力に太刀打ちできるとは思わない。でも、五つのときからずっと国王夫妻の幸せを願ってきたのに、それがまったくの無駄だったと知らされて泣きたくなった。

　シャフラムが、初対面のサラに否定的だった理由がわかった気がする。

　確かに奇跡の力を持つ神の娘なら、絶対的な予言で知られるファルナーズ王女の言葉さえ覆せてもおかしくないのだ。しかし、サラにはそれができなかった。

　国王夫妻の間に子供がいないのが、一番の証拠だ。

　小さく肩をふるわせると、シャフラムはそんなサラを責めることなく続けた。

「ここまで知っているのはごく一握りの人間だけだ。結局、国内外の情勢からエステルを正妃として娶ることが決まり、婚約の公布と前後しておまえが保護されたが、私も他の女たちに期待をかけ続けた一面がある」

「な、なぜ？　わたしの……身柄を押さえて、誰も手出しできないように、どこよりも安全な檻の中に閉じこめた後でしょう？」

「棘があるな。……だが、当時おまえは五つだ。将来の話をされても妻にするなど考えられなかった。それに、その容姿から平凡な一生など望めない人間を、欲望渦まく後宮になどに入れなくてもいいだろうと思った」

　少しずつ疑問が解けていく。サラは、ファルナーズ王女ほどの力がありながら、肝心の女について絞られていないのを不思議に思っていたのだ。だから、シャフラムが答えを知りながら、あえて秘密にしていた理由を聞かされ、何も言えなくなってしまった。

「あ……」

　そのとき強い風が吹いて、薄いヴェールが庭へと落ちていく。

「取りに行ってきます」

「侍女を」

「いいえ。いいの。少しひとりになりたいんです」

「……近いうちに迎えをやる。ここを出る準備をしておけ」

「はい」

　どうにかそう言って駆け出すと、シャフラムは追い駆けてこなかった。

　いくら足掻いたところでサラが逃げることはできないし、離宮の中ならばひとりでも危険はないと判断したからだろう。頭を冷やす時間をもらえたことは、ありがたかった。

　サラは混乱して昂った気持ちのまま、美しい薔薇園へと入りこむ。

「綺麗……」

　初めて知った真相に心は乱れていたが、しばらく花を眺めていると憂鬱な気持ちが晴れてきて、少し気が楽になった。

　だが、そんな時間はすぐに終わりを告げる。さざ波のような葉音を立てて前方の茂みが揺れた。何だろうと思っていると、鋭い剣の刃先がキラリと光り、サラは小さな悲鳴を上げた。

「きゃっ……！」

「ここで何を……サラ、さま……？」

　低い声は、困惑した様子だ。おそるおそる目を開けると、唐草模様の鞘に剣を収めたバルバードが訝しげな顔つきで立っていた。

「供も付けずにこんなところで何をしておられるのですか」

「バルバード……」

「身分ある方がおひとりで出歩くなどもってのほかです。不審者と判断し、場合によっては斬りかかっていたかもしれません。まさか、陛下と王妃さまのご期待を裏切って逃げようとしたのではないでしょうね？」

　眉をひそめて疑われ、サラは小さくなる。

「違うわ。あなたの持っている、そのヴェールを風に飛ばされてしまって探しにきたの。本当にそれだけよ」

「ならば、侍女にひとこと命じれば済む話です」

　バルバードの生真面目な表情は変わらないのに、低い声だけがどんどん険を帯び始め、サラは慌てて首を振った。

「陛下にお願いしたの。少し気分転換したかったから。あなたこそ、どうしてここに？」

　ため息こそつかないが、彼はサラに呆れているようだ。

「先ほどのどさくさに紛れ、ロクサーヌさまの息がかかった者が入りこんでいるとも限りません。陛下が私にかの方を送り出すように命じられたのは、念には念をこめて不審な動きなどがないか調べるためです。だからこうして敷地内を隅々まで見まわっていたのですよ」

「そうだったの……。邪魔をしてしまってごめんなさい。わたしも気をつけるわ」

「いえ、もう安全だと判断したからこそ陛下もあなたがおひとりで出歩くことを許可したのでしょう。少し脅しすぎましたね。ただ、お命まで狙うようなことはないでしょうが、あの方のことです。チャンスさえあれば、怪我くらいさせようとするかもしれません。陛下のご寵愛とは、それほどまでに価値があるものなのですから」

　バルバードは、出来の悪い王の愛妾に言い聞かせるかのように滾々と諭した。

「どうぞ軽率な振る舞いはおやめください。そのための使用人です」

　確かに身分の高い人たちは上手に人を使う。第三者を影で操り、気に食わない人間を襲わせることだって、あるかもしれない。

　──でも、わたしは自分でしたいことを、できることを、何ひとつ望んではいけないの？

「あなたを守れるのは、もう陛下だけです。そのことをお忘れないように」

　そこまで言われ、我慢していた感情があふれた。

「わたしは頼んでいないわ！」

「サラさま、あなたはそろそろ自覚されたほうがいい」

　バルバードの指先が、ふいにサラの頬を




　撫でる。無礼な振る舞いに驚き、けれど、注がれた視線の鋭さに息をのむと、バルバードはサラの顔をじっと見下ろしながら、冷笑を浮かべた。

「本当に……あなたのお顔立ちは、亡き王女殿下によく似ておられる」

「亡き……？　もしかしてファルナーズ王女のこと？」

「ええ。そうです」

　突然の話に付いていけずにいると、バルバードはいっそう強いまなざしでサラを射抜く。

「かの方は、生まれて程なく大神殿へ移された。それ以来、表舞台へ出ることは生涯ありませんでした。ですが私は、過去に一度だけ、そのお顔を拝見しているのですよ」

「何が言いたいの？」

　バルバードは、無骨な指でサラの輪郭をなぞり上げながら続けた。

「あなたは王女が湖で亡くなられたことをご存じですか。普通、水死体など見られたものではありませんが、私の目にしたご遺体は美しいままでした。心臓が止まっていなければ、生きていると言っても差し支えなかったでしょう。象牙色の肌も、赤い唇も、金の髪も……残念ながら、瞳の色まではわかりませんでしたが」

「金の髪？」

「ええ、まじりけのない金です」

　バルバードの記憶は鮮明だ。十五年も昔のことを、さっき見たばかりのように口にする。そんなバルバードを、サラは不思議に思いながら見つめ返した。

　彼の実家は侯爵家。国の中枢に近い分、表に出ない事情にも通じているのだろう。だからと言って、それが自分に関係するとは思えないが。

「わたしはファルナーズ王女ご本人のことなんて知らないし、神殿の巫女はみんな、そうよ。ご自分のお部屋からも、ほとんどお出にならなかったというわ」

　バルバードの手を顔から剥がしながら、サラは正直に告げた。

　別にファルナーズ王女の話は禁じられていなかったが、死因を耳にしたのは初めてだ。若くして亡くなったとは聞いたが、もともとの身分が高い方だったこともあり、根掘り葉掘り聞くような者も、声高に話すような者も中央の大神殿にはいなかった。

　彼女の巫女としての力はとても強く、国の運営に多大な貢献をしながら、権力自体からは隔離されている。他の王族のように肖像画の一枚も残っていないのに、似ていると言われても、珍しい金の髪のせいだとしか答えられない。

　秘密めいた言葉はサラを迷わせ、大神殿にあった自分の部屋が、ファルナーズ王女の使っていた部屋だということを思い出させたけれど。でも、それだって、代々の筆頭巫女が使ってきた大神殿の最奥にある宮というだけだ。きっと他に理由なんてない。

　何しろ歴代の神の娘と違い、サラは孤児だ。大神殿に入るまでの記憶もほとんどなく、川縁に蹲ってひとりで泣いているところを義父母に保護され、わずか一月後には中央の大神殿からやってきた使者に恭しく差し出された。

　ファルナーズ王女の予言と、実際に診察した医師団の見解は一致しており、年は五歳と定められたことを覚えている。顔を合わせる大人たちは誰もが親切で、少し年長の少女たちもこぞって仲良くしてくれた。

（だから……わたし、両親がいなくても寂しくなかったわ）

　バルバードの言いたいことは何となく見当がついたが、推測で話していいことではない。迂闊に口にすれば、ファルナーズ王女を侮辱するばかりか、大騒ぎになる。聞かなかったことにするのが一番だ。

「そろそろ部屋へ戻るわ。ロクサーヌさまの登場で、お気に入りの花茶を飲み損ねたの。侍女に淹れ直してもらわなくちゃ」

「お引き留めして申し訳ありませんでした。ご無礼をお許しください」

「気にしていないから、あなたも忘れて」

　サラは差し出されたヴェールを受け取り、王の忠実なる騎士を咎めることなく踵を返す。なぜバルバードが秘密をささやく気になったのかわからないが、自分が彼によく思われていないことは明らかだ。

　誰もが敬愛する王を拒む様子が、驕っているように見えるのかもしれない。

　サラは重い気持ちでため息をつくと、美しい庭園にそっと別れを告げた。










第三章　偽りの寵愛






　静かに開かれた門を出ると、四頭立ての馬車は外で待機していた騎馬隊に囲まれて、一路王宮を目指した。

　夕暮れの街がオレンジ色に染まる中、灯りがともり始めた通りの向こうには、キラキラと輝く城がそびえ立っている。

　それは大陸屈指の文化を誇るアステュアでも、最も壮麗な建造物だ。

　尖塔のある乳白色の巨大な宮殿は、パルーシャ湖を東に臨む高台に造られ、王の居住地を中心にして無数の宮と館とが連なり、数多くの庭園や水路を挟んでバランス良く配置されている。大まかには、政の行われる前宮と王族の住まう中宮、妃たちの暮らす後宮に分かれているが、これから向かうのはひときわ奥まった場所にある後宮だ。

　サラは静かに深呼吸をして、心を落ち着かせた。

　しばらく経って市街地に入ると、王宮前の中央広場までまっすぐに続く一本道と、なだらかな半円を描いて何重にも交差する道とが、水の波紋のような町並みを作り出している。

　エラムには、国軍を始めとして近衛騎士団や憲兵本部が置かれ、賑やかな割にどこよりも治安が良く、毎日朝からたくさんの市が立って夜遅くまで活気があるそうだが、今日は特に混雑しているようだ。サラの乗る馬車をひと目見ようと、警備担当の兵士が押し潰されそうなほど人垣ができていた。

　人々が口々に歓声をあげる中、馬車は順調に大通りを駆け抜け、巨大な城門をくぐり、手入れの行き届いた並木道を走って、また大きな門を二回通過すると、ようやく宮殿前に到着する。直前までサラの後宮入りに大騒ぎしていた者たちも、馬車から降りてくるのを今か今かと待ちわびている様子が伝わってきた。

　そこにはシャフラムの姿もある。やはり離宮に来るときのような恰好ではなく、白い貫頭衣の上にたっぷりとした袖を持つ上品な紫色の上着を重ね、丈長の衣を金の縁飾りが豪華な帯で留めていた。

　耳には王家の紋章が刻まれた金細工の耳飾り。足元には琥珀を縫いつけた革のサンダル。カフィーヤの留め具も王族にしか許されていない金色だ。

　サラの身分を考えれば当然とはいえ、正装した王が自ら外で出迎えるなど、これまでの姫たちとはあまりにも異なる特別待遇に、誰もが驚きを隠せずにいる。当のシャフラムは周囲の視線など意にもとめず、近衛兵が緊張の面持ちで馬車の扉を開けると、少し離れたところから極上の笑みを向けてきた。

「ようこそ、我が城へ。あなたを妻に迎えることができて、光栄に思う」

「ありがとうございます、陛下」

　恭しく跪いた貴族たちの間を侍女に手を取られてゆっくりと進み、王の前で儀礼的なあいさつを交わした途端、シャフラムの腕が伸びてきてさらうように抱き寄せられる。サラは彼の指示でヴェールを付けていないため、異変を察して顔を上げた人々の視線が全身に突き刺さった。

　あちこちから、あれは幻覚か、と大きなどよめきが起きる。あまりの居心地の悪さに全身がこわばった。

　だが、さすがに大国の宰相は違う。サラの様子に気づくと、王の近くにいた壮年の男が、助け船を出すようにずいっと視界に入ってきた。

「陛下、どうかもうその辺で」

「ああ。全員立て。サラ、ここにいるのが宮廷の主だった貴族たちだ」

「は、はい」

　シャフラムに腰を抱かれたまま、仕方なくうなずく。離してもらえないのだから、不作法は見逃してもらうしかないだろう。

「お待ちいたしておりました、サラさま。宰相のカムヤールと申します。一同を代表して心より歓迎いたします」

「歓迎感謝いたします、カムヤール殿」

　ほっとしてどうにかあいさつを返すと、強面の相好が崩れる。

「サラさまは噂に違わずお美しくていらっしゃる。陛下がお心を奪われるのも無理は……」

「カムヤール、長話は今度にしろ」

　好意的に話しかけてくる一の大臣の言葉を遮り、シャフラムはサラに流し目を寄越す。やりすぎだと思ったが、今はおとなしく身を任せるしかなかった。

「サラはこのような場に慣れていない。私が案内するから、おまえは仕事に戻れ。他の者も解散しろ。わかっていると思うが付いてくるなよ」

「ですが、陛下……」

「邪魔をするなと言っているんだ」

　カムヤールを始め、唖然とする家臣たちは気の毒だが、それはこちらも同じこと。とりあえず外の人間──貴族たちに仲睦まじい姿を印象づけておく必要があるだけで、ふたりの間に愛情は存在しない。サラはシャフラムとの過剰な接触を恐れてすらいた。

　でも、ひとまずは騙されてくれたようだ。シャフラムが思いのほかサラに執心だと勘違いして、城内を案内してもらう間も無遠慮に近づいてくる者はいなかった。

　ただ、行く先々で平伏する使用人の多さには辟易する。傍目にも心がこもっているとわかるから、よけいに。

「あれ、どうにかなりませんか。どこへ行っても床に頭を擦りつけている使用人ばかりで落ち着きません」

「無理だな。王宮勤めの人間は、特に二大神への信仰心と王族に対する忠誠心が厚い。離宮の使用人にはあらかじめ言っておいたからああだが、普通はこうなる」

「……慣れてくれるのを待つしかないのですね」

「それも気の長い話だ。……仕方ない。こちらは二千人近いからしばらくかかるが、カムヤールに命じてどうにかさせよう」

「よかった。お願いいたします」

　シャフラムは苦笑いして、少し先の大広間で立ち止まった。

「一週間後、王宮内の礼拝堂で婚礼を挙げる。夕方からの披露宴……言うなればおまえのお披露目は、ここで行う」

「はい」

　何も喜ばしくないのに、避けられない宴だ。憂鬱な気持ちでうなずき返し、西側の美しい回廊を渡っていくと、ようやく後宮らしき建物群が見えてきた。

　現在は、正妃と五人の妾妃の他に彼女たちの世話をする女官や侍女、小間使いに近衛騎士と衛兵など、二百人程度の女の園だという。

「この先が後宮の入り口だ。時代と共に増改築されて、建物も庭もそれぞれ様式が異なる。迷うなよ。他の妃のテリトリーに入りこんだら面倒なことになる」

「気をつけます」

　シャフラムは何気なく言うが、目は真剣だ。初日から脅かさないで欲しいと思いながら、サラはその忠告をしっかりと心のメモに書き留める。と、そのとき。

「おかえり、シャフラム」

　蔦模様が刻まれた白い柱の影から、親しげに声をかけてくる男がいた。

　背恰好はシャフラムと同じくらいで、サラよりも頭ひとつ分大きい。濃褐色の髪に瞳、浅黒い肌。過不足なく整った顔立ちや身にまとう雰囲気はシャフラムと似ているのに、軟派な笑顔がそう思わせてくれない。国王を名前で呼び捨てにしても許され、従者を従えているのだから、よほど身分のある人のようだ。見た目だけで判断するならば、遊び人風の貴族の息子といったところか。

「キリアス、おまえはまた仕事を放ってきたのか」

「人聞きが悪いなぁ。ちゃんと部下に任せてきたよ。たったひとりの従兄弟をあまり邪険にしないで欲しいものだね」

　シャフラムと言い合う男をサラはそっと観察した。

　王と同い年の従兄弟について最低限の知識はあったが、どうやら彼がそうらしい。

　ふたりは噂に聞くより親しいようだ。会話の端々から仲の良さが伝わってくる。病弱な王妹──リリ王女の話をするとき優しげな顔になるのが印象に残り、彼らが彼女のことを大切にしているとわかった。

「それで、そのお嬢さんが太陽神の愛し子だね」

　従者を下がらせたキリアスが、ふと視線をサラのほうに向けてくる。キリアスはサラに事情を問うことなく、にっこりと笑った。

「あいさつが遅れてすまない。私はシャフラム陛下の従兄弟で、キリアス・シェイシ・サーディンだ。キリアスと呼んでくれるかな」

　新たに迎える妃の性格を聞いていたのか、気さくな対応にほっとする。

「はい。わたしはサラと申します、キリアスさま。どうぞ名前でお呼びください。よろしくお願いいたします」

　にこやかに名乗り合った、次の瞬間。

「陛下！」

　門兵のいる大理石の門が内側から開き、透け感のある絹衣をなびかせた美女が駆け寄ってきた。

　ロクサーヌだ。

　数日ぶりに見る彼女は、その豊かな胸だけを朱色の布で覆い、肩や背中を大胆にさらけ出している。臍の下から巻いたスカートの両側には深いスリットが入っていて、身動きするたびに柔らかそうな太股が見え隠れした。

　これでもかというほど肌を露出しているのに、恥じらいなど微塵もないらしい。シャフラムもキリアスもまったく動じていないということは、ロクサーヌが妖艶な姿で媚びを売るのは日常茶飯事なのだろう。

「いったい何の用だ」

「サラさまと仲良くしたいのです。出迎えにきてはいけませんでしたか」

　シャフラムの素っ気ない言葉にもめげず、彼女はしれっと答える。それにしても、最初は「おまえ」呼ばわりされていたのに随分と昇格したものだ。

「サラさま、バハール王宮へようこそ。この間は満足にごあいさつできず、申し訳なく思いましたの。シャフラム陛下の妃を代表して歓迎いたしますわ。どうぞ仲良くしてくださいね」

　美しい笑顔を向けられてなお、サラの中では危険信号が点滅している。だからといって無視するわけにもいかず、本音を隠して負けじと微笑み返した。

「ご丁寧にありがとうございます。精一杯、陛下にお仕えしたいと思っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします」

「よい心がけですわ。妃同士で頻繁にお茶会を開いていますから、いろいろ教えて差し上げましょう。ここでの暮らしに慣れてきたら、サラさまもぜひご参加くださいね」

「ええ、そのときは」

　巫女としての習慣が抜けないからと、適当な理由をつけて引きこもろうと思っていたのに、早々に目をつけられてしまったようだ。ロクサーヌを見ていると、本当に妃同士で仲良く親交を深めているのか疑わしいが、今は考えるだけ無駄だった。

「その辺にしておけ、ロクサーヌ。いきなりあれこれ言っても混乱させるだけだ」

「まあ、随分とお優しいこと。よほどサラさまがお気に召したのですね」

　ロクサーヌはこれ見よがしに目を細め、手にした扇で口元を隠し、くすくす笑い出す。そして、また上目遣いでシャフラムを見上げた。

「でも、この方はまだ幼くていらっしゃいますわ。物足りないのではありません？」

　色気と媚を含んだまなざしで王の気を惹こうとする女を前に、ふたりの様子をうかがっていたサラはシャフラムの手をそっと外す。

「サラ」

「もう大丈夫です。貴重なお時間を割いてくださってありがとうございました。案内はサマンにお願いするので、陛下はどうぞロクサーヌさまとお話しなさってください」

　何もシャフラムに付き添ってもらう必要はないのだ。むしろここから先は一緒にいないほうが、彼の妻たちを刺激せずに済む。言外にそう告げて、少し離れたところにいる侍女に目配せした。

（これ以上、目立ちたくないの）

　正式な妃になると、後宮内に専用の建物を持つことを許される。しかし、サラの扱いに困った王宮側は、すでに小さな離れを用意したという。シャフラムの寵愛を競う気のないサラとしては、いきなり出鼻を挫かれてしまい、せめてさっさと引きこもってこれからのことを考えたかった。

「行きましょう、サマン。それでは陛下、みなさま、失礼いたします」

　困惑している侍女を促して、優雅にあいさつする。

「待て。私が……」

「よいではありませんか。サラさまご自身が望んでいるのですもの。ねぇ、キリアスさま」

「ああ、そうだね」

「キリアス、おまえまで」

　憮然とするシャフラムを見てキリアスは今にも噴き出しそうな顔をしたが、サラは気づかないふりをして歩き出す。

　背中に突き刺さる鋭い視線が誰のものなのか、わからないまま────。





◆◆◆






　結婚式は、恙なく終わった。

　もうすでに人々の関心は、大広間での披露宴へと移っている。その期待を裏切らず、いくつかの儀礼的なあいさつが済むと、すぐに華やかな音楽が流れ出した。

　表現豊かな笛や笙に弦楽器、そこに伝統的な片面太鼓などが加わって洗練された音を奏で、とびっきり美しく装った男女の歌い手たちが祝いの唄を高らかに歌い上げる。桃色の衣装と複雑に編んだ髪に瑞々しい生花を飾った舞姫たちも現れ、曲目ごとに代わる代わる踊って色どりを添えた。

　一段高いところに座る王と新しい妾妃、そしてその下に居並ぶ貴族たちの前での晴れ舞台だ。特に優れた者には褒賞を取らせる旨が告げられているため、音楽も歌も踊りも自然と熱のこもったものになる。それを楽しむ宴席では、上質の酒が惜し気なく振る舞われ、小皿に盛られた料理もたくさん運ばれてきた。

　野菜たっぷりのドルマ、新鮮なフルーツサラダ、豆や米をふんだんに使った冷たいスープ、山羊や羊の乳で作った白チーズにハーブとスパイスが効いた肉料理。焼き立てのパンはふわふわで好きな具材を挟んで食べられるように山盛りになっている。熟れた葡萄に真っ赤な石榴、黒オリーブと生姜のコンフィチュールやナツメヤシの蜂蜜漬けなどデザート類も豊富で、薔薇水とレモンやオレンジのエキスを使ったパウンドケーキの他にも、シエラ・バーン山の天然氷を切り出して細かく削り、ヨーグルトと果物を加えて食べる氷菓子まで用意されていた。

　もっとも、どんなに素晴らしいご馳走を前にしようと、花嫁の心はここにあらずだ。無理もない、とシャフラムは思う。

　サラを大神殿からさらって離宮に囲っていたことは、大臣たちにも告げていなかったため誰もが驚いていたのだが、ファルナーズ王女の予言を細部まで知る者を中心にして、速やかに受け入れられた。しかし、サラにとっては違う。

　つい最近まで尊ぶべき巫女だった少女は、自分が誰かに嫁ぐ日が本当に来るなんて考えたこともなかったはずだ。まして、王の妾妃になるなどとは──。

　しかも婚礼の日まであまり時間がなかったため、ふたりの身分を考えると式自体も披露宴も驚くほど質素だ。たとえ夢のような話だとしても、恋愛や結婚にふわふわと憧れを抱いていた彼女の気持ちを、尽く裏切ったことだろう。

　ただ、質素と言いつつ大国の名は伊達ではない。大広間の天井で虹色に輝くシャンデリアの下、艶やかな大理石の床には一枚織の大きな絨毯が敷き詰められ、陶器の花瓶には淡い色の清楚な花が飾られている。そんな空間に静かにたたずむサラは、贅を凝らした純白の花嫁衣装に身を包み、出席者どころか給仕をする使用人や楽師たちの視線までも一身に集めていた。

　ほっそりした身体のラインに沿って流れ落ちるドレスはシンプルで上品、なおかつ淑やかな印象で、クラシカルなレースと幾重にも重なった透明感のあるチュールスカートが、咲きかけの花を連想させる。胸元と背中の開きは大きいのにいやらしさがないのは、まろやかな肌にかかる、光の束のような髪のせいだ。小ぶりの真珠と青金石が散りばめられたマリアヴェールから覗く金色は、爛々と輝く灯りに溶けて煌めいていた。

　シャフラムはいつもどおり婚礼の一切を宰相に任せていたが、カムヤールは主君の預かり知らぬところで、来たるべき未来に備えて準備していたのかもしれない。一仕事終えて上機嫌で杯を重ねる彼を一瞥すると、満面の笑みが返ってくる。シャフラムは苦笑いを浮かべた。

　良い仕事をしたと褒めるべきなのだろう。

　誰も彼もが、サラに見惚れている。

　まだ十五の少女が好奇の視線にさらされながらもたおやかに微笑む様は庇護欲を煽り、そのくせ凛としたまなざしのせいで近寄りがたく、さすが神の娘だと賞賛する声が聞こえてくる。今夜の宴はサラのお披露目が目的なので他の妃は全員欠席していたが、この調子では、王妃はともかくロクサーヌを筆頭に妾妃たちは心穏やかではいられまい。争いの種になりたくないという少女には可哀相なことをした。

　シャフラムとて豊満な肉体の、性技に長けた女に魅力を感じないわけではないのだが、彼女たちは一族の期待を一身に背負い、国母を目指して躍起になって王を閨へと誘う。たまに応じると、自分は特別だと舞い上がり、偉ぶって他者を見下すような姫ばかりなのだ。それゆえ不快な思いをすることが多く、自然と後宮から足が遠のいていた。

　未だに子をなさない王妃を裏で嘲笑っていることも知っている。昔は後宮に目を向けて妻たちのバランスを取ろうとしたこともあったが、この数年はそれもない。むしろ、手をつけたところで後宮に迎えずに済むような身分の女ばかりを優先的に侍らせていた。

　プライドの高い妾妃たちは、たかが愛妾と小馬鹿にしていたが、そんな態度がシャフラムの勘に障ると気づかないのだから滑稽だ。それに比べてサラは、その気になれば王でさえあごで使える立場にいるというのに威張り散らしたところがない。本来の性質なのか、大神殿の教育の賜物なのか、そばに置いてもまったく不快ではなかった。

　しかも彼女は、会ったこともない王妃を気遣う優しさを持っている。理不尽な要求から逃れられないと悟ってからは、こうしてシャフラムの隣で臣下からの祝いの言葉を鷹揚に受けとめ、精一杯、今できることをしようとしていた。

　シャフラムにも神や祖霊を敬う気持ちはある。咲きかけの花を無理やり手折ったことには苦い気持ちを抱いていたし、葛藤がなかったわけではないのだ。ただ後悔はしていない。神の娘などと呼ばれ崇拝されていようと、自分にとってのサラは手の届かない存在などではなく、組み敷いて喘がすことのできる、ひとりの少女だった。

　サラを抱くときの仄暗い高揚感を思い出して、シャフラムは強い酒を一気にあおる。今夜これからまた、彼女の未成熟な身体を凌辱するのだと思うと、気の進まない行為でありながら、男としての本能が疼き、腹の底に厄介な熱が灯った。

　美しくか弱い獲物をこの手で汚し、自分のところまで堕として何もかも奪い尽くしてやりたいという欲求が、どんどん膨れ上がっていく。

　翻弄されるサラを痛ましく思う一方で、彼女に欲情できてしまうのだから、随分とひどい男になった気分だ。いや、実際そうなのだろう。もう一度、サラを抱けることを密かに喜んでいる自分がいた。

　それが優しさに満ちた愛情からだとは言えない。けれど、好ましいから触れてみたいと思う気持ちに嘘はなかった。

　サラは人を誘惑する甘い蜜だ。良い意味でも悪い意味でも、彼女の持つ魅力には十分に注意しなければならない。深入りしてのめりこむようなことがあれば、傷つく者が増えるだけだった。

　そのとき、隣から、ふうと小さなため息が聞こえ、シャフラムはグラスを置いて声をかける。

「どうした。疲れたか」

「……大丈夫です。あなたこそ何を考えてらっしゃったの？　少し、お酒を飲むペースが速くなった気がします」

　長い神殿暮らしで男の影などないはずなのに、どこでそんな仕種を学んだのか、小首をかしげながら問われ、シャフラムはまた喉の渇きを覚えた。

　甘く甘く、トロリとした蜂蜜のような瞳につかまる。本人は警戒しているつもりのようだが、何の牽制にもなっていない。シャフラムからすれば無防備そのものだ。

　そんなふたりの微妙な空気には気づかずに、ほろ酔い気分の大臣が声をかけてくる。

「陛下、舞姫たちの華やかな踊りも素晴らしいのですが、妾妃さまの舞を見せてはいただけないでしょうか」

「わたしの……？」

　急に水を向けられ、サラが困惑するのがわかった。

「名案だね。私からもお願いするよ。駄目かな、サラ」

　シャフラムが答える前に、近くの席に陣取っていたキリアスが追い打ちをかける。軽く睨んでやればグラスを高く掲げ、陽気に祝福の言葉を吐くのだから性質が悪い。

　同い年のこの従兄弟は随分と砕けた性格で軽薄に見られがちだが、実は頭の回転が速く、むやみに本心を悟らせない男だ。今夜はいっそう胡散臭い笑みを浮かべて、祝杯を重ねている。サラが目立ちたくないと思っていることにも気づいているくせに、いったい何を考えているのか。

　そもそも、キリアスがこうして婚礼の宴に出るのは、十年前にシャフラムがエステルと結婚したとき以来だ。あとは仕事を理由に欠席し、またそれが許される立場でもあったから、今回は彼にとっても特別な出来事だと公言しているようなもの。

「君も見たいと思わないか？　シャフラム」

　上機嫌で煽るなと言いたい。しかしシャフラムは、しばらく考えを巡らせてから、好奇心には逆らえずに同意した。

「そうだな、せっかくの祝いの席だ。それもいいだろう」

「おおっ！　真でございますか！」

「何という僥倖だ！」

　いつの間にか聞き耳を立てていた貴族たちから歓声が上がる。大きな祭りでもなければ、巫女の舞など見ることができないためだ。しかもサラは、大神殿の奥宮で行う儀式にのみ参加し、民の前で舞を奉じたことはなかった。

　人々が盛り上がりを見せる大広間の中、ロクサーヌの父である二の大臣と他の妾妃の縁者、そして王宮の使者を務める五の大臣だけが複雑な表情をしている。前者からはサラに対する畏怖と、娘の地位が脅かされることへの不安、焦燥。後者からは長年見守ってきた少女への同情と労わりを感じた。

「サラ、できるな？」

「私などよりずっと美しい舞姫がたくさんいるではありませんか」

「質が違う」

「でも……」

「サラ」

　シャフラムは、つべこべ言わずに貴族たちを黙らせてみろ、と目を細める。サラも自分が試されていると気づいたらしく、ぐっと言葉をのみこんだ。

「陛下が、お望みとあらば」

　彼女が承諾した途端、その場がどっと沸いた。

「いや、楽しみですなぁ」

「演目は何でしょう？　よくある婚礼用の舞でしょうか」

「太陽神の神殿には、かつてエラム妃が伝えた天上の舞があるという話です。おそらくそれでは？」

　酒が入っている家臣たちは、好き勝手に言い合い期待して大騒ぎする。それを眺めるシャフラムは、少しも心配していなかった。神殿の巫女は必ず舞の手ほどきを受けるので、本職の踊り子たちの後でも無様な姿をさらすことはないはずだ。

　シャフラムの合図で舞姫たちが下がると、サラは長いドレスを摘み、ゆったりとした足取りで広間の中央まで進む。文官、武官を問わず、国家の中枢にいる者たちが酒杯をあおる手を休め、四方をぐるりと囲んでひとりの少女を見守っていた。

　一呼吸おいて顔を上げたサラは、人々の好奇の視線にも動じることなく、静かなまなざしでシャフラムを見据える。彼女の変わり様に目を瞠ると、ふっと視線を逸らされ、美しい婚礼衣装がふわりと緩やかな軌跡を描いた。

　笛の音も歌声もない中、真っ白な衣がさやさやと動き、きらびやかな光沢を放って翻る。そのあとを繊細なヴェールと金の髪とが追い駆けた。

　彼女の舞には不思議な力でも宿っているのか、心地よい沈黙が場を満たし、物珍しさから注目していた者たちも息をするのを忘れて見入り、陶酔している。サラが見せたのは宴席向けの華やかな舞とは違うもので、それはシャフラムも知らない型だ。

　王宮では、各地から呼びつけた高位の巫女が奉納舞をする機会も稀にあったが、それらとサラの舞はまるで異なっていた。

（……美しい）

　しかし、それ以上に目を奪われたのは、躍るたびにドレスの裾からチラチラと覗く、すらりとした脚だ。おそらく自分以外の者──あのキリアスでさえ彼女の生み出す空気にのまれて釘づけになっていたが、シャフラムはどうにも集中できなかった。

　しだいに動きが緩慢になり、終息へ向かう。無事に舞いきった安堵感からか、最後に浮かんだ柔らかな笑顔はこの婚礼を喜ぶゆえではなく、彼女を慈しむ神に捧げたものなのだろう。そう思うと、胸の奥がざわついて気分が悪くなる。

「素晴らしい！」

「さすがは神の愛し子と言われる方だ！」

　たっぷりと余韻を残して舞が終わると割れんばかりの拍手が起こり、興奮した面持ちの楽師と本来の踊り子たちが次々に戻ってくる。ただ、決して見劣りするわけではないのに、シャフラムの目には誰も彼もが色褪せて見えた。

（……その娘は神のものではない。私のものだ。私が女にしてやったんだ）

　普通なら、ここぞとばかりに王に自分を売りこむ機会なのに、サラはなかなか戻ってこない。惜しみない賞賛にはにかみ、話しかけられるたびに礼儀正しく受け答えしている。ひとこと、ふたこと言葉を交わし、感心した表情を見せる大臣たちに対して、シャフラムはついに我慢できなくなった。

「サラ、ここに」

　ようやくキリアスの前まできた少女の名を呼び、傍らの空席へ座るように促す。

　だが。

「申し訳ありません。少し疲れてしまったので、そろそろ休ませていただけませんか」

　そんなふうに懇願されて眉間に皺が寄った。

　おそらくサラは、自分が何を言ったのかわかっていない。しん、と静まり返った人々を見て、頼りなげに首をかしげる。先ほどこの場を支配していた少女とはとても思えない様子に、どこからか生唾を飲みこむ音まで聞こえてきた。

「では、すぐに休めるように準備させよう」

　そう言って微妙な空気を木っ端微塵に打ち砕いたのは、一番近くでふたりのやり取りを見ていたキリアスだ。彼がにっこり笑い、手に持ったグラスを祝杯として上に掲げると、それをきっかけに大広間はまた賑やかになる。それぞれ思うことはあっても、婚礼の夜に、王と花嫁の邪魔をするほど無粋な者はいないらしい。シャフラムはため息をつくと、とりあえずサラを下がらせることにした。

「見事な舞だった。私も折を見て抜けるから、横になって待っていてもかまわない」

「どうしてあなたまで……？」

　サラが、何を言っているのだという顔をしたが、シャフラムは無言で広間の隅を指さした。そこでは赤ら顔のカムヤールが、女官長とサラ付きの侍女たちに何か指示を出している。

　あ、と小さな声がして、彼女はようやく失言に気がついた。

　サラは指先が白くなるほどドレスの胸元を握りしめ、じりっと後ずさる。随分と嫌われたものだ。

　シャフラムは今さら何だと思いながら、唇を歪めた。

「サラ、私たちは婚礼を挙げたんだ。初夜を共にするのは当然だろう？」

「わたしは別に……」

「無駄だ。諦めろ」

　人前で揉めるわけにはいかないと言外に告げて、大股で近づき、彼女の腕をつかんで上座から近い出入り口まで連れていく。そこでサマンに引き渡し、初夜に相応しく整えるよう命じると、サラの顔色はいっそう青くなった。

「逃がすつもりはないぞ。私が行くまでに覚悟を決めておけ」

「……っ」

　そうささやいて踵を返したシャフラムは、席に戻る途中で自分を待ちかまえていたキリアスにつかまる。

「大人気ないなぁ」

　わざわざ酒を注いだグラスを持って来たらしく、強引に押しつけられた。

「もっと優しくしてあげればいいのに」

「うるさい。無意識とはいえ、誘ったのは向こうだ」

「彼女はそういう意味で、君に早く寝室へ下がりたいと願い出たわけじゃないのにね。けしかけた私が言うのもなんだけど、少し強引に事を進めすぎじゃないか？」

「私は王としての義務を果たしているだけだ」

「ふうん、義務ねぇ……。そんなことばかり言っていて、いつか後悔することになってもしらないよ」

　酒を飲もうとしたら、不愉快な可能性をささやかれた。つい手を止めると、キリアスはシャフラムが背を向けた出入り口のほうへ歩いて行ってしまった。

　何をする気かと思えば、扉を覆い隠す垂れ布から白いドレスの一部が覗いている。サラは自分がこのあとどういう扱いを受けるのか、もう知っているので、館に戻りたくないとぐずっているのだろう。

　お優しいことにキリアスは、それをなだめるつもりらしい。

「人の気も知らないで……」

　サラも、キリアスも。

　ぞわぞわと、肺の奥底から苛立ちが湧き出てくるのを誤魔化すように、シャフラムは琥珀色の酒をあおった。
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　後宮の最も奥まった場所に建つ蓮の館が、サラに用意された居住スペースだ。

　サマンに先導されてそこへ戻ると、カムヤールと女官長の指示を受けた侍女たちが寄ってきて、あれよあれよという間に磨き立てられた。

「もっと普通の恰好で眠りたいわ」

　真っ白な夜着に包まれた身体を抱きしめ、サラは所在なさげに言う。しかし、当然のように聞き入れてもらえなかった。

「いけません。これでも随分と控え目なほうなのですよ」

「わかってはいるのだけれど……」

　サマンの言うとおり、花風呂に浸かり、全身を香油でマッサージされ、髪には香水を振りかけて丁寧に梳かれていたが、唇に紅を差すどころか頬に白粉さえはたいていない。本当はもっと凝った装いや化粧をしたかったと嘆かれて、サラはばつの悪い思いをした。

　侍女たちは自分の仕事をしているだけなのだ。王の妾妃となった以上、この寝室から逃げ出してしまいたいと思っているサラのほうがおかしい。

　なのに、どうしても心細い気持ちを隠すことができなかった。

「……もう下がってしまうの？」

「はい。いつものように隣室にて控えさせていただきます。ご心配なさらずとも陛下は優しくしてくださいますわ」

「本当に、またあんな恐ろしいことをするのかしら？」

「大丈夫です。陛下にお任せしていれば、きっとすぐに天にも昇る心地になれます」

　まったく慰めにはならないことを言われ、言葉に詰まる。サマンを先頭に数人の侍女が出て行くと、ますます不安な気持ちがせり上がってきた。

　初めてのとき、とても痛かったのだ。裸を見られるのも恥ずかしい。

　肌触りの良い夜着は柔らかな生地のため、身体のラインが浮き出ている。襟ぐりと胸元に刺繍が縫いとめられているだけのシンプルな衣は、自分の性を強調されているような気がした。リボンを解かれたら、きっといとも簡単に剥ぎ取られてしまう。

「あんなの、もういや……」

　サラは上擦った声で呟いた。

　寝台の脇のテーブルには香炉が置かれ、夜香木の官能的な香りが部屋中を満たしている。完璧なお膳立てに恐怖心を煽られて、逃げよう、と身体が動く。大きな寝台から降りて音を立てないようにバルコニーの扉を開けると、そのまま蒼白い月に照らされた庭へ飛び出した。

　まさか王自らが熱心に求め、その熱意にほだされて応えた──相思相愛だと伝わっている──神の娘が初夜に逃げ出すとは思っていないのか、警備はさほど厳しくない。後宮という場所柄、建物と建物の間には十分な距離があり、美しい庭を抜けてどこへ向かってもいずれ高い壁に突きあたることはわかっていたが、サラは振り返らなかった。

「どこか、壁が壊れている場所があるかもしれない」

　シャフラムのことを考えると足が止まらない。もう少し、あと少しと進んでいく。しばらくしてよく整えられた茂みを越えると、薔薇の咲き乱れる庭園に辿り着いた。

　アラベスク模様のガーデンアーチには蔓植物が絡みつき、広大な庭を十字型に区切る水路の水面に綺麗な影が映っている。まるで物語のような光景に魅せられてふらふらと近づけば、水を噴き上げる噴水の向こうから声がした。

「誰かいるの？」

「……ぁっ……！」

「人の気配がするかと思えば……、あなた、その金の髪……新しい妾妃の方ね？」

　淡い月明かりの下、サラは美しい花々さえ霞んでしまうほど麗しい女をポカンとしたまなざしで見つめる。

　腰まである長い黒髪に、水底のような藍色の瞳、眩しいほどに輝やいている琥珀の肌……。

　サラは、彼女が何者であるのか悟って蒼ざめた。

（シャフラム陛下のご正妃──エステルさま……！）

　後宮の妃はロクサーヌを筆頭に美女揃いと聞いているが、この人は別格だ。

　美貌の王妃は、落ち着いた色の絹衣を揺らめかせて近づくと、ただ立ち尽くしているサラの前で足を止めた。

　どうしていいか、わからない。

　婚礼を挙げるまでは正式な妃ではないからと、彼女にあいさつをする機会がなかったのだ。相手が妾妃なら向こうがサラの館まで足を運んで当然だが、一国の王妃ともなれば体面があるため、未だに『神の娘』と『正妃』のどちらが相手のもとへ出向くべきかで貴族たちは揉めているらしい。

　ぐるぐると思いを巡らして混乱していると、そんなサラの気持ちを読んだかのように話しかけられた。

「離宮に囲うならともかく、本当に陛下も思いきったことをされたわね。ここは大神殿とは違うことばかりで驚いたでしょう？」

「は……、はい……」

　シャフラムが一目置いているだけあって、さすがにエステルはロクサーヌとは違う。緊張するサラを怖がらせないように優しい声で尋ねてくる。彼女の人柄が人づてに聞いたとおりなら、自分はなんて最低な役目を押しつけられたのだろう。

「サラさま、とお呼びしてもいいかしら？」

「もちろんです」

「ありがとう。では、わたくしのことも、どうぞエステルと名前で呼んでください。みんなかしこまってしまって、少し寂しかったの。あなたなら、そこまで尻込みなさらないと思ったのよ」

「エステルさま……」

　自分より背の高い王妃を見上げると、あやすように肩を撫でられた。その指先は、ほんの少し熱い。

「肌がひんやりしているわ」

「しばらく外にいたので、冷えたのかもしれません」

「まあ。ずっとおひとりで？　こんな時間に供も付けず、夜着で出歩くなんて褒められたことではないけれど、まだ心が追いついていないのね」

　図星を指されてうつむくと、ぽんぽんと慰めるように背中を叩かれた。

「咎めたつもりはないの。急に生き方や環境が変わったのだから、仕方ないことよ」

「でも……、陛下の妃として……恥ずべきことだと思います……」

「ああ、ほら。そんな顔をなさらないで。それに申し訳なく思っているのはわたくしのほうだわ。わたくしは陛下の御子を産んで差し上げることができないから、あなたに期待するしかないの。辛いお役目かしら？」

　悲しげな物言いにはっとして顔を上げたが、どんな言葉をかけたらいいのだろう。今の自分が、愛する人の子供ができずにいる王妃を慰めるのはおかしい気がする。

　口ごもっていると、エステルに両手を取られ、ギュッと握りしめられた。

「自分たちのことなのだから、もうわかっているわ。わたくしが陛下の御子を身ごもることは難しいでしょう。サラさま、華やかな暮らしはお嫌い？　大神殿へ帰りたい？　あの方を愛する可能性は少しもないの？」

「エステルさま!?」

「お願い。もし可能性があるのなら、どうかわたくしたちの望みを叶えて。あなたにしかできないことなの」

「そんなっ……」

　むちゃです、と言いかけたとき、

「何の話だ？　まさかとは思ったが……、サラ。おまえはこんなところまで来ていたのか」

　突然ふたりの会話に割って入る声があった。

「陛下！」

　慌てて振り向く前に太い腕が身体に絡みつき、バランスを崩してよろめく。それを支える男はびくともしなかったが、彼から強い酒の香りが漂ってきて一瞬めまいがした。

「よくわかりもしない後宮をふらふらするな。ここは王妃専用の庭だ。警備の者に見つかれば、警告なしに斬り捨てられていたかもしれないぞ」

「えっ」

　シャフラムの叱責に驚いて周囲をうかがう。確かに、サラがいるのはどこよりも立派な庭の一角だ。明るい太陽の下で見たら、たぶんもっと素晴らしい。そこへこんな遅くに侵入するなど、非常識にも程がある。下手をすれば大事になっていた。

　シャフラムに抱きすくめられたまま、サラは二重の意味で消えてしまいたくなる。国王夫妻が冷静なだけに、ひとりで怖がって逃げて失態を犯すなんて恥ずかしい。

　第一、婚礼を挙げた今、夫である国王を拒むなど、あってはならないのに──。

　自分を挟んで対峙するシャフラムとエステルはお似合いだ。サラはそんなふたりの間に割りこむ形になった自分自身が許せない。せめて一刻も早くシャフラムから離れたくてもがいたが、それも叶わずに声を上げた。

「陛下、離してください！」

「なぜだ」

「王妃さまの前です」

「わたくしは気にしないわ。ここはアステュアの後宮で、陛下はあなたの夫でもあるのよ」

「覚悟しておけと言っただろう」

　エステルは穏やかに諭し、シャフラムは聞き入れてくれない。それどころか彼の腕に抱き上げられて驚愕した。

「何をなさるのですか!?」

「自分の恰好をよく見てみろ」

「あ……わたし、裸足で……？」

「行くぞ」

「陛下っ」

　慌てて下ろしてくれるように頼んでも無駄だった。

　静かに見送る王妃を置いて、館まで連れ戻される。そこに主の不在を知って気を揉んでいた侍女や騎士がわらわらと駆けつけ、ほっと胸を撫で下ろすのを見て、サラはいたたまれない気持ちになった。

「陛下、サラさまはいったいどちらにおいでだったのですか？」

「王妃の庭だ。どこまで行くつもりだったのか知らないが、偶然迷いこんだらしい」

「まあ！」

「サマン、今夜はもういい。呼ぶまで下がっていろ」

　シャフラムは何事もなかったかのように命じて、やはり説明もないまま奥へ進む。みんなあっさり引き下がったが、サラはそうはいかない。自分が必要とされるのは後継ぎを作るためだと知っているから、このままではまた恐ろしい目に遭わされるに違いなかった。

（あれ……？）

　焦燥感に駆られていると、なぜか寝室を通りこして湯殿へ連れこまれていた。

「陛下……？　湯浴みを……されるのですか？」

「何を呆けている。おまえも入るんだ。私は泥だらけの女を抱くつもりはないぞ」

「わ、わたしも一緒に？」

「ああ」

　目の前には、楕円形にくり貫かれた大きな浴槽が三つ並んでいる。いつでも使えるよう温かな湯が張られたその中のひとつに、サラはポイッと放りこまれた。

「きゃあっ！」

　オレンジの香りがするお湯が飛び散った。目をつむり、小さく咳きこんで濡れ鼠のようなみっともない姿でふるえていると、大きな手がそっと背中を撫でていった。

「やっ、いやらしく触らないで……」

「だったら煽るな」

　どこか官能的な手つきに怯えて身をよじったが、シャフラムは止めようとしない。そして、容易く唇を奪われた。

「んッ……ぅ、んん……ッ」

　婚礼のときの誓いのキスとは違い、生々しい口づけだ。焦りと興奮でサラの口内は熱くなっていく。シャフラムは怖がって逃げる舌を追い駆けまわし、しつこくねぶって弄ぶと、最後はまた自分好みのキスを覚えこませようとした。

　苦い、酒の味がする。このままでは酔ってしまいそうだ。

「……ぁっ……ふ！　んっく……っ、ンンっ」

　サラは長い長い口づけに意識を朦朧とさせながら、苦しさの中に混じる快感を見つけて戸惑った。

（また……っ、ど……して？）

　シャフラムとするキスが気持ちいいことは、もう経験として知っている。なぜ感じてしまうのか、どうして彼は自分の弱い部分がわかるのか、不思議でたまらない。

「ひぁっ……ふ、はぁ……っ」

　他人の熱に慣れない身体は些細な刺激にも敏感だ。

（わたし、またこの前みたいに……なし崩しに抱かれてしまうの……？）

　そんな思いに囚われた途端、言葉にできないほどの絶望感が襲ってきた。

「諦めはついたか？」

　シャフラムは急に抵抗を止めたサラの胸をつかみ、やわやわと揉み始める。肌に張りつく夜着を掻き分け、薄桃色の乳首を口に含んで歯を立てられると甘い声が洩れた。

「やぁんっ」

　快感が走って、サラの肢体が大きくふるえる。そこをすり潰すように愛撫し、弾力のある舌先で何度も弾かれると呼吸が荒くなった。

　つんと上向いた乳首はたっぷり唾液をまぶして弄られ、芯が通ったように硬くなる。サラは熱っぽい吐息と上擦った喘ぎをこぼしながら、逞しい肩を押す手に力をこめる。わざと爪を立てても、シャフラムに堪えた様子がないことが、悔しかった。

「あ……あ、やっ……なの。わたしっ……ぁ、あ、ちが……のに……」

　心とは裏腹に恥ずかしい声が出てしまい、耳の先まで赤くなる。もっと甘ったるく喘げとばかりに吸い上げられ、腰のあたりが重く痺れた。

「サラ」

「うあっ……ぁんっ」

　ちゃぷん、とお湯が波立つ。シャフラムは、胸を揉んで乳首をねちねちいたぶるだけでは足りないようだ。くたりとしているサラをお湯から上げて、滑らかな石縁に座らせる。もちろんそれで許すはずもなく、彼は浴槽に腰を下ろしたままサラに悪戯を仕掛けてきた。

「え、あっ……へい……か、ひぅっ！」

　一瞬の隙を突き、シャフラムはサラの太股をひと舐めする。そして、サラが胸元へ引きつけようとした足をつかまえ、ぐっと左右に押し開いた。

　恥ずかしい眺めだ。ぐっしょりと濡れた下着が肌に張りついて、大切な部分の色や形がうっすらと透けて見えている。シャフラムはサラの悲鳴を聞き流すと、変色した下着の上から艶めかしい吐息を吹きかけてきた。

「やっ、近い……っ」

「せっかくお膳立てされた初夜だ。痛まないように奥までしっかり舐めてやる」

「んっ、ぁ、だめっ、そんなの……いや……っ！」

　シャフラムはサラの秘処に張りつく布を毟り取り、両手の指でまだ初々しい色の陰唇をくつろげる。粘ついた音がして息をのむと、薄く笑いながらピンク色の肉芽まで一気に舐め上げられた。

「ひ──ぃっ、あ、ア、あ……ッ！」

　ぬるり、ぬるりと、続け様に舌が滑る。赤い唇からこぼれた声は、淫らな刺激を拒絶しているのか、素直に悦んでいるのか、サラ自身にもわからない。甘酸っぱいオレンジの湯気で湿った黒髪が自分の下腹部をくすぐっているのに、相変わらず現実感がなくて、悪い夢でも見ているのではないかと思ってしまう。

　それでも無防備な雌芯をぬろぬろとしゃぶられ、膣内からはしたないほどの蜜があふれてくると、よけいなことは考えられなくなった。

「サラ、わかるか。中から濡れてきた」

「やめ……っ、ゆ、指入れちゃ……いあぁっ、くぅっ……」

「どこが駄目なんだ？　根元まで美味そうに咥えておきながら、嫌なのか？」

「やっ、やっ、ぬきさしぃ……あぁっ……」

　一番弱い場所にキスしながら、骨張った指で中を弄られると甘苦しくて辛い。でも初体験のときに比べれば、だいぶ痛みが薄れてきている。シャフラムは無理やり押しこんだ指でくちくちと膣内を拡げ、尖らせた舌を這わせ始めた。

　緩急をつけた愛撫のせいで下腹部がぷるぷるふるえ、彼の中指を含んだ肉粘膜がきゅうっと狭まる。そこを、さらに丁寧にほぐしながら時折わざと音を立てて穿たれた。

「いあぁっ、やだっ……なか、もう……ぁんっ、ン！　ああ、はぁ……っ」

　下肢に快感も痛みも集中している。サラの身体は爪先までピンと張り詰め、柔らかくなってきた秘裂の奥から、とろとろと快楽の蜜を垂らしてわななく。無遠慮に指を増やされると涙が出てきたが、いやらしい粘着音が響くほど激しく抽送されても、まだどうにか耐えることができた。

「い……はぁっ、ぁ……うぅ」

「どうだ。奥のほうが熱くなってきただろう？　中がうねって、こうして抜くときも、嫌だ嫌だとわがままを言って縋りついてくる」

「ひゃっ、あんッ」

　サラは眉を寄せて頼りなく首を振る。太い指を二本も突っこまれているのに、期待感から膨らんだ肉芽を親指の腹でコリコリと転がされると、苦しさよりも快感の割合が大きくなって混乱した。

「も、や……っ、へい、かぁ……っ」

「シャフラムと呼べ。おまえは私の寵妃になるのだから、特別に名前で呼ぶことを許してやろう」

「う、ぁ……んくっ、ふぁっ……シャフラムさまぁ、ゆび、いやっ……抜いてくださ……」

「もっと擦って欲しい、の間違いだろう？」

　シャフラムは伸び上がってサラの耳元へ唇を寄せると、この先の行為を唆すようにささやく。骨ばった二本の指がビクビクしている膣内を強めに引っ掻いた。

「やあっ、おかひっ……変になっちゃ、ふ……ぁ、あっ、あ」

　敏感な肉粘膜を指腹で何度も何度も擦られ、その甘く切ない刺激に自然と腰が揺れそうになる。サラは次々とあふれてくる声を抑えることができなかった。

「そろそろいいか」

「ぇ……、ぁ……っ！」

　翻弄されるサラを尻目に、秘唇を苛めていた指が離れていく。シャフラムはおもむろに夜着を肌蹴けると、雄々しく勃起した肉棒の先端を、うっすらとほころびかけた花びらにあてがった。

「い、いやあっ！　そんなの無理……無理です、怖いの……！」

　今にもググッと沈みこみそうな、硬い雄の感触。柔らかな肉孔を抉じ開けようとする昂りの大きさに、子宮まで犯された記憶がよみがえり、小さな身体が硬直する。

　とろけそうな快楽も消え去って、涙腺が壊れたように涙があふれ出した。

　しかし、シャフラムはサラの言葉に耳を貸そうとしない。

「おとなしくしていろ」

「やっ……入れ、な……ぃっ、あ、ぁ──！　はっ……あ、あぁっ……！」

　太い肉茎が潤んだ花びらを歪ませながら内部へ侵入してくる。腰を抱き寄せると同時に突きこまれ、サラはその衝撃に息を詰めて背筋を弓なりに反り返らせた。

　腹の奥が引き攣る感覚を恐れ、ぎゅう、と膣洞が収縮する。

「いた……痛ぁいっ……う、ぁ……っ！」

「これだけ時間をかけてもまだ狭いな」

　今夜は手加減する気がないのだろう。シャフラムはサラの尻をつかみ、そのまま押し倒して最奥まで一気に貫く。

「あぁッ、あ……ぁあっ……！」

　脳裏がぱっと赤黒く染まって、ぽろぽろと大粒の涙がこぼれ落ちる。精緻なタイルの床にぶつけた背中より、シャフラムと繋がったところのほうがジクジクと痛んで、裂けてしまうかと思った。

　まだ三度目なのだ。成熟した身体を持たないサラに大人の男の相手を務めるのは辛い。

　だが、シャフラムは熱い昂りを根元まで挿入しきると、猛々しい腰使いでピストンを開始する。お互いの恥骨がぶつかり、サラは狭い膣内を強引に拡張されていくような圧迫感に呻く。何度も何度も往復する雄芯の硬さに怯えて、全身にふるえが走った。

「ひあっ！　うご……かっ、ないでっ、だめぇ……っ」

　うわ言のように繰り返すサラをよそに、シャフラムは剥き身の肉杭を最奥まで届かせる。それがコツンと奥にあたるたび強い衝撃を感じて、ヌルヌルの膣襞が複雑にざわめいた。

「は……、わかるか？　いやらしく吸いついてくる……」

「うぅっ……」

　シャフラムは濡れて張りつく髪に口づけると、ぐったりしているサラを抱き起こして膝の上に乗せる。そのせいで今までとは貫く角度が変わり、自らの体重で太い陰茎を咥えこむことになった。

「い……あぁっ……！」

「サラ」

　華奢な首筋を強く吸って、乳首を弄りながら突き上げられ、うっと仰け反る。ぬちゅぬちゅと腰を揺すりながら、指の腹で硬くなった肉粒を弄られると、こわばった身体から力が抜けていった。

　そっとこめかみにキスをされて甘えた声がこぼれ出す。肉奥の扉にぐいっと押しつけられた亀頭に優しく突き上げられると、淫らな粘膜がそれを離すまいと縋りついた。

「や、いや、あっ……ぅごく、の……やぁ……」

　抽送のたびに少しずつ痛みが薄れていき、むず痒さへと変化していく。

「いい具合だ。また中からあふれて……、この涎の音が聞こえるだろう？」

「ひっ」

「それに、ほら。私に動いて欲しいと健気に締めつけてくる。可愛らしいものだ」

　いつしか感じやすくなってしまった身体は、低い笑い声にも反応した。彼のものを咥えこんだ穴を卑猥な音を立てながら掻きまわされ、強烈な快感がサラを襲う。腰をがっちりつかんで穿たれると、膣全体がきつくすくんで肉棒を締めつけているのがわかった。

「い、いや……ああっ、ふぇっ、うぅ許して……あ、ぁ……はあっ」

「ちゃんと中でも感じているな」

「ひいッ、い、いやっ、あ、あ……あっ」

　シャフラムは敏感に反応した部分を大きなストロークで擦り、ゆっくりと戻っていく。彼は雁首をしゃぶるような締まりを振りきって、膣の浅瀬を何度も繰り返しえらでいたぶると、奥が寂しくなった頃合いを見計らって一息に突き入った。

「は、あ……ぁい、や、やぁ……っ！」

　敏感な子宮口がうずうずと疼き、膝頭がふるえる。とろとろにとろけた膣内も痙攣し始めていた。

「もうイきそうなのか」

　絶頂の兆候を感じたシャフラムは、肉棒を膣深くねじこんで淫らな反応を見せた子宮口を突き上げ、その奥にまでいやらしい刺激を送りこむ。

「このままここで出して、もっと気持ちよくさせてやる」

「待っ……め……ッ！　ひあぁっ、あ、ぁッ　な、中はだめぇ……っ！」

　何とか咥えこんでいる雄が、ビクビクと脈動し、もう一回り大きくなった。

「赤ちゃんっ……、シャフラムさま……のっ、あかちゃ……いやぁあっ！　に、妊娠しちゃう……ぅっ」

　いやいやと嫌がったが勢いよく太いものを引きずり出され、また荒々しくねじこまれて視界が真っ白に染められていく。繋がった場所から衝き上げてくる絶頂感で意識を飛ばしそうになりながら、サラは逞しい身体にしがみ付いた。その直後。

　強い快感で脳を灼かれる。亀頭が子宮口を小突き、腹の底から湧き起こる感覚にのみこまれた。

「やっ、や、あ、あっ、ああぁ──ッ！」

　サラは甲高い艶声を響かせて、きゅんっと膣壁をわななかせる。シャフラムもその強烈な締めつけに獣のように唸ると、結合部をグッと密着させたまま慾液を吐き出した。

「あ……あっ、ぁ……ひ、んっ、あ、ぁ、あ……ッ」

　ビュクッ、ビュクッと精液が飛び散って、二度、三度と子宮口を穿ち、熱い子種が奥の奥まで流れこんだ。

「……ふ、腰が……っ、とろけそうだ……っ」

「や……はぁ……っ、出て……出てるぅ……う……ンっ」

　たぷん、と粘り気のあるものが腹の中に溜まっていく。けれど、じんわり広がる熱を厭うどころか、なぜか恍惚を感じてため息をつくと、優しく抱きしめられた。

　シャフラムはすぐに身体を離すことなく、ビクビクと小刻みに痙攣するサラの下腹を撫でてくる。

「ああ、女の顔になったな。そんなに悦かったか？」

　意地の悪いことを、笑い声混じりに訊かれた。

　サラは達したばかりでろくに頭が働かず、トロリとしたまなざしを彷徨わせる。彼の笑みが一段と濃くなり、ふと何かを嘲笑うような表情にさえ見惚れてしまった。

（だめ……こんなのだめなのに、すごくきもち……。きもち、いいの……）

　初めて味わう膣内での絶頂感。その感覚が強烈すぎて、何も考えられなくなってしまう。

　やがてゆっくりと雄芯を引き抜かれ、赤く充血した膣口から白く泡立った体液がドロリと垂れ落ちてくる。サラは未だ夢から醒めない心地で、その感触に熱っぽい息を吐いた。





◆◆◆






　放心しているサラを抱きかかえて湯に浸かる。しかし、落ち着くどころかぽろぽろ泣き始めたので何かと思えば、最初に出てきた言葉が「ごめんなさい」だ。エステルと言葉を交わす機会があったから、なおさら彼女に申し訳ないと感じたらしい。

　そこに愛がなくても自分が誰の妻になったのか、サラはわかっているのだろうか。

　いつまでも認めようとしないなら嫌でも理解させてやろうと、シャフラムは彼女にとって残酷な仕打ちを思いついた。

「バルバード、そこにいるか」

「はっ」

　サラを連れて寝室へ戻ると、警護のために外に控えている騎士を呼ぶ。シャフラムにされるがままだったサラも、寝台の上で何事かと大きな瞳を瞬かせた。

「王妃を呼べ」

「……今、こちらへ？」

「ああ。サラと共に侍らせる」

「初夜に、よろしいのですか？」

　よりによって王妃を妾妃と同列に扱うのかとバルバードは珍しくうろたえ、苦渋に満ちた顔をしたが、シャフラムは平然としたものだ。

「エステルはこの程度のことには動じない。そもそもサラは何のためにここにいる？　私の子を孕むためだ。なのに王妃に申し訳ないなどと見当違いのことを言うから、あれがどれだけ喜んでいるのか見せてやる。──呼んでこい」

「……っ、かしこまりました」

「い、いや！」

　紗の向こうの影が薄くなり、足音と扉の閉まる音がする。シャフラムの命令を聞いて我に返ったサラは、身体をよじってもがいた。

　しかし足首をつかんだシャフラムに、ふたたび奥まで犯されておとなしくなる。

「く……あっ、ア……あ、はぁ、あん……っ」

「躾も兼ねて朝までたっぷり可愛がってやる」

「……ぃ、や……シャフラ……さまぁ……っ」

　こんな恥ずかしい姿を人目に、しかも高貴な女性にさらすなど冗談ではない。王妃だって不快に感じるはずだ。そう、サラの瞳は訴えてくる。

　だが、シャフラムは意に介さない。

　ふたりとも自分の妻であり、ここはシャフラムのための後宮だ。王女として生まれ育ったエステルが、今さら夫が他の女に手を出したくらいで嫉妬することはないと確信している。

「陛下、お呼びでしょうか？」

　サラと繋がったままシャフラムが緩慢に腰を揺すっていると、エステルが侍女を伴いやってきた。

「ああ。こっちに……もっと近くに来い」

「ひっ、やあ……っ！」

　彼女は侍女を下がらせ、少し困った顔をして紗のカーテンをめくる。緊張したサラが痛いくらいに締めつけてきた。

「ゃめ……ぁ、うぅっ……」

「どうだ、エステル。サラはすごいだろう？　こんなに小さな穴で私を咥えこみ、離そうとしない」

　寝台の上で胡坐をかいたシャフラムは、そこにサラを座らせて背後から貫いている。彼女の膝の裏を支えて大きく脚を開かせると、そのまま前に滑らせた手で濡れた秘花をくつろげた。

　太いものを根元まで咥えこんでいる様子が丸見えになる。

「いやあっ！　見ないでっ、おねがっ、見ないでくださ……ぁあんっ！」

「もう奥まで私のものだ。中は狭いのに柔らかくて……ほら、ここ……特にここが弱い」

「んあっ、あ、あ、あッ！」

「少し突いてやっただけでこれだ。グチャグチャにされると気持ちいいな？　サラ」

「ひゃぅ、く……ふぁっ、あぁんっ！　もぉ……やぁっ、ううっ、ふぇ……っ」

　しつこく突き上げると、すっかりほぐれた膣内は素直に反応する。すでに精液をたっぷり注いでやったため、多少強引でも痛みはないようだ。シャフラムはドロッとあふれ出してくる白濁をもう一度押しこむように腰を使い、うぶな身体を淫らに作り変えていく。

　そうして絡まり合うふたりを前に、エステルはただ、じっとこちらを見つめていた。その瞳に映るのは嫉妬ではなく、力強い腕に抱かれることへの強い羨望だ。

「サラ」

　シャフラムは後ろから小ぶりの乳房を鷲づかみ、見せつけるような手つきで揉みしだく。硬く尖った乳首を転がし、同じように下肢の肉芽を指で刺激してやると、ふたりの体液で潤った膣内がキュンッと甘く締まった。

「あ、あっ、やめ……ぇっ、ひ、うぅっ」

　サラの金色の目は、庭で別れたときと何ら変わらない王妃の姿を映している。一瞬あらわになった感情さえ綺麗に包み隠し、凪いだ瞳を向けられるとよけいに不安を煽られるのか、恐れと快楽の両方で幼い身体はいっそう敏感になった。

　しばらく様子を見ていたエステルが、シャフラムの意思をくんで艶然と微笑む。

「ここにたっぷりと注いでいただいたのね」

「エステル……さま……？」

「ああ、こんなに怯えて。とても合意のあるようには見えませんわ」

「そう言うな。この娘は私よりおまえを慕っている。野心もない。快く受け入れるなんて無理だろう」

　シャフラムは湿った金髪を撫でつけて、白いうなじに口づけながら、中に溜まったままの精液を掻き混ぜるように腰を動かした。

「……っ、やめ……いやあっ、あ、あぁ……」

「今さら隠す必要もあるまい。なあ、エステル」

「ええ、よく見えます。今度こそ本当に……あなたの種で孕んでしまうかも」

「んあぁっ！」

　薄桃色の乳首に、エステルの歯がぐちりと食いこむ。サラの顔は見えないが、きっと金色の瞳を見開いているのだろう。寝台に上がりこんだエステルが、シャフラムと一緒になって自分を弄っているのだから、無理もない。

「え……な……あ、あ!?　は、ふ……やめっ……ぁ、あっ」

「おまえは拒むくせにいやらしい。そんな甘い声で喘いで、同時に何ヶ所も責められるのが好きなのか？」

「ちっ、ちがっ……、く……んんッ、はぁ……っ」

　羞恥心を煽った途端、とろとろにとろけた肉襞が、粘ついた糸を引く太幹にいっそうねっとりと絡みつく。シャフラムが大きく腰を引いて深々と突き上げるたびに、サラの膣内は征服される悦びを感じて淫らにうねった。

　王と王妃の両方に弄ばれて、なめらかな背中が美しく波打つ。太い肉棒が出入りする穴は、もうどうしようもないほどグチョグチョだ。ギリギリまで射精を堪えながら、腰を突き上げ、子宮を圧迫してさらなる悦楽を与えていく。

「ひぁっ！　そ、そこっ……コツコツしちゃ、ぃやあぁ……っ」

　閨での経験が乏しいせいか、サラは自分がまた絶頂を迎えようとしていることに気づかない。子宮口を突き上げると最初は痛がって泣いたことも忘れ、シャフラムの胸にもたれかかった身体を大きく仰け反らせた。

「あ、はぁっ、あ、だめ……だめぇっ……アッ、あ、いッ……はぁあっ……！」

　中がきつくすくみ、一呼吸おいてサラが極まりの声を上げる。すると、彼女の得ている快楽の大きさを知らせるように、媚肉の奥からさざ波のような痙攣が伝わってきた。

　シャフラムも限界が近い。イッた直後に特有の収縮で陰茎を絞られ、否応なく射精感が高まる。それに気づいたエステルが、少し悲しげな顔をして白い腹を撫で始めた。

「さあ、陛下。ここに種付けしてくださいませ」

「やだぁ……や、ひぁあああぅっ！」

　サラはぶるりと身体をふるわせたが、子宮口にゴツッと亀頭をぶつけてやると吐精の瞬間を待ち望むように膣内がヒクつく。シャフラムは、彼女の意識が王妃にばかり向くのが面白くなくて、指を伸ばして淫裂をなぞり上げ、ぷっくり膨れている雌芯を集中的に可愛がってやった。

「んあっ、あっ、ぁっ……んっ、あぁ……」

「なんだ、こんな奥までヒクヒクさせて。ちゃんと孕む気があるんじゃないか」

「シャフラムさっ……ひゃうっ、んッ……んんぅッ」

　意地悪な愛撫のせいで、サラはもう、やめて、と言えなくなる。シャフラムは暗い笑みを浮かべ、一番深い場所に欲望を出し尽くそうと獰猛な動きで粘膜を擦った。

「出す……ぞ……っ」

　同時にサラを何度目かの絶頂へと追い上げながら、その激しさに波打つ身体を抱きしめ、そのまま奥のほうで果てる。

「あっ！　はっ……うぅぅっ……ンっ、ああぁ、あぁっ！」

　サラは熱い飛沫の生々しさに喘ぎ、耳の後ろにかかるシャフラムの吐息にさえ感じて身悶えた。

　とろけきった媚肉がぬめぬめと吸いつき、シャフラムも堪らずに腰を押しつける。エステルに受精の瞬間を見られているかもしれない──と、そんな可能性を考えながら、ふたりでなければ決して得ることのできない淫らな快感に浸った。

「あ、ぁ……」

　健気に耐える身体を押さえつけ、トントンッと何度も小突いた肉奥の扉に亀頭を咥えこませながら、時間をかけて最後の一滴まで吐き出す。鮮やかな桃色の膣襞もその奥の子宮の中も、自分のもので真っ白に汚してやりたかった。

「はっ……はぁっ、はっ……やあっ、だめ、も……くるし……ようっ」

「サラ……」

　大きな波が引いても小さな絶頂感が収まらないのだろう。まだ萎えていないものを半分ほど引き抜くと、サラは安堵感と喪失感とが複雑に入り混じったような喘ぎを洩らした。

　それを見咎めたのは、エステルだ。

「いけない子ね……。ちゃんと飲みこまなくては駄目よ」

「ぅぐっ、ふぅうっ……!?　んん……っ」

　彼女はサラの肌を滑る精液を指先ですくうと、さも当然とばかりに上の口へ含ませる。青臭い臭いと独特の苦みに呻く声を聞いて、そこまでしなくてもいいと思ったが、サラは子猫がミルクを舐め取るように舌を絡め、小さく喉を鳴らした。

　ふたりがかりで責められて、ひどくされたくなければ逆らってはいけないと委縮してしまったのかもしれない。シャフラムは頑張って耐えたサラを労うように、まだ繋がったままの身体を前方に倒すと、ゆっくり身体を離してやった。

　薄く開いた割れ目からは、どろっと大量の精液が垂れて落ちていく。

「どうだ？　また私に中で出されてイッた気分は」

「はぁ……はっ、ん、しらな……知り、ません……」

　サラはぐったりした様子で、くしゃくしゃのシーツに泣き顔を押しつけた。

「今夜は随分とよがっていたじゃないか。エステルの前でするセックスは気持ちよかったんだろう？」

　彼女は体内に精液を放出されて達する顔を、美しい王妃に見せつけたのだ。シャフラムは、この細腰でよく受け入れられるものだと感心しながら、揺さぶられて快感にむせび泣き、自分のもので高みへ昇りつめたサラにささやかな愛しさを感じた。

「サラ、これでおまえは名実ともに私の妃だ。ここにいる限り、そのように振る舞え」

　絶対に逃がさないし、どう足掻いても二度と巫女には戻れないのだ、と。この身体はシャフラムに所有され、神どころか彼女自身のものですらないのだと教えこむ。

「ふぇ……っ、ん……んっ」

「サラ……」

　小さな嗚咽が聞こえ、シャフラムは汗の浮かんだ横顔に口づけていた。

　サラが汚れた太股をすり合わせていることに気づき、ひっそり笑う。随分と素直な身体だ。足りないのなら、いくらでも付き合ってやる。自分はサラを孕ませるために、こんなひどいことをしているのだ。回数を重ねることに不都合はない。

「エステル、おまえはもう部屋へ戻れ。遅くに呼び出してすまなかったな」

「かまいません。サラさまはどうなさいます？　もうお相手はできないようですが、他の者を呼びますか」

「いや、曲がりなりにも初夜だ。立場を理解させるためにも、少し休ませてからまた相手をさせる。それとも、おまえが代わるか？」

「遠慮させていただきますわ。今夜あなたを独占する権利はその方のもの。わたくしが陛下の御子を心から望んでいることは、これでサラさまも理解してくださったでしょう」

「では、バルバードに送らせる。外にいるはずだ」

「はい」

　そう言ってうなずくと、エステルはぐったりしているサラの頬に口づけ、ひとこと、ふたこと労いの言葉をかけて、濡れたまままとわりついている衣をすべて脱がせてしまう。あっという間に全裸にされたサラは、静かに去って行く王妃の背中をぼんやりと見つめながら、また小さくしゃくり上げた。










第四章　策略の王宮






「……はい、結構でございます。どうぞお腹をしまってください」

　最後にたっぷりと時間をかけて腹部の診察を終えると、サラ専属の宮廷侍医マーナ・パナヒは見るからに安堵の表情で一息ついた。

　シャフラムの寵妃と言われるサラの担当になってから、彼女は気苦労が絶えないらしい。初めて顔を合わせたときよりだいぶ痩せた気がするのは、きっと思い過ごしではないだろう。国王夫妻や宰相、あるいは世継ぎを待ち望む貴族たちから、それとなくプレッシャーをかけられているのか、会うたびに消耗してきているのが気の毒だった。

「先生、わたし、その……どうでしたか？」

　今一番気になることを早く教えて欲しくて、サラは急いで身だしなみを整える。すると、侍医はとても困ったような、申し訳なさそうな顔をして、控え目に首を振った。

「ご懐妊の兆候はみられません。ただ、サラさまは少しお疲れのようですから、どうかしばらくはゆったりとお過ごしください。陛下にもお渡りを控えていただけるように、私のほうからも進言してみましょう」

「本当？　ありがとう！」

　侍女たちは残念そうだが、もし妊娠していたら……と怯えていたサラにとっては、この上ない朗報だ。シャフラムへの報告のためにサマンが出て行くと、その隙に人払いをして、退出しようとする侍医を呼び止めた。

「待って。少しお話があるの。マーナ先生はエステルさまを除く後宮の妃たち全員の主治医だったと聞いたのだけど」

「はい。今はサラさまの専属とさせていただき、同僚が他の妾妃さま方の体調管理を命じられております。王妃さまにも専属の者が付いておりますが、サラさまは陛下のご寵妃でいらっしゃいますので、週に一度は必ず検診を受けていただかねばなりません」

「わかっているわ。シャフラムさまからもいろいろと言いつかっているのでしょう？　それに、わたしが懐妊したかどうかを気にされている方は多いはずだから」

　月日が経つのは早いもので、サラが後宮入りしてからそろそろ四ヶ月になる。その間、数々の美姫を食い散らかしてきた王が三日と空けずに通っているともなれば、王宮中が気にかけるのも無理はない。

　他の妃からすればさぞかし面白くないだろう。不毛な争いを嫌うサラにとって、気がかりなことだ。しばらく月のものが来ていないことも不安だった。

　後宮での初夜のあと、一度来たきりなのだ。ストレスで遅れているのか、本当にシャフラムの子を孕んでしまったのか、その可能性を考えると恐ろしくてたまらない。

　幸い今日の診察でも、ストレスで遅れているだけとのことだったが、ファルナーズ王女の予言が的中する確率は百パーセントなのだ。

（早く……本当に早く何とかしないと）

　サラは焦っていた。侍女のひとりが、侍医の実家・パナヒ家というのは、代々学者や医者を輩出してきた家系であり、彼女の両親は宮廷侍医を引退後に街で医療院を開いている……と洩らしたのを聞きつけ、思わず縋りたくなってしまうほどに。

（王宮の薬は厳しく管理されているけれど、民間で手に入る薬草なら……）

　サラは善良そうな侍医に尋ねる。

「ねえ、あなたはシャフラムさまの呪いについても知っている？」

「はい。三十年近く王族の方々の身近でお仕えしておりますので」

「やっぱり信じているの？　女神アティハーナの認める女性でなければ……だめなのだと」

　サラにつられ、侍医のほうも自然と声をひそめた。

「私のように古い人間ほど、ファルナーズ王女のお力の恩恵を受けて参りました。それゆえ、神の娘であるばかりか、生前の王女ご自身がご自分の後継にと望まれたサラさまには、こうして妾妃となられた以上は必ずや陛下の御子をお産みいただかねばと期待する者も多いのです。いずれにせよ、あなたさまが特別な存在であることは間違いありません」

「……周りの者が騒いでいるだけよ」

「そうでしょうか？」

「わたしはシャフラムさまの御子なんて欲しくないの。そんな考えの者が、あの方に相応しいと思う？」

　後宮の妃としてあるまじき暴言だ。自覚はある。侍医も驚いた様子で口をぱくぱくさせていた。

　そのくらい、あり得ないことなのだ。神の末裔とされ、かつてない栄光をもたらすと信じられている王を受け入れたくないなどと言うのは。

　でも、サラにはどうしても無理だ。シャフラムの望みどおり後宮入りしたのだから、せめてもう少し時間が欲しい。まだそこまで気持ちの整理ができていなかった。

「お願い。市井には子供ができなくなる薬があると聞いたわ。それを処方して欲しいの」

「サラさま!?」

「次の王となられる方はエステルさまが産むべきよ。シャフラムさまに、あんなに深く愛されていらっしゃるのだもの……。わたしではとても代わりになれない。なりたくない……。ちゃんとわたしを見て求めてくださらない方の御子なんて、いやなの。欲しくないわ。第一、わたしは女神に認められるようなものなんて、何ひとつ持っていないのよ」

「いいえ！　あなたさまこそが……！」

　黙ってサラの訴えを聞いていた侍医が、突然床に額を押しつけて平伏する。

「やめて！　急にどうしたの？」

　サラは慌てて彼女を起き上がらせた。

「申し訳ありません、どうかお許しください」

「わたしのほうこそ、無理を言って悪かったわ。困らせてしまってごめんなさい」

「サラさま……」

　きっと彼女もこの容姿に騙されている人間のひとりなのだ。サラが後宮へ入る前、他に親しくなった妃もいるだろうに、自分の専属となった侍医は誰に肩入れすることもなく避妊薬の提供を拒んだ。この分では、改めて頼んでも無駄だろう。

　彼女を泣き落とすことに一縷の望みを賭けていたのに、失敗してしまった。

　──コンコン。

　しょんぼりと肩を落としたところで、用事を済ませたサマンが戻ってくる。

「失礼いたします。サラさま、キリアスさまがお見えになりました。お会いになられますか？　午後は王妃さま主催のお茶会がありますし、ご気分が優れないようでしたらお引き取りいただきますが」

「サラさま、それでは私めはこれで。また来週お伺いしますので、くれぐれも穏やかにお過ごしくださいませ」

　サラへの来客で気を利かせた侍医が、いとまごいをする。

「ええ……また、よろしくお願いします。サマン、キリアスさまにお会いするわ。応接室のほうにお通しして」

　ここでの会話が分厚い扉の向こうまで聞こえていたら、みんなどう思うだろう。そんなことを考えていると、暗い面持ちの侍医が足早に出て行くのを待って、キリアスがひょっこり顔を覗かせた。

「やあ、取り込み中だったかな？」

「……いえ。いらっしゃいませ。どうぞ向こうのお部屋へ。美味しいお茶をご用意します。サマン、お願いね」

「かしこまりました」

　王の従兄弟を邪険にはできず、サラは別室の座り心地のいい椅子を勧める。キリアスはシャフラムから用事を押しつけられて、たびたびこうしてサラの様子を見にくるのだ。おかげで侍女たちも彼の対応には慣れたものである。

　サラは複雑な気持ちを隠して、優雅に足を組む男に向き直った。

「それで、今日はどんなご用ですか？」

「大したことじゃないんだけど、君は心の狭い国王の命令で後宮から出られないからね。何とかお目通り願いたいという貴族たちにあれこれとせっつかれて、やっとここまで逃げてきたんだ」

「それは……、あの、申し訳ありません」

「仕方ないさ。シャフラムは君を籠の鳥扱いだし、だったら波風を立てずに引きこもって暮らしたいって気持ちはわかる。面会希望者にさえ応じなければ、ここなら昼間は彼だって来ないし、基本的には妾妃たちの相手さえしてればいいんだ。よっぽど気が楽だろう。まあ、そういう意味では若干シャフラムが気の毒ではあるけど」

「そんな……シャフラムさまは、わたしを避けていますもの。気が重いと思う以前に、好き好んで昼間まで会いにきてくださるわけがありません」

「その言葉だけ聞けば、拗ねてるみたいなんだけどねぇ。ちょっとくらいは寂しく感じているの？　ちなみに、彼、たまに正妃とはお茶をしてるよ。執務室から逃亡するのにバルバードを付き合わせて、共犯扱いで甘いお菓子を食べさせているらしい。あの顔で毎回クリームたっぷりのケーキを振る舞われているのかと思うと笑えるよね。どうかな、君も他の妾妃みたいに嫉妬する？」

　悪意のない笑みを浮かべて訊かれ、サラは困ったように眉を寄せる。

「……わたしの役目は別にあるから」

「本当にそれでいいのかい？」

「もちろん、いや。でもわたしは……その、閨でのシャフラムさましか知らないから、あの方がまだ怖くて。もっと普通にお互いを知ることができたら、そうしたら……違ったのかもしれないけれど……、シャフラムさまはそれを望んでいないみたいなの」

「あー……」

「もう四ヶ月もこのままなんです。怒ったり詰ったりする前に突き離されてしまって、まともに喋れないの。あの方にとっては、本当の意味でのわたしの優先順位はとても低くて……、悔しくて悲しいわ」

「あんな男、見捨ててやろうとは思わないんだ？」

　見捨てる、という言葉に反応し、サラは力なく首を振っていた。

「キリアスさま、わたしは巫女としてあの方を支えていくつもりだったんです。十年間、ずっとそう思っていたし、そのためにたくさん勉強しました。幸せになって欲しいとお祈りもしました。だから……どうしても嫌いにはなれないわ。それに、シャフラムさまの愛情はわたしに向けられていないだけで、エステルさまにはとても紳士的で優しいことを知っているから。怖いのと、恥ずかしいのと、情けないのと、悲しいのと……それだけなの」

「だけ、じゃないよ。君はとても傷ついてる。いくら国のためとはいえ、シャフラムのしていることは男の風上にも置けないことだ。許されることじゃない」

　キリアスはシャフラムを貶すようなことを言いながら、給仕の侍女から白磁のカップを受け取った。

　王族至上主義のきらいがある使用人たちだが、キリアス自身の身分と人柄のおかげなのか、彼がシャフラムの悪口を言ったところで誰も目くじらを立てない。それはそれですごいことだと思い、サラは自分の前に置かれたカップを手にした。

　お気に入りの花茶の香りが、今日は何だかやけに濃い気がする。侍女のことは信用しているので気にせずに口にしたが、気分が落ちこんでいるせいか、やはり少し飲みこむのが辛い。有能な侍女はそれに気づき、すぐに別の味のものを淹れてきてくれた。

　さっぱりした飲み心地のレモンティーにほっとしていると、キリアスが先に口を開く。

「ごめん。君には拒否権も逃げこめる家もないんだったね。だけど、それも考えようによっては運命的と言えなくはないかな。まるで、ここで……シャフラムの隣で生きていけっていう神々の啓示みたいじゃないか」

「違うわ、キリアスさま。シャフラムさまは女神の呪いがあるから、仕方なくわたしのところへ通っているだけ。わたしなど、エステルさまの十分の一も想われていないわ。ずっと一緒になんて……無理よ。そんなの、苦しくて死んでしまいそう」

「でもさ、本当に義務だけで妻を抱く男は、三日と空けずに通って朝まで離さないなんてことはないと思うけど」

　一瞬、部屋の隅に控えた侍女たちがきゃあっと華やかな声を上げ、まとめ役のサマンに睨まれて慌てて黙る。サラはどうしてキリアスが知っているのか尋ねられずに、それでも赤い顔をして反論した。

「シャフラムさまが……早く御子が欲しいとおっしゃるから……」

「へぇ。数打てば当たるってわけでもないのに」

　キリアスに呆れた顔をされ、サラはうつむく。

「傍から見ればすごい寵愛ぶりだけど、全然幸せそうじゃないね。やっぱり王妃のことが気になる？」

「……わたしはエステルさまの身代わりだもの。シャフラムさまに触られるたび、おまえなど愛していない、なぜおまえなんだと言われているようで……辛いんです。それでシャフラムさまを怒らせてしまうの……」

「怒らせる？」

「ええ。わたしが嫌がってたくさん泣いてしまうから、シャフラムさまが機嫌を悪くされて。でも、ああいうことは好きな人とでなければ……」

　はっとして、サラは口をつぐむ。王の後宮で王族に言うべきことではなかった。

「もしかして他に気になる男がいるのかな？　誰だろう。ああ、バルバード？　大穴でカムヤール？　まさか私とか」

　キリアスは、サラの失言を聞き流すどころか、すっかり拾い上げて危険な質問をしてくる。聞きようによっては処罰されてもおかしくない話だというのに。

「ち、違いますっ。いません」

　サラはぶんぶんと力いっぱい首を振って否定した。

「何だ、残念。君に好きと言ってもらえたら、天にも昇る気持ちだったのに」

「キリアスさまは……そうやってあちこちで女性を口説いてらっしゃるの？」

「いや。自分で言うのもなんだけど、私はとても一途だよ。そりゃあ、男だから摘み食いくらいはするけどさ」

「つ、摘み食い？」

「そう。たとえば君の可愛らしい唇も狙ってたりするんだけど、シャフラムが怖いから見逃してあげる。あとは、そうだな、君の侍女たちは魅力的な子が揃ってるから、ここにはついつい入り浸ってしまうよ」

　キリアスは見た目も言動も軽薄そうだが、顔立ち自体はとても整っている。雰囲気も柔らかく、人あたりがいいので使用人たちの間でも人気が高いと聞いた。

　そわそわし出す侍女たちをなだめるのはサマンに任せ、サラはキリアスに釘を刺すことにする。

「だめよ。わたしの侍女には悪戯をしないでください。みんなには幸せになってもらいたいの。遊びで手を出したら許さないわ」

　キリアスはふっと笑い、もちろん、と約束した。

「でもね、サラ。侍女だけでなく君もだよ。ちゃんと君も幸せにならないと」

「……ありがとう」

　キリアスの励ましにそう答えながらも虚しさを感じていると、彼は元気のないサラを見てさらに慰めの言葉をかけてくる。そして、侍女が差し出すお茶のお代わりを美味しそうに飲んでから、気を取り直すように美しい箱を差し出した。

「では、本題に入ろうか。今日はそんな我らの国王陛下から、君への贈り物を届けにきたんだよ。これで少しは元気が出るかな？」

「ええ、とても」

「見事な生返事だね」

「だって……」

　彼の手荷物を見てある程度予想はできていたが、嬉しさは微塵もない。貴族たちからの貢物と違い、そっくりそのまま送り返すこともできないので正直扱いに困るのだ。

「君のイメージに似合う物を作らせていたらしい。あまり迷惑そうな顔をしないでやってくれ。夫が妻に、それも寵妃に贈るにはささやかすぎるほどだ」

「シャフラムさまのお心遣いには感謝しております。これは……耳飾り？」

「まぁ、なんて綺麗なんでしょう！」

「さすが陛下ですわ！」

　若い侍女は色めき立ったが、サラの気持ちはどんどん沈んでいく。

　これは言うまでもなく、ご機嫌取りの品だ。贈り物は華やかなドレスだったり、海の向こうの国のお菓子だったり、可愛らしい小物だったりと毎回様々だが、サラはいつも戸惑ってしまう。

　本音を言えば、綺麗なドレスも、美しい装飾品も、甘いお菓子も、愛らしい小物も好きだ。だけど、何かが違う。違うのだ。自分は身売りしたつもりはまったくない。物につられてシャフラムに抱かれていると思われるのも嫌だった。

　侍女たちのほうがよっぽど素直に贈り物を喜んでいる。ベルベッドの箱に入った耳飾りは、中央に青いガラス玉が嵌めこまれた金細工で、周囲には繊細な花模様まで彫られている。動きに合わせて揺れるようなデザインは、見るからに一級品だった。

　しかし、サラは王の妃という地位を得ているものの、彼の妻だと真に胸を張って名乗れるのはエステルだけだと思っている。アステュアでは、正妃を除き、どの妻も平等に社会的地位を与えられていたが、自分がシャフラムと接するのはほとんど閨の中だけで、周囲の者が言うような甘い関係にはない。抱かれれば、それなりに快楽が待っているとわかっていても身体を重ねることは怖かったし、夜伽が嫌だと言って侍女たちを困らせてばかりいた。

　寵妃などと呼ばれていても、実際は違う。シャフラムは仕方なく手を出しているだけで、サラには彼から逃げるすべがないだけだ。

「サラさま、せっかくですから、今日のお茶会はこの耳飾りに合わせた装いになさいませ」

「ああ、いい考えだね」

「もう。キリアスさままでわたしに着飾れとおっしゃるの？」

「シャフラムが喜ぶと思うよ」

「……いいえ、喜ばないわ」

　婚礼の日の夜、シャフラムがサラの他にエステルを呼んだことは公然の秘密になっている。特にここにいる者たちはあのとき隣室に控えていたのだから、サラがどんなに恥ずかしい思いをしたのか知っているはずだ。本当は、王妃やその話を聞きつけた妾妃たちの前に出たくないこと、派手なことはしたくないことも納得はしないが理解はしていた。

　だからといって、王の後宮で妃同士の交流を完全に断ち切ることは不可能だ。嫌々ながら、ここ最近はやたらと頻繁に開かれるお茶会にも義務として出席している。そのたびに、陛下のご寵妃として堂々と振る舞い、遠慮せずに牽制すべきですと周囲から唆されても、火に油を注ぐような真似はしたくなかった。

「サラさま、正妃さまはともかく、他の方々に侮られぬようにすることは必要ですわ。サラさまのお優しいお気持ちを履き違え、あからさまに嫌味をおっしゃる方もおりますもの」

「みんな、シャフラムさまに振り向いていただきたい一心なのよ。仕方ないわ」

　かつてこの後宮には何十人もの妃とその子供たちが住んでいたというが、シャフラムは必要以上に妻を娶らず、子供もいないため、以前のような賑やかさはない。しかし、サラの後宮入りで止まっていた時間が動き出した。

　そんな空気の中、サラのもとに妾妃たちから歓迎会の招待状が届いたのは、正式に妃となった翌々日のこと。あいさつがてらに出席してみると、案の定、あからさまに値踏みするような視線を向けられた。

　あれから何も変わっていない。むしろ、限界が近い気がする。王宮でも、貴族の中からサラに対する扱いの改善を求める声が出ているという。

　表向きの発表では、ファルナーズ王女のように巫女としてさらに国家に貢献することを期待されていたサラを、シャフラムが熱烈に口説いて妃にしたとされている。ならば、それ相応の地位と扱いをと願う者が絶えないらしかった。

　西大陸の国々はどこも始まりの二大神を古くから信仰しているため、王侯貴族ほどサラを軽視できない。後宮の外で妾妃たちのような態度を見せれば叛意を抱いているとされ、下手をすれば排斥される。だが、サラ自身はそこまで尊重してくれなくていいと思っていた。

　政略結婚でありながら、国王夫妻の夫婦仲が良いことは一目瞭然だ。肝心なところでサラは邪魔者でしかない。

　シャフラムにとってエステルは王太子時代からの唯一の妻であり、ふたりはサラの知らない時間を過ごしてきた盟友でもある。シャフラムの女性遍歴の華々しさは、裏を返せばエステルを想ってのこと。その絆の強さや信頼感を直に見てしまうと、どうしてもふたりの間に割りこめなかった。

　それにロクサーヌを始めとする妾妃たちだって、美女揃いなのだ。冷たくあしらわれても諦めない情熱などは純粋にすごいと思う。比較対象がエステルでなければ、あるいはシャフラムの「特別」になれた者もいたかもしれない。

　しかし、やっぱり誰も王妃には敵わず、彼の心を射止めることができずにいた。

　サラだって他の妾妃たちと同じだ。事情があって寵妃扱いされるが、シャフラムにとってはその他大勢の中のひとり。いずれ暇を出されたら、この珍しい外見と大層な肩書きに加え、元妾妃というプレミアまで付いてしまい、また別の鳥籠での生活が待っている。

　彼の妃となって三ヶ月が過ぎ、四ヶ月目になってもシャフラムはやって来るし、未だに放り出されてはいないが、この時が永遠に続くとは限らない。サラでさえ肝心の呪いを解くことができないと判断されたら、すぐにでも誰かに下げ渡される可能性だってあった。

「サラ、大丈夫だよ。ファルナーズ叔母上の予言は外れない。君は幸せになれる。ここに、君のためにも王宮に留まっている私がいることを忘れないで欲しい」

「キリアスさま……」

　──どうして、そんなことが言えるの？

　サラは今にも子供のようにわめきたくなるのを、ぐっと耐えた。

　出会ったときからずっと、シャフラムはサラにとっての大きな脅威だ。近づくのは身体だけで、自分に冷淡な理由を語ってからも彼の冷たい態度は変わらない。エステルにはあんなに紳士的で優しいのに、大違いだ。

（わたしはただの道具だから……）

　泣きそうな顔でうな垂れるサラを、さっきまでの笑みをひそめたキリアスが痛ましげに見つめていた。
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　後宮もまた、いくつかの建物に分かれている。正妃以外は平等と言いながら実際には序列があり、それは何人かいる妃が住まう宮の位置を見ても明らかだ。

　その中で唯一の例外が、後宮の最奥──王の私室から一番遠い場所にひっそりと建ち、代々最も寵愛を受けた妃に与えられてきた蓮の館だった。

　今のところ、サラがそこを出るのは妃同士のお茶会へ行くときくらいだ。断ってばかりいるとお高くとまっていると言われるため、たまにある王妃主催の集まりを中心に参加するようにしていた。

　さすがにそこで彼女に対する嫌悪感をあらわにする者はいないのだが、端っから仲良くするつもりのない人たちと顔を合わせても楽しくない。サラだってやられっ放しでいるほどお人よしではないから、うっかり毒を吐きそうになる。どうにか我慢しているのは、単に疲れるのと、貴族出身の妃たちは実家から多大な援助を得ていて流行やゴシップにも詳しいからだ。

　サラは彼女たちの他愛ないお喋りから、最近の世間の関心事や宮廷内の勢力図について情報を仕入れることにしていた。

　その姿がおとなしく話を聞いているだけに見えるのか、最初は遠慮していた者たちも、サラが高貴な姫君たちに気後れしていると都合よく解釈して、ロクサーヌの態度を真似し始めている。エステルがいればさり気なく庇ってくれたが、それにしても後宮という世界の陰湿さには驚くばかりだった。

（今日はエステルさまが主催だから、ギスギスした空気にはならないと思うけど……）

　華奢な耳飾りをシャランと鳴らし、侍女と騎士を伴って王妃の宮へ向かう。共有の庭園を突っ切るように造られた屋根付きの渡り廊下を歩きながら、新しい装飾品や服について絡まれてもいいように言い訳を考えて、いつものように猫のひとつ、ふたつ被っておくことにした。

「お待ちしておりました、サラさま。こちらへどうぞ」

　目的地の少し手前で待ちかまえていた侍女が丁寧に頭を下げる。こちらへと促され、見れば、王妃の宮とはまた別の建物の奥に、季節の花々が咲き乱れる庭園と華やいだ女たちの姿。

　しかし、その中にエステルの姿はない。空席も一席のみ。そもそも、サラの思い違いでなければここは別の妃のテリトリーだ。

（……やられた）

「サラさま」

「心配いらないわ。あなたたちは下がってちょうだい。終わるころにまた来てくれればいいから」

　サラは自分付きの者たちに頃合いを見計らって迎えに来るよう告げると、優雅な足取りで進んでいく。この程度で怯んだりはしない。プライドの高い姫君たちの前では、卑屈になったり遠慮したりするほうが標的として弄られやすかった。

「本日はお招きありがとうございます。ですが、なぜこちらで？」

「王妃さまはリリ王女が熱を出されたとかで付き添っておられるわ。おふたりは実の姉妹のように仲が良いから、頼られて断れなかったのでしょう。なので、わたくしが代わってこうしてお話する機会を設けましたの。ご不満かしら？」

「いいえ……」

　やはり一番奥の上等な椅子に腰かけているロクサーヌが仕切るらしい。その割にサラが来ても立ち上がることなく、彼女から一番遠い席を素っ気なく勧められただけだ。どうやら妾妃全員が共犯らしく、サラは内心うんざりしながら椅子に座った。

　普通、都合が悪くなれば中止の連絡がくるものなのに、ロクサーヌが握り潰したのかもしれない。あのエステルがフォローを忘れるなんて考えられないから、きっとそうに違いない。

「そういえば、サラさまはまだリリ王女にお会いしたことがないのですって？」

「ええ。なかなか機会がなくて」

「あらあら。リリさまは陛下の妃全員とお会いしたいとおっしゃっていたのに、どうしてかしらね」

「陛下に相応しいご身分を持たないから、拒絶されたのではないの？」

「まあ」

　妾妃たちの中身は、いずれもロクサーヌと似たり寄ったりだ。髪や瞳こそ女神の好む色をしているのに残念だった。

（同じ黒髪でもエステルさまの髪はもっと艶やかでお綺麗だし、藍色の瞳は夜空のようで素敵だわ。心根も優れた方なのに……どうしてエステルさまに呪いが解けないのかしら。ここにいる誰よりも、シャフラムさまとお似合いなのに……）

　月の女神アティハーナの心に適うよう選出された女たちの中にいて、サラの持つ明るい色彩は目立つ。サラは見た目からしてそもそも異質なのだ。

　そんな金の子供は昔、王族にしか生まれなかったという。何百年と経つ間に降嫁先の家系にもごくごく稀に近い色の子は現れたが、なぜか髪と瞳の両方に特徴を兼ね備えているのは血の濃い王族の娘に限られ、全員が奇跡の力を持つことから、神に愛された者として尊重された。

　しかし、サラは孤児だ。それは疑いようもない。その容姿から王族の庶子ではないかと調査も行われたが、該当者のいないまま打ち切られ、今に至る。シャフラムの妃となり、結局は王族として名を連ねることになったが、ロクサーヌたちの感覚では『偽物』なので、敬意を払う必要などないらしかった。

「でも、下賤の生まれだとてサラさまのような美しさがあれば、それだけで殿方に見染められることもあるわ。見事な金の髪も瞳も、陛下を魅了してやまないのでしょうね」

「物珍しいだけよ。いくらまがい物でも他に存在しないんですもの。珍獣と同じだわ」

「年を取ればご自慢の髪も真っ白になるのではなくて？」

「あら。それまでおそばに置いていただけるかどうかも怪しいわ。そのうちご自分には相応しくないと、陛下も気づかれるはずよ」

　深褐色の髪に大粒の柘榴石の簪をつけた妃が、お気の毒だけど仕方ないわね、とサラに微笑みかける。もちろん本当に同情しているわけがない。

「聞くところによると、ご寵愛くださる陛下に対しても随分と失礼な態度を取っておられるとか。ご自分は特別に愛されているとでも思っての振る舞いかしら？」

「嫌だわ。筆頭巫女を務めてらっしゃったときの気位の高さがまだ抜けないの？　後宮に入れば妾妃のひとりに過ぎないというのに」

「……気をつけます」

　次々と非難されてひとことだけ返す。実際には嫉妬されるほどシャフラムに抱かれているわけではなかったが、否定すれば倍になって返ってくるので面倒だった。

　でも本当に、やめて欲しいと懇願してもまったく聞き入れられなかったのは婚礼の夜くらいで、たまに朝まで離してもらえないときを除けば、何もせずに眠るだけのときもある。いつもは一度か二度相手を務め、事が終わればすぐに解放された。

　それでも彼女たちにとっては忌々しいことであるのはわかっている。早く話題が変わるか、お茶が出てくるかして欲しい。そう思っていると、ロクサーヌが探るように言った。

「ねぇ、サラさま。あなたが後宮へいらしてから、もう四ヶ月でしょう？　一度月のものがあったあと、懐妊されたという話は聞かないけれど、それ以来また月のものは止まっているそうね」

「侍医の話では、急な環境の変化にまだ心と身体が慣れないせいで、その影響が出ているらしいです」

「そう。だけど、あの陛下が三月を過ぎても、まだ足しげくお通いになられているのは事実。ひょっとして、わたくしたちの知らない神殿秘伝の香や媚薬などを使っているのではなくて？」

「まさか。以前も否定したはずです。月の神殿と同じで、気象や薬草など様々な知識を体系的に学びましたが、閨で使うようなものは知りません」

　それよりなぜわたしの体調に詳しいの？　お上品な顔をしていったいどんな想像をしているの、と問い詰めたいのはこっちのほうだ。

　否定しないと悪いほうに取られそうなのできっぱり否定しておくが、よほどサラが気に食わないらしい。今度は瑪瑙の首飾りをつけた年嵩の妃が口を開く。

「あちらでは平民のように貧しい暮らしをしていたのですってね。一応教育を受けられたのは陛下のおかげなのですから、みっともない真似はなさらないでくださいませね。今日のお召し物にしたって、とてもご寵妃とは思えないほど質素で驚いてしまいましたの。あまりみすぼらしい恰好をされると、わたくしたちの品位まで疑われますから」

　自分付きの侍女が人に侮られるような恰好をさせるわけがない。いっこうに堪えた様子のないサラを傷つけたくて言いがかりをつけているだけなのだ。

　今日はお茶会用にと、清楚な白いシュミーズ・ドレスの上に淡い青色の長衣を羽織り、絹糸を編んで織り上げた紐状の帯を幾重にも結んでいたが、シャフラムから贈られた耳飾りとの相性も良く、目の肥えたキリアスから褒め言葉をもらっている。王の従兄弟の名を出したら、彼女はどんな顔をするだろう。

　一瞬意地の悪いことを考えてしまい、サラは反省した。穏便に、穏便にと心の中で唱えて、笑顔を作る。

　しかし、言われっ放しというのはやっぱり腹が立つのだ。たまにはガツンと言い返したくなる。

「……わかりました。今後はもっともっと注意します。ただ、わたしは神殿育ちで世間知らずなものですから、立派な淑女たるみなさまの装いや言動をお手本にさせてください。もしかしたら陛下の前で真似てしまうかもしれないので、そのときはどなたに倣ったものなのかお伝えしておきますね」

「まあっ！」

「いけませんか？」

「いいえ、そんなことはなくってよ！　お好きにすればいいわ！」

　その場に、目には見えない嵐が吹き荒れる。おそるおそる給仕の者が近づき、グラスとお菓子を並べる間、誰も何も喋らない。彼女たちはみな、自分がサラにひどい言葉を吐いている自覚はあるらしかった。

　お茶の準備が終わると、ロクサーヌは侍女をすべて下がらせ、庭には六人だけになる。また自分への非難が始まる前に、サラはグラスを取った。

「ロクサーヌさま、こちらは？　綺麗な琥珀色ですね」

「ええ。それに良い香りでしょう。最近手に入れたお茶なの。異国の物語の中では、『飲んだ者の願いを叶える』と言われているわ。素敵だと思わない？」

　ロクサーヌも仕切り直しとばかりに堂々と笑みを作る。立ち直りの速さはさすがだ。

「願いを……。でも、本当に？」

「飲んでみればわかるわ」

　ロクサーヌの発言に合わせ、その場にいる妾妃たちが揃ってうなずく。ならば、一般的に知られているものなのかもしれない。サラは氷の浮かぶグラスを傾け、仄かに香る爽やかな匂いを嗅いだ。

（たぶん、おまじないみたいなものよね？）

　サラの願いはひとつ。

　叶うことならシャフラムと出会う前に戻りたい。

　その後、もし離宮へ連れ出されることがあっても、神の娘の特権を行使して彼に会うことを拒むだろう。ただ、どうしてもサラの助けが必要なときは、まずは国王自らが大神殿へ足を運ぶように伝える。シャフラムがそれに応じて、親しみやすい態度で接してくれたなら、深い溝ができる前に何かできたかもしれない。

　サラは、シャフラムを拒絶したいだけではないのだ。ちゃんと助けになりたいと思っている。今はその方法に納得できていないだけで。

　そんな心の声が聞こえたのか、ロクサーヌが優しげにささやく。

「それは美味しい毒なの」

「え……？」

「もちろん物語の中での話よ。願い事によっては効き目がありすぎて、ごく稀にかえって不幸になる者がいるようなの。でも、大丈夫。サラさまなら問題ないでしょう。さあ、胸の中で願い事を強く唱えて。上手くいけば、恋物語にあやかってあなたの願いも叶うかもしれないのだから」

「！」

「ふふっ。本当に中毒になってしまいそうなお味ですわね」

「わたくし、これならいくらでも飲めそうだわ」

「こんなに愉快で楽しい気分になったのは四ヶ月ぶりよ」

　困惑するサラをよそに、妃たちは何の躊躇もなく琥珀色の飲み物を嚥下した。

「あら、サラさま。グラスの中身が減っていませんわよ」

「もしかして、わたくしがあなたに毒を盛るとでも思っているの？」

「嫌だわ。なんて短絡的な考え方をするのでしょう。ロクサーヌさまを疑うなんて無礼ですわね」

　サラ以外、誰も毒という言葉に驚いていないようだ。常識的に考え、いくらロクサーヌだってこんなに堂々と毒なんて仕込むはずがない。からかわれたのだと思いながら、サラはもう一度冷たいグラスの中を覗きこむ。

「ハーブの一種でしょうか？」

「ええ。花びらを煮出して漉したの。ラム酒を加えて炭酸水で割ってあるから仄かな苦みがあるわ。このシロップを入れて飲んでごらんなさい」

「いただきます」

　まさかひとりだけ飲まないわけにもいかず、シロップを混ぜて一口含む。グラスの中で氷がカランと音を立てた。

「あ……美味しい」

　こんなものが本当に人の願いを叶えてくれるのだろうか。

「変化はない？」

「願いというのはそんなにすぐ叶うものなのですか？」

「……人それぞれでしょうね」

　ロクサーヌは艶やかな唇に美しい笑みを刻んだまま問いかけてくる。

「サラさま、あなたを見ていて思ったの。陛下のご寵愛が嬉しくないのなら、解放してあげたいと。国母になる気はないのでしょう？」

　いつの間にかその場にいる妾妃たちの視線が自分に注がれていた。ゾクリと冷たいものを感じながら、サラはお茶を飲むのを止めて慎重に答える。

「わたしは……お役に立てません。もっと相応しい方がいらっしゃいますから」

「面白いことをおっしゃるのね。後宮の女の役目とは、陛下の御子を産むことよ。それ以上の仕事はないわ。もちろん、好き嫌いの問題でもない」

　ロクサーヌは、まっすぐにサラを見て言った。

「すべて捧げる覚悟がないのなら、せめてわたくしたちの邪魔をしないでちょうだい」

「陛下はあなたを好きで抱いているわけではないのよ。あなたもそうなら、わたくしたちの宮へおいでになるように口添えなさい」

「飽きられる前に適度に距離をおいたほうが賢明ね」

　居丈高な忠告に、ピクリと肩がふるえる。言われなくても、シャフラムが自分を愛していないことなど知っていた。

　彼が大切にしているのはエステルだけだ。シャフラムにとってのサラは、ロクサーヌたちと同じくくりに違いなかった。

　だから、だろうか。

　割り切っている妾妃たちを見て、ひどく寂しい気持ちになる。

（わたしは……そんなのいや……）

　好きでもない男に媚びたりできないが、身体を重ねるなら心も欲しい。シャフラムにだって、本当はエステルの何十分の一でもいいから優しくしてもらいたいのだ。

　夜伽をするときですら心は遠いままで、サラは未だに彼がどんなふうに愛をささやくのか知らず、みじめで悲しい思いをしている。一度くらい、いや、何度も繰り返し名前を呼んで愛していると言ってくれたら、サラもここまで頑なに役目を嫌がらなかったかもしれない。

（……待って。おかしいわ）

　──身代わりの分際で、わたしは今、図々しくも何を望んだの？

　サラは、これまでシャフラムがエステルに告げたであろう愛の言葉を想像したことがある。しかし、彼が同じような言葉を自分にささやく場面は、とうてい想像できない。たとえささやかれたとしても、すべて嘘に聞こえるはずだと思うと落ちこんだ。

　だから、言葉はいらないと思っていた。

　本物の恋を知らないせいか、他に愛する人がいる男に自分を気にかけて欲しいと望むのは、罪深いことのように感じてしまう。サラはシャフラムのことを強く意識していたが、全身全霊をかけてエステルと彼の愛を賭けて競えるかと訊かれたら首を横に振るだろう。そこまでの覚悟はできていなかった。

（わたし、シャフラムさまから逃げたいんじゃなかったの？　それなのに……どうして？　どうせなら、エステルさまのように想われて抱かれてみたいだなんて……）

　──あの方は、王の義務としてわたしに触れるだけなのに。

　国王夫妻の間の深い愛情を知りながら、彼らも自分も不幸になるような望みを一瞬でも抱くなんて、なんて恥知らずなのだろう。ここへ来る前、キリアスとシャフラムの話をしたから馬鹿なことを考えてしまったのだろうか。

　自分の中に矛盾した気持ちが芽生えていることに気づき、サラは少なからず動揺した。

　あ、と思ったときには手元のグラスを倒してしまい、お茶がこぼれる。思わぬ失態に驚き、慌てて立ち上がると、今度はグラスの割れる音。

「ごめんなさい……」

　幸い飲み残しはテーブルの外側に向かって流れ落ち、誰かのドレスを汚すことはなかった。

　グラスを拾おうとしてしゃがみこむと、芝に埋まっていた破片が、チク、と刺さる。

「つっ……！」

　右手の人差し指に針で刺したような小さな赤い玉が滲み、くすくすと嗤う声が耳に入ってきた。

「片付けは使用人の仕事よ。みっともない」

　ロクサーヌがお菓子を取りながら言う。しかし片付けてもらったあと、何事もなかったかのように彼女たちとお茶を飲む気にはなれない。ひとりになりたくて、サラは館に戻ることにした。

「あの……まだ途中ですが、体調が優れないようなので今日はこれで失礼します」

「そう。残念ね」

　もとより引きとめる気はないのだろう。ロクサーヌを筆頭に、見送りに立つ者はいない。サラもそのほうが、気が楽だ。このまま自分付きの侍女を待たずに戻ることにした。

　専属の騎士は一定の距離を置いたところにいて、こちらを気にしながらも呼ばなければやってこない。わざと声をかけずに離れに向かって走り出すと、途中で気づいて追い駆けてくるのがわかった。

「サラさま、お待ちください！」

（どうしてあんなふうに思ったんだろう？）

「サラさま……！」

　自分の気持ちなのに、よくわからない。

「ひとり……ひとりにして……」

　誰もいないところで、静かに考えたいのに。大神殿ではかろうじて確保できていたささやかな自由さえ、ここでは与えられなくて苛々した。

　とっさに横道に逸れて建物の影に隠れる。騎士が蓮の館のほうへ走っていく姿を見送り、ごめんなさい、と心の中で謝っておいた。

　しかし、そこで。背後から忍び寄ってきた何者かに、首の後ろをトンッと叩かれる。

「──!?」

　完全な不意打ちだ。

　身体から力が抜けて膝が崩れると、転ぶ前に支えられ、人気のない茂みの奥へ引きずりこまれる。だいぶ手加減されていたのか、目蓋は重くて開かないのに、まだほんの少しだけ意識があった。

（偶然じゃなく……わたしが狙われた……？）

　誰が、何のために？

　だめだ。考えがまとまらない。

　くたりとしていると、右手を引き寄せられる。生温かく濡れたものが指の形をなぞり、ぬろりとそこを味わうように舐められた。

　悲鳴は吐息になり、手を引こうにも力が入らない。指先が熱く、全身から力が──力が、抜ける？

　しだいに気が遠くなる感覚は、貧血の症状とよく似ていた。

（い……やっ……！）

　グラスの破片で切った傷口を洗う舌の熱さに、身体の芯がゾクリとする。気持ち悪い。

「サラさま……どちらにいらっしゃいますか。サラさま……！」

　自分を呼ぶ声がする。館の侍女は護衛の騎士が戻ったのに、肝心の主人が見当たらないことを不審に思ったらしい。状況が把握できないうちから大事になるのを恐れて声は小さいが、切迫した響きがある。

　ここにいると言おうにも、限界だった。

　かろうじて保たれていたサラの意識は、そこでぷつりと途絶えた。
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　今日は後宮の妃たちでお茶会だという。エステルが体調を崩した王妹を見舞ったまま引きとめられていると、どこで聞きつけたのか、ロクサーヌは自分が代役を務めると言い出したようだ。すぐに他の妃たちにその旨を伝え、手配を整えたというから、付き合わされる侍女たちにはご苦労なことだ。

　そうまでして準備するのは、サラが王妃主催のお茶会でもなければ、不慣れを理由に欠席する確率が高いからだろう。せっかくの機会を逃すつもりはないらしい。サラも、まさかエステルはよくてロクサーヌのお茶会へは行かないとは表立って言えない。日付を変更しないのは、確実に出席させるためか。

　ひょっとしたら、念には念をこめて、ロクサーヌはサラに事情を知らせることなく──王妃からの謝罪の手紙を握り潰して、おびき出すくらいはしそうだ。単なる憶測で済めばいいが、ロクサーヌならやりかねなかった。

　それだけ新しい妾妃は良くも悪くも後宮の関心を引きつける。サラはおとなしく過ごしていたが、正妃以外の陣営は臨戦態勢にあった。

　何か言われたくらいでサラが動じるとは思えないが、顧みられなくなって久しい女たちにとって、人一倍美しい少女は大きな脅威だ。そろそろ汚い手を使って害そうとする者が出て来ないとも限らない。彼女たちによってサラが傷つけられるのは、シャフラムにとっても看過できないことだった。

（サラが泣くのは私の前だけでいい）

　大きな金色の目から、ぽろぽろ、ぽろぽろと落ちてくる打算のない涙。胸が痛まないわけではないが、それ以上に心惹かれる。漠然と、他の者には見せたくないと思った。

　まったく月の女神も厄介な祝福をくれたものだ。自分の代で国が繁栄するのは喜ばしいが、まだ十五の少女ひとり幸せにできないのなら、普通に天上から見守っていてくれるだけでいいものを。

　確かに、シャフラムが王になって、大きな争いはなくなったし、砂漠の辺境にあるオアシスでも水は枯れなくなった。作物は以前より一回りも大きく育ち、誰もが生活の質の向上を実感しているはずだ。でもそれは、長年の努力がようやく実ったからだろう。

　父王の時代から巫女や知識人に助言を求め、地道に灌漑整備を整え、異国を歴訪していた者──現在の五の大臣などが持ち帰った技術を取り入れ、改良して、ようやく成果が出始めた。

　人はそれを神の恩恵と言う。それは別にかまわないが、貴族たちに、神々の悪の側面「呪い」のほうまで信じている者が多いのにはうんざりした。

　自分に生殖能力がないだけかと思えば、他ならぬファルナーズ王女が否定しているため、シャフラムは国王としての義務を果たさなければならない。王位継承を巡って争いが起きるほど王族が多くないのも理由のひとつだ。

　女神アティハーナが関心を寄せているという意味でなら、神の娘ほど条件に適う相手はいないだろう。そもそもこの地を豊かにしたのは、神々に愛された娘なのだから。

　コンコンと扉がノックされ、入室を許可するとサラに付けていた侍女が入ってきた。

　午前中、侍医の診察結果を報告させたときに、時間が空いたらもう一度顔を出すように言っておいたのだ。カムヤールを下がらせて、恭しく頭を下げる女を一瞥する。

「キリアスが訪ねたはずだ。……サラは贈り物を喜んだか？」

　腹心たちの前ではどうにも訊きづらいことを尋ねると、サマンは微笑んで答えた。

「戸惑いつつではありますが、細工の美しさに見惚れていらっしゃいました。サラさまのお好みにぴったりだったのではないでしょうか。午後からのお茶会にも、あまり渋ることなく、以前陛下が贈ってくださった水色のドレスや帯と合わせてつけて行かれました。脱いでしまわれる前に、ぜひご覧になってください」

「そうか、ならいい。十分だ。……ロクサーヌに動きは？　知っているものと思って確認しなかったが、主催者が変わっていてサラは驚いただろう」

「はい。王妃さまが変更点についてお知らせくださらないはずがありませんので、こちらへのご連絡は意図的に握り潰されたのだと思います。おそらくこのままうやむやにされて終わりかと。サラさまも、過ぎたことで煩わされるのはお嫌でしょう」

「ロクサーヌ程度に足元をすくわれることはないだろうが、サラは争いを好まない性格だ。周りの者から見て何か気になることがあれば、すぐに報告を入れろ」

「かしこまりました」

　サラはその儚げな見た目とは違い、なかなか頑固で芯が強い。最初はただ大切に守られるばかりのひ弱な花のようにも思えたが、シャフラムは良い意味で裏切られた。

　今はおとなしくしていても、いずれ我慢の限界がくれば、こちらが手に負えないほど暴れそうな気もする。だからといって、シャフラムの立場では、せいぜい身の安全を保障してやることしかできない。それを歯痒く思う気持ちもあった。

「それで、妾妃たち以外で接触した者はいるのか？」

　いないだろうな、と思いながら問うと、案の定サマンは否定した。

「面会希望者は後を絶ちませんが、基本的にどなたともお会いになっておりません。サラさまは外出も禁じられておりますので、出歩かれるのは共有の図書館と専用のお庭くらいです。あとはずっと蓮の館に」

「籠の中の鳥とはよく言ったものだ。大神殿にいたほうがまだ自由があった」

「陛下……」

「私がどうこう言えた義理ではないが」

　後宮の妾妃たちには、城下へ出かけることも里帰りも許していたが、サラの場合は難しい。神殿に戻ることもできない。本人もわかっているのだろう、強くわがままを言うことはなかった。

　その見事なまでの引きこもりっぷりは、王の寵愛が深く、他の者のように表に出られないせいだという話になっている。隣国シリィンはまだ何も言ってこないが、すでに噂が届いていることは間違いない。エステルとの間に後継ぎがいないこともあり、向こうでも気を揉んでいることだろう。

「サラさまが唯一お会いしているのはキリアスさまです」

「ああ、あいつか」

「陛下からの伝言や贈り物を持って来てくださいますので、そのつど穏やかにお話されております。キリアスさまは誰に対しても気さくな方ですから、サラさまも馴染みやすかったのではないでしょうか」

「あの顔にあの性格、あの物腰だからな」

　アステュアの後宮は本来であれば国王を除き男子禁制だったが、シャフラムの許可した王族と宰相、近衛騎士、宦官に限り、応接スペースであれば面会は可能だ。キリアスは条件を満たしていた。

　サラと話し合う時間はそれなりにあるものの、何を言っても、しても、結局は凌辱することになるのだと割り切り、ふらふらしている従兄弟に様子見を頼んでいたのだ。自分が昼間も会いに行ったら不快だろうという配慮だった。

　キリアスは柔和な笑みを武器にサラの警戒心を削いでいったのだろう。シャフラムだとて好きで怖がらせているわけではないため、サマンの報告を聞いてため息をついた。

「サラがいいのなら特に言うことはない。キリアスも私の妃に手を出すような真似はしないはずだ」

「はい。あの……陛下。失礼を承知で申し上げますが、お時間があるときでけっこうですので、昼間もサラさまを訪ねてくださいませんか」

「……理由は？」

　侍女の鏡のようなサマンが、控え目ながらも自己主張したことを少し意外に思う。この短期間に、彼女もサラにほだされるところがあったらしい。

「すでに後宮へお迎えしてしまったのです。わざと嫌われる必要はないかと」

「無理だな。私はあれを凌辱している。そのうえ、子ができたらできたで引き離さなければならない。サラがいてはエステルの立場も危うくなるから、彼女は産後の肥立ちが悪く病を得たことにでもして、いずれ後宮から出すつもりだ。神殿の連中はろくに人を嫌うことも教えずに育てたようだから、わかりやすく恨むことのできる人間がいたほうがいいだろう」

「……はい」

　サマンは残念そうな顔を伏せると、静かに一礼して退室する。ひとりになり、シャフラムは思いっきり髪を掻き乱した。

「奪ってばかりの私に期待するな……」

　サラの持つ金色は神の色だ。巫女を辞め還俗しようと、多くの人にとって彼女が尊い存在であることに変わりない。

　本当は、嫉妬に駆られた妾妃たちなど、サラがその気になれば容易く排除できるのだ。なにしろ、彼女の望みとあらばたとえ汚れ仕事だろうと喜んで手を貸すような者が国内外にあふれている。

　しかも、サラは公私の切り替えが上手く、人の上に立つ者としての教育を受けていた。大陸の歴史や情勢に通じ、貴族のあしらい方もまずまずで、サマンによると、たまに妾妃たちを利用して、後宮に引きこもりながらも最新の情報を仕入れているという。

　経験こそ不足しているが、どう考えても正妃向きの逸材だ。

「あるいはエステルがいなければ……」

　──いなければ？

　自分が何を考え、何を言いかけたのか。

　シャフラムはもたれかかっていた長椅子から身を起こし、思わず口元を押さえた。

「私は……」

　けれど、その戸惑いは、文字どおり執務室に飛びこんできた宰相によって一蹴される。

「大変です、陛下！」

「どうした」

　珍しく慌てた様子のカムヤールは、見るからに血の気が引いた顔で叫んだ。

「サラさまがお倒れになったそうです！」
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　サラの額に手をあてて、シャフラムは顔をしかめる。髪が濡れるほど汗を掻いているのだ。そっと首筋に手を滑らせると、そこも汗でべとついていた。

「思ったより熱が高いな。……サラ」

　静かに呼びかけるが返事はなく、荒い呼吸が吐き出される。寝台に横たわっているというよりは、ぐったりとして動けないというのが近い。シャフラムは頬や首筋に張りつく髪を梳きながら、緊急事態ということで寝室に入れた従兄弟に声をかけた。

「本当にただ倒れていただけなのか？」

「大丈夫、怪我や乱暴された形跡はないよ。侍女が発見したとき衣服は乱れていなかったと言うし、すぐに侍医が確認している。カムヤールが君を呼びに行っている間に、私が代わって報告を受けたけど、今は熱を出して眠っているだけだ。症状としては過労に近いようだから、しばらく安静にしていれば回復するそうだ」

「十五の子供が倒れた理由がそれか。この数ヶ月で随分と疲れが溜まっていたのだろうな。心当たりが多すぎる」

　シャフラムは苦い顔になる。責任の一端は自分にあった。

　月のものが大きく遅れているのもストレスのせいだ。女の身体はデリケートで、ましてサラの境遇を思えば不安ばかりだろう。いつこうなっても不思議ではなかった。

（本当に何者かに襲われたのでなければ……）

　その考えは頭の隅に追いやる。城に上がる人間の身辺調査は厳重に行われていた。

　警備も厳しく、不審者が侵入するのは不可能だ。最奥にある後宮など、出ることは容易でも入るのは難しい。もし何者かがサラを襲ったというのなら、ある程度自由に出入りできる者、そこにいても違和感のない者に限られてくる。なのに、その痕跡がない。

　サラを害する目的で襲ったのなら、ただ倒れているだけでは済まなかった。

　聞けば、サラはお茶会を途中で抜けたらしい。ロクサーヌを始めとした妾妃と給仕の侍女全員が認めている。どうせネチネチといびったに違いないが、その程度で彼女が逃げ出そうとした理由がわからなかった。

　妾妃たちは取りとめのない話をしていただけだと口を揃え、侍女は距離を置いて控えていたので会話まで聞いていないと言う。ただ、サラが急にグラスを取り落としたかと思うと走り去ってしまったらしいので、それだけ動揺させられたのだろう。珍しいことだ。

　サラが動揺するほどの話題で思いつくのは、自分との関係くらいだ。そのことに気づくと、また妙な苛立ちを覚えた。

　シャフラムは寝台の横へ運ばせた椅子に座り、上掛けの上に投げ出されていた手に触れる。美しい、小さな手だ。彼女の身体が火照っているせいか、やけに熱い。サラが辛そうに息をするので手のひらを握ってやると、人肌に安心したのか弱々しく握り返されて、厳しい表情がいくらか和らいだ。

「おみ、ず……」

　おそらく無意識に呟いたのだろう、それ以上は言葉が続かない。テーブルに用意されていた硝子のカラフェからグラスに水を注ぐと、うつらうつらしている少女の身体を支えて口元まで運んでやる。だが、上手く飲めなくて首のほうへこぼれていってしまう。

　シャフラムは自らグラスをあおり、薄く開いた唇をふさいで冷たい水を流しこむ。こく、と素直に飲み下す様子にほっとしながら、サラが満足するまで繰り返し、冷たくなった唇を指で拭ってやった。

　美しい髪はしっとりと湿ってシーツに散らばり、瞳は閉ざされていて見えない。象牙色の肌には汗が浮かび、細い首と肩のラインが無性に艶めかしく見える。ふと、彼女の耳に飾られた耳飾りに目がいった。

　自分が贈ったものをサラが身につけている。ここで彼女を飾るものすべてがシャフラムの与えたものだ。自分の庇護がなければ生きていけないような、そんな不安定な身の上にした責任を取らなければならなかった。

「陛下、そろそろお戻りください」

　しばらく黙って様子を見ていると、部屋の外からカムヤールの声が聞こえてきて、はっとする。執務室を飛び出してから、だいぶ時間が経っていた。

　政務を放ったままにはしておけず、ため息をついて立ち上がる。部屋の隅に下がっていた侍女たちにいくつかの指示を与え、最後にサラの顔を覗きこむと、繋いでいた手をギュッと握りしめられ、一瞬彼女に引きとめられたのかと思った。

　何だかたまらない気持ちになり、シャフラムは白い手の甲に口づけを落とす。しかし、それでもまだ物足りない気がして、苦しそうなサラの額に唇を押しつけると、キリアスと外で待っていたバルバードを連れて後宮を後にした。

　王の執務室まで同行したカムヤールは何か言いたそうだったが、シャフラムが押しつけた書類を受け取り、この一件を大事にするつもりがないことだけ確認して出ていく。察しの良い男だ。ようやく気心の知れた者だけになると、キリアスが沈黙を破った。

「随分と甘いことをするじゃないか。それとも、あの子の意識がないからできたのかい？」

「キリアス」

「だってそうだろう？　ここだけの話、もう何年も前から妾妃の誰を寝取られようとかまわないと明言している君が、あの子に触れた者がいないか気にするなんて、奇跡もいいところだ。しかも励ますように手を握ったり、口移しで水を飲ませてやったり、去り際にはキスまでしたんだから、そりゃあ驚きもするさ」

「本当なのですか？」

「あ、やっぱりバルバードも驚くか。本当だとも。ついさっきこの目で見たからね。幻覚かと思ったよ」

　失礼なことを言って、キリアスは緩い笑みを浮かべた。

「それで、どういう心境の変化なのかな？」

「大げさに言うな。あれはまだ子供だ。少し気を遣っただけだろうが」

「でも君が女にしたんだ。正直に言えばいい。手放すのが惜しくなった、と」

「キリアス、私が寵妃を気にかけるのがそんなに珍しいか」

「寵妃ねぇ……」

　妙に癪に障る言い方だ。シャフラムは苛立ちを隠して長椅子に身を投げ出した。

　サラはとても美しく聡明な少女だ。関係を持ったからといって媚を売ることはなく、粘つくような欲情もぶつけてこない。むしろ、賢く穏やかでそばにおくのに好ましい相手だと思っている。彼女がいつまでも打ち解けないのは、明らかに自分のせいだ。

「あの方は、今までのお相手とは違うのですか？」

　バルバードが控え目に問いかけてくる。生真面目な男は、シャフラムを振りまわすサラが気に入らないらしかった。

　隙あらば取り入ろうとする女は論外として、未だに王に抱かれるのを嫌がる少女より、長年シャフラムを通して接してきた王妃に肩入れしたくなるのは当然だ。バルバードは女神の呪いを知っていてなお、次の王は正妃腹が望ましいと考えているようだった。

「王統を絶やさぬためにと、私がエステル以外の女に手を出すなど、今に始まったことではないだろう」

「けれどサラさまは、陛下をお慰めするには未熟です」

「十五の娘に多くは求めていない」

「王妃さまが嫁いでいらっしゃったのも十五の年でした。今のサラさまより、随分と心がまえができていたように思います」

「エステルはいずれ他国の王に嫁ぐ教育をされてきたが、サラはそれを知らずに育てられた。何もかも違うふたりを比べてどうする」

　自分たちの様子を近くで見ている者が、気を揉むのも仕方がないとは思う。しかしそれは、シャフラムがサラに対して無体を働き、冷たい態度を取ってばかりいるせいだ。

「自覚があるのなら、もう少しやり方というものを考えなくては。失ってからでは遅いからね」

　シャフラムはキリアスの声でふと我に返った。

「おまえこそ、随分とあれに肩入れしているようだが」

「あの子は可愛らしいから。当然じゃないか」

「……、バルバード、おまえもだ。サラをやたらと意識しすぎている。そんなに私の妃にしたくなかったのか？」

「いえ、そのようなつもりは……」

「ならば、この話はこれで終わりだ」

　出て行けと手を振ると、キリアスは肩をすくめ、バルバードは慇懃無礼に辞去の礼をして執務室を後にする。ひとりになり、シャフラムはまだすっきりしない気持ちで眉間の皺を揉んだ。

　この感情を何と言い表せばいいのだろう？

　気を抜くと、次々と脳裏に浮かんでくる少女の姿。少しずつ、けれど確実に、サラを想う時間が増えていることに、シャフラムは戸惑いを隠せなかった。
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「……ぅ、ん……」

　ゆっくりと意識が浮上して、横になったまま目元を擦る。何となく身体がだるいのは、疲れが抜けきっていないせいだ。

　サラはふうっと息を吐き、軽く背筋を伸ばして起き上がる。辺りは薄暗く、しんとしているので、もうだいぶ遅い時間だと思われた。

　寝台を取り囲む紗のカーテンを片側に寄せて、月明かりの射しこむ部屋を見まわす。白い壁と大理石の床、美しく染め抜かれた唐草模様の絨毯。寝台のすぐ横にはテーブルと揃いの彫刻が入った椅子が置いてあったが、他に家具は本棚や長椅子など必要最低限のものしかなく、すっきりとした内装の部屋だ。ここはサラの寝室で間違いない。

　自分はいつ蓮の館に戻って来たのだろう。お茶会に招かれ、うんざりする話に付き合って、一足先に退席することになり……。

　そう。そして、帰り道で何者かに襲われた。

「いったい何……？　誰があんなこと……」

　わからないことだらけだ。いくら死角になる場所だったとはいえ、大胆すぎる。ロクサーヌの手の者が動いたのだろうか。

　お茶会で妾妃たちにぶつけられた言葉や今の自分の立場について考えると、胸の奥がモヤモヤする。サラは苛立ちを誤魔化すように爪を齧り、はっとした。

「舐められたの、右手の人差し指だったわ……」

　襲われたときの状況を思い出し、なぜ？　と指先を見つめる。おそらく寝ている間に自分を診察した侍医も気づかないほどの傷なのに、どうしてそこを怪我したと知られているのか。

「わたしのこと、いつから見ていたの？」

　ここは王の後宮。特別に出入りを許された男を除けば、女の園だ。そして、サラは王妃以外のすべての妃から疎まれていた。

　彼女たちに仕える者が必ずしも主人と同じ考えの持ち主だとは思えないが、強く命じられたら逆らえないのも事実。ぞわっと鳥肌が立った。

「無理。犯人なんて見当もつかない。みんなを疑うことになってしまう」

　最も怪しいロクサーヌには、「願いが叶う」だの「毒」だのと笑ってお茶を出されたが、もし彼女が本気だったら今ごろサラの命はなかったかもしれない。悪意を向けられることに慣れないせいで気づかなかっただけで、もしかしたら本物の殺意がこもっていたのかもしれないのだ。

　否定するだけの根拠を、サラは持っていなかった。

（怖い……）

　衝動的に寝台から降りる。少しふらっとしたものの、立ち止まらない。隣室には侍女がいて呼べばすぐに来てくれるはずだが、どんなに優しくされてもここは自分のいるべき場所ではなかった。

　だってシャフラムがいない。彼はサラを守ると言ったのに、そばにいないではないか。

　冷静に考えれば、妾妃のひとりが倒れていたくらいで王が付き添うわけにはいかないことはわかる。それでも今、ひとりぼっちでいることが寂しくてたまらなかった。

　バルコニーへ出る扉を開けると、そのかすかな音を聞きつけたのか、廊下のほうから人の気配が近づいてくる。サラは急いで外へ飛び出した。

「サラさま!?　誰か、陛下にサラさまが目覚められたとお伝えして！」

「お待ちくださいっ、どこへ行かれるのですか！」

　背後で侍女たちの声がする。逃げたところでどうにもならないのに、そんなことは頭にない。この恐ろしくて寂しい場所から一刻も早く遠ざかりたかった。

　サラは自分専用の庭園に入りこむふりをして、別方向へ向かう。ほとんど引きこもっているせいでどこへ繋がっているのか把握していない小路を、人気のないほうへ走って行く。一握りの者たちの目を楽しませるために用意された庭は、緑に囲まれた大神殿の庭園よりはるかに華やかで明るい花々であふれていたが、眺めている余裕はなかった。

　逃げることに必死になっていたサラは、木々の途切れたところで人にぶつかる。

「きゃっ！」

「おっと」

　覚悟した痛みはなかった。尻もちをつかなかったのは、どこかへ向かう途中だったのか、片手に書類を抱えたキリアスに抱きとめられていたからだ。

「もう起きて大丈夫なのかい？」

「キ、キリアスさま」

「うん？　侍女が騒ぐから何事かと思って駆けつけてみれば、やみくもに走ってどこへ行くつもりだったのかな？　もうすぐ日付も変わるというのに、困った子だね」

「わたし……」

「ああ、別に怒っているわけじゃないよ。さあ、こっちにおいで」

　言い淀んでいると、彼はサラが裸足であることに気づいたらしく、芝の上に上着を敷いてそこに座らされる。すっかり足止めされて顔をこわばらせると、キリアスは書類を投げ出し、片膝をついて肩をそっと撫でてきた。

　サラは自分がどんな恰好をしているのかに気づき、真っ赤になる。寝ていたのだから、当然薄い夜着姿だ。夫のいる身で他の男の前に出るのも、こうして触れられるのももってのほかだ。その辺りの貞操観念はサラにもあった。

「キリアスさまっ」

「大丈夫、まずは落ち着いて。お腹の子にも悪影響だよ」

「え……？」

　するりと手は離れていったが、サラは別の意味で動揺する。

　悪い冗談だと言って欲しかった。

「な……何を、おっしゃって……いるの？」

「嘘じゃない。君は妊娠しているんだ」

「……！」

「これは君の専属侍医、マーナからの報告だよ」

　はっきりと告げられ、頭の中が真っ白になる。キリアスはそんなサラを励ますように両手を握りしめてきたが、今度は拒む気力もない。

　すると、重ねた手を平らな腹の上に置かれて、あ……と情けない声が出てきた。

「サラ、私は君が倒れていると聞いたとき、介抱は侍女と侍医に任せて、まずはお茶会をしていたという庭に立ち入らせてもらった。そこでもしかしたらと思ったんだが、君が飲んだのはアルルーナという花を煎じたものだね？」

「名前……までは、わかりません。何か問題が……？」

「いや、お茶そのものに問題はない。アルルーナはハーブの一種で、不快感を鎮め、気分を向上させたり、精神を安定させる働きがある。害になるとしたらシロップのほうだ。あれは遠い異国では堕胎薬としても使われている」

「堕胎薬……？」

　茫然とするサラを見て、キリアスは淡々と説明する。

「アルルーナの根の外皮を剥いで砂糖水と煮詰めて作るんだ。普通はお茶とセットで飲む。ただし一定量を超えて摂取すると、子宮を刺激して子を流す作用を持っている」

「そんなっ、他の方もシロップを入れて……」

「子を孕んでいなければ身体には何の害もない。この国ではアルルーナ自体が非常に珍しいから、誰も詳しい効能までは知らなかった可能性もあるけど、疑って注意しておくのに越したことはないだろうね」

　話を聞くだけでも恐ろしくて、心臓を鷲づかみされたような気分になった。

「キリアスさまは、なぜそれを？」

「私は個人的に五の大臣と親しいんだ。話が合うというか、とにかく彼の知識量は尊敬に値するよ。それに彼は君のことをとても心配していて、妾妃として後宮入りすることが決まってからは、いつ何が役に立つかわからないからと、おそらくシャフラムと君との間で緩衝材になる私にいろいろとためになる話を聞かせてくれた。アルルーナはその中のひとつだ。アステュアでは無名に等しい花だから、まさかそんな知識が本当に役立つとは思わなかったけど、女の戦いと言えば、古今東西まずは毒だしね」

　とにかく最悪の事態に陥らなくてよかった、とキリアスは言う。

　しかしサラは、アルルーナ茶を出されたのは偶然ではなく、明確な悪意があってのことだと確信してしまった。

　ロクサーヌたちはお茶のことを「願いが叶う」とも「毒」とも言っていた。サラの知る限り、後宮の妾妃に共通する願いなど、ひとつしかない。

（彼女たちの望みは、わたしを排除すること……）

　サラが脱落したからといってシャフラムの寵を得られるとは限らないのだが、当面は目障りな存在が消えるだけでいいのだろう。確かに、サラがシロップ入りのアルルーナ茶を飲めば、体調を崩してよそへ移される可能性があり、同席していた女たち全員の望みが叶う。逆に、シャフラムから逃れたいと願ったサラの望みも叶うのだ。

　その代償に、ひとつの命が失われようとも。

　そこまで考えて、ぶるりとふるえる。さっきから自分が妊娠ありきの想像をしていることに気づいたのだ。

（本当に、ここに……お腹にシャフラムさまの御子がいるの？）

　子供なんていらない、怖い、できないようにしたいと願っていたのに。

　──―わたしは、この子を守れる？

　女としての本能がそう思わせたのか、何だか泣きたい気持ちにさせられた。

「キリアスさま、マーナ先生はわたしが妊娠しているなどとひとことも言っていませんでした。だから、ロクサーヌさまたちが知っていたとも思えません。どうしてこんなことに……？」

「ああ、混乱してもしょうがないか。君の専属侍医はね、どうも家族の命を盾に二の大臣に脅されていたようだ」

「なっ……!?」

「彼女は君がお茶会後に倒れたと知って、ひどく取り乱していた。あとで私のもとを訪れ、助けを求めてきたよ。王を謀った罪は重いが、私はすべて話すことを条件に彼女の秘密を買い、手を貸してやることにしたんだ」

　知らないところで大事になっている。ロクサーヌどころか、その父である二の大臣の名まで出てきて不安を煽られた。

「君が懐妊したことは、他にはまだ誰も知らない。後宮の、それも王の寵妃の主治医に任じられるくらいだ。マーナの忠誠心は厚い。この数ヶ月、しつこく情報提供を求められたそうだが、答えを偽っていたらしい。ロクサーヌ殿がシャフラムの君への寵愛ぶりと、侍医の態度に痺れを切らして確証のないまま行動に出たと考えるのが自然だけど、今のところ証拠がないからね。確率としては半々だ」

「先生は何も悪くないわ！」

　避妊薬が欲しいと頼んだとき、何か言いかけ、感極まったように平伏した侍医の姿が思い出される。言われてみれば、彼女はサラが夜伽を望んでいないことを悲しみ、まるでこの世の終わりのように辛そうな顔をしていた。

　彼女は知っていたのだ。サラのお腹の中に、新しい命が宿っていることを。

　だから、家族を盾に取られて従うよりほかなくなっても肝心の情報は渡さなかった。

（わたしとこの子を守るために……）

「先生が罪に問われることのないようにしてあげたい」

「君ならそう言うと思ったよ。いずれ彼女のことも報告するが、私からシャフラムに口添えするつもりでいる。心配しなくていい」

　キリアスの口から王の名前が出てきて、サラはギクリとした。

「シャフラムさまには、なんて……？」

「まだしばらく伝えるつもりはないよ」

「なぜ？」

「君が倒れたことで彼もだいぶ感情が昂っている。それに、少々自分の気持ちに戸惑っているふしもあってね。今知らせれば冷静な判断ができないかもしれない。君も少し落ち着く時間があったほうがいいだろう？」

「あ……も、もしかして……まだ流れてしまう危険があるから？」

　サラはキリアスの手を払い、両手で庇うように下腹部を覆う。ずっといらないと思っていたのに、怖いのに、もし取り上げられたらと考えると恐ろしい。母親になる実感はなく、覚悟や自覚もない。それでも、ここにいて欲しいと思う。

　キリアスは今にも泣き出しそうなサラをなだめ、穏やかな口調で続けた。

「大丈夫、今日まで何事もなかったんだ。とりあえず安心していい。しばらく熱が下がらなかったのも疲れが溜まっていただけらしいから」

「本当……？」

「ああ。ただ、もうしばらくしたら気分が悪くなるかもしれない。味覚が変わったり、匂いに敏感になったりすることもある。十分注意しないとね」

「あっ……」

「何か心当たりでもあった？」

「キリアスさまが訪ねていらしたとき、いつもの花茶を飲むのが少し辛かったの。花の香りと蜂蜜の味が濃い気がして」

「ああ、別のものに取り替えていたっけ。その程度で疑う者はいないと思うけど、君の侍女は有能だから、隠すつもりなら少し気をつけたほうがいい」

「え、ええ……。よかった、ばれなくて」

「シャフラムの知らないところで秘密を持ってしまったね」

　ほっとした様子のサラを見て、キリアスが曰くありげに目を細める。その表情からは何を考えているのかうかがい知れず、サラはほんの少しこの物腰柔らかな青年が怖くなった。

「サラ、ファルナーズ王女はシャフラムの叔母にあたるけど、私にとってもそうだ。表立って動けない先王の代わりに、王弟である私の父が、かの人が亡くなったときに手を貸した。君を保護するとき、公爵家の跡を継いだ私が手をまわしたようにね」

「……わたしを、ずっと気にかけていてくださったの……？」

「そうだよ、親愛なる従兄妹どの。君のことなら、私はきっとシャフラムより詳しい。この十年、君の成長を見守り、目の前に現れる日を待ち望んできたのだから」

「ま、待って。あなたの言っていることはおかしいわ。わたしがファルナーズ王女の娘だとおっしゃるの……？」

　サラは驚いて叫びそうになる。バルバードばかりか、キリアスにも似たようなことを言われ、何が真実なのかわからずに不安な気持ちになった。

「わたしは孤児よ」

「サラ、金髪金眼の子は王家にしか生まれない。シャフラムも他の者も君が誰かの庶子ではないかと幾度となく疑った。だが、何度調査しても該当者がいなかったんだ。大神殿の奥宮から出て来ない、ファルナーズ叔母上を除いてね」

「……ぁ……！」

「もっとも、彼女を疑い調べろと言う者などいなかった。叔母上は直系の王女であり、聖女と謳われるほどの巫女だ。手を出す者などいるはずがない。そう考える人間は、彼女が君と同じで自由に憧れるひとりの女性だということを見落としていた」

「わたしと同じ？」

「記録には残っていないけど、叔母上自身も神の娘……君と同じで、その身に太陽神の色とされる金色を持ってらっしゃったんだよ」

「……！」

　以前バルバードが言っていたことを思い出し、サラは驚きをのみこむ。

（髪の色は金。でも瞳の色はわからなかったって……。じゃあ、本当に？）

「今生きている人間で叔母上の秘密を知るのは、私と大神殿の長老たちを入れてもごくわずかだろう。君は王都から遠く離れた国境沿いの小さなオアシスで保護されたけど、叔母上の遺言どおり、下心と野心にまみれた貴族の養女ではなく、中央の大神殿に引き取られたことは幸運だったと思う」

「わたし、五つまでの記憶がないんです」

「たぶん恐ろしい目に遭ったショックで忘れてしまったんだろうね。君を連れていた男は、盗賊たちと揉み合って、最後は全員を道連れにして川に落ちたそうだから」

「守ってくれたのは、わたしのお父さま？」

「わからない。そこは流れが速く深い川で、遺体もひとりしか見つからなかった。確認しようがないよ。でも目撃者によれば遠目にも常にへりくだった態度だったらしいから、ただの世話役だった可能性が高い」

「……そう」

　サラは小さく呟く。キリアスが自分とファルナーズ王女の過去に詳しいのはわかった。デリケートな事柄だけに嘘をついているとも思えない。それだって百パーセントではないけれど。

（ああ、だから……）

　ファルナーズ王女が生まれた直後に大神殿へ入れられたのは、巫女としての素質があったからではなく、神の娘であることを隠すため。彼女の場合、奇跡の力は絶対的な予言の力として開花した。

　しかも、大国の王女だ。珍しい容姿も持っている。当時の情勢を考えれば、それが明るみに出たとき、彼女を巡って争いが起きる可能性を否定できない。

　そのために隠され、ひっそりと育てられたのだろう。予言の力だけならば、巫女として優れているだけだと偽れる。だが、そこで静かに生きて死ぬはずだった彼女は誰かの子を身ごもった。

　周りの者が、王女の、神の娘の子を殺そうとなどと思うはずがない。王宮側が把握していないのは、秘密が洩れれば処罰される者がいるから。まず、その子供の父親が。そして周囲の者たちが。何より生まれてきた子供を取り上げられる。

　場合によっては政治の道具にされかねない。もしその子が女児であれば、国王の妾妃腹の娘ということにでもして政略結婚の駒として使い道があるからだ。

　サラの推測どおりなら、ファルナーズ王女はそれを望まなかった。秘密を知る人々も彼女の願いに従った。

　心の中はぐちゃぐちゃに乱れている。なぜこんなときに言うのかとキリアスが恨めしくなるほどだ。でも、ひとつだけわかる。自分は愛されて、祝福されて生まれてきた。

　ファルナーズ王女は外の世界を知らずに生涯を閉じたが、サラは幼いころにほんの少しだけ普通の暮らしを経験している。いつ大神殿の外に連れ出されたのか覚えていなければ、養父母に拾われるまでどうやってこの姿を隠していたのかもわからないが、それは自分を生み落として亡くなった母の願いだったに違いない。

　ファルナーズ王女が自分の母親だという証拠はどこにもないのに、もう今ではそれを否定するほうが難しいような気持ちになっていた。

　サラが知らずにいただけで、たった十五年の人生を振り返っただけでも、彼女が自分に関わろうとした痕跡が今だからこそいくらでも見つかる。

　つい最近まで十年間暮らした大神殿でも、みんながサラを大事にしてくれたし、老巫女たちは本物の祖母のように厳しく、でも優しかった。その下地を作ってくれたのは、やはりファルナーズ王女だ。

「サラ」

　瞳を潤ませていると、優しく髪を撫でられた。

「君の涙は宝石のようだね。それに舐めたら甘そうだ」

　歯の浮くような台詞に目を瞠る。

「キリアスさま……」

　キリアスは軽く身をかがめ、金色の睫毛に引っかかっている涙を吸い取った。

「サラ、シャフラムは君に惹かれ始めている。だが、今の彼が必要としているのは、まず君のお腹の子だけだ」

「シャフラムさまがわたし……に……？　あり得ないわ」

　サラは力なく首を振る。必要とされているのが子供だけだということは身に沁みてわかっていたし、王妃を見つめる慈愛に満ちたまなざしは、他の誰が望んでも与えられないものだ。

　サラだって国王夫妻の幸せを邪魔したくない。ただ、好きな人のそばで笑い、愛し愛されているエステルが羨ましい。シャフラムに同じように抱かれていても、きっとまるで違うのだと思うと、胸にぽっかりと穴が開いたようだ。

　シャフラムはサラに自分の子ができたと知っても、きっと本心では喜ばないだろう。それがとても悲しくて、キリアスの前だというのに情けない顔をしてしまう。

「君は……何て顔をするんだ。まったくシャフラムはひどい男だね。私なら絶対に君を泣かせたりしないのに」

「キリア……」

「ねぇ、サラ。君はいつまでも王妃の──その腹の代わりにされて、それで満足できるのかい？　叔母上のように禁を破ってでも誰かを愛したい、愛しい人と結ばれたいと思う気持ちはあるんだろう？」

「わ、わたしにどうしろと？」

　キリアスの言葉に胸を抉られる。サラはまた瞳が潤むのを感じて顔を歪めた。

「シャフラム以外の男を知れば、世界が広がり、選択肢も増えるかもしれないよ。見知らぬ男に身を任せるのが恐ろしいのなら、私が抱いてあげてもいい」

「……本気で……？」

「ああ。今ならまだ間に合う。どうしても彼が嫌なら、その子は私の子ということにしたってかまわない。以前から私とも隠れて関係を持っていたと言えばいいのだから」

「そんなこと……」

　かあっと赤くなるサラを見下ろし、キリアスが唆す。

「助けてと、わたしをさらってと言ってごらん。君には危険を冒すだけの価値がある。神の娘を抱けるのはこの上なく名誉なことだし、もしシャフラムが君に愛想を尽かして後宮から出すと言えば、名乗りを上げる者は多いだろうね。もちろん、私もその中のひとりだ」

　そろり、肩を撫でた手が下へと滑る。

「彼は君のことをひどく扱うけれど、私はもっと優しい。今すぐにでも、君を温かく包んで慰めることができる」

　労わるように抱きしめられ、サラはゴクリと喉を鳴らした。キリアスの吐息が頬にかかり、そこに唇が触れる。

「いや……！」

　知らない温もりに怯え、サラは短い悲鳴を上げていた。

　その腕は決して乱暴ではなかったのに、違う、と思ってしまった。この腕では、匂いでは、体温ではないのだ、と。

　ほとんど反射的に走り出したサラを、キリアスは追ってこない。

　からかわれただけなのかもしれないが、それでも駄目だ。シャフラムよりキリアスのほうが親しみやすく穏やかで、紳士的でサラが欲しい言葉をくれるのに、怖いと思ってしまったことがとてもショックだった。

「あ……」

　ふらふらと灯りの見えるほうへ向かっていくと、少し開けた場所に出る。そこからは、王と護衛のバルバードが蓮の館へと続く回廊を渡っていく姿が見えた。

　そして、少し離れたところでそれを見送る王妃の姿。

　エステルはシャフラムの背中を静かに見つめて、儚げな表情を浮かべている。

　──ごめんなさい……。

　ふるえる唇からこぼれたのは、自分でも聞き取れないほど小さな謝罪。

　サラは、胸の奥から突き上げてくる不安をひとりでは抑えきれなかった。

　王妃が侍女を伴って踵を返すと、シャフラムを追い駆ける。

「シャフラムさま！」

「サラ!?」

　こちらを振り向く彼の胸にそのまま飛びこみ、知らず知らずのうちに馴染んでいた温もりに包まれて安堵する。しっかりと抱きしめられ、それだけで呼吸が楽になった気がした。

「よほど怖かったのだな。心配いらない。ロクサーヌたちは家へ帰す」

「え？」

「今回の件で痛感した。彼女たちをこれ以上後宮に置いておいても害にしかならない」

　大きな手があやすように背中を撫でる。サラが意識を失ったのは何者かに襲われたからなのだが、誰も気づいていないらしい。シャフラムはロクサーヌ主催のお茶会をサラだけが先に退席したことで、そこに体調を崩したきっかけがあると推測したのだろう。

　どうせもう不審者がいたという証拠は残っていない。自分さえ気をつけていれば、他の者が危険にさらされることはないはずだと、これ以上、事を荒立てたくない気持ちから、黙っておくことにした。

「ロクサーヌさまたちのことは、名門であるご実家を蔑ろにはできず、後宮へ迎えてそのままだったのですよね。わたしのために無理をしたら反感を抱く者も出てきます。本当にいいのですか？」

「どうせ潮時だったんだ。父親たちのほうも、自分の娘が女神の認める女ではないことはとうに承知している。このまま老いるまで娘を飼い殺すのと、将来有望な臣下へ下げ渡すのと、どちらがいいか選ばせた。一時は私の寵を得たともなれば箔もつく。そう悪いことではない。この数日で全員が承諾した。おまえが気に病む必要はない」

「数日？　前からそのつもりだったのですか？」

「いや、どうにかしなければと考えてはいたが、実際に動いたのはおまえが倒れてからだ。侍女や侍医はお前の看病でぼろぼろになっているぞ」

「待って。わたし、そんなに寝ていたの？」

「ああ。ときどき目を開けたが、ぼんやりしていたから覚えていないのか。それで逃亡されたら、おまえに仕える者はたまらないだろうな」

　サーッと血の気が引いた。

　感情的になっていたとはいえ、サラは何もかもが嫌になって部屋を抜け出したのだ。看病してくれた侍女たちが騒ぐのも無理はない。館の裏手に広がる庭園のほうでは人の声がするから、まだサラの探索が行われているのだろう。なのに、一番逃げたかった男の腕の中にいるのだから、矛盾している。心がとても不安定になっていた。

　シャフラムはそんなサラを抱き上げると、さっさと目の前の館に入り、寝室へ連れていく。王の訪れと、なぜか腕に抱かれたサラを見て目を丸くした侍女たちは、それぞれほっとした面持ちで方々に散って行った。

　涙型のランプの灯りが、シーツの上に柔らかい光を落としている。そこに寝転がされて、どうも様子のおかしいシャフラムをそろりと見上げた。

「裸足で走りまわるから細かい傷ができているじゃないか。あとで消毒させよう。ああ、それに顔色が悪い。目も潤んでいる。よくもそんな状態で部屋を飛び出したものだ。私を厭うのは仕方がないが、おまえに付けた者たちも気に入らなかったのか？」

「違います。わたしが軽率でした。みんなに謝ります。それに、シャフラムさまだって好きでわたしを、あ、あんなふうに……されているわけじゃないのでしょう」

「……そうだな。前にも言ったが、できれば泣いている女に手を出すような真似はしたくない。おまえの気持ちをくみ取ってやれず、可哀相なことをしていると思っている」

　謝られたわけではない。それでも彼がはぐらかさずに真摯な態度で話すのを聞いて、侍医が来るころにはもう昂った気持ちは落ち着いていた。

「サラさま！」

「ごめんなさい、マーナ先生。あなたにも心配をかけました」

「私のことなどどうでもよいのです。あなたさまがご無事で何よりでございました」

　老境に差しかかっている侍医は、前に会ったときよりさらにやつれた顔をしていたが、真剣そのものの表情で診察し始める。彼女はサラが陰謀の一端を聞き知ったことにはまだ気づいていないようだ。何が何でもお守りしなくてはという気持ちが、痛いほど伝わってきた。

「どうだ？」

　少しして、シャフラムが尋ねる。

「はい、ご心配には及びません。お熱も下がりましたので、滋養にいいものをたっぷりお摂りください。それから、当分の間はどうか安静に」

「そうか。夜遅くにご苦労だったな。戻って休め」

　足の汚れを丁寧に拭い、擦り傷の手当てを終えて、くれぐれも無理をしないで欲しいと重ねて訴える侍医に、シャフラムはいくらかほっとした面持ちでうなずき返す。またふたりきりになって起き上がろうとすると、大きな手に肩を押さえられて布団をかけられた。

「シャフラムさま」

　これまでは、何度肌を合わせていても素っ気なかったのに、今、漆黒の瞳は奇妙な熱をたたえている。幻でも見ているのかと思って瞬きをすると、そうっと顔を撫でられ、睫毛を伏せた。

（おかしいのは、わたしも同じ……）

　どうしてか、恥ずかしくなって両手で顔を覆う。傍らの椅子に腰かけたシャフラムにその手を取られ、反射的に引っこめるより早く手の甲に唇を押し当てられて、ピリッと電流が走った。

　嫌悪感ではない。もっと甘くて官能的な、快感に近い感覚だ。

「サラ」

　理性をとろけさせるような低音が、静かに名を呼ぶ。凍りついたように身動きが取れずにいると、ギシッと寝台の軋む音がして、息をのむほど端正な顔が近づいてきた。

　後頭部に手がまわり、唇が重なる。その熱さにくらくらしたが、今のシャフラムはいつものようにサラを置いてきぼりにしなかった。

　幾度となく唇を啄ばみ、そっと輪郭をなぞってサラが自ら口を開けるよう促す。おずおずと唇を開くと、待ちかねた彼の舌がもぐりこんできた。

「んっ」

　頭を撫でられて甘い恍惚が満ちてくる。不思議と怖いとは思わなかった。

　サラは自分を抱き寄せたままごろんと寝転がったシャフラムの胸に、赤く染まった顔を押しつける。そして、ふと気づいてしまった。

　外で抱きついたときはわからなかった、上着の奥からかすかに漂う甘い薔薇の香りに。

　サラは薔薇園には近づいていない。だからこれはシャフラムについた匂いだ。

（わたしが目を覚ましたとき、この方はどこにいらしたの？）

　思い出すのは王を呼んでという侍女の声。バルバードを連れてやってきた彼の背中。それを見送る王妃の横顔。

　──ああ、わたしがおふたりの時間を邪魔してしまった。

　きっと、彼らは一緒に夜を過ごしていたのだろう。

　サラは急に胸が空っぽになったような、激しい喪失感を覚えた。

　エステルと寵愛を競うつもりはない。国王夫妻の幸せを祈っている。たとえ我が身がどうなろうと、そのはずだったのに。

　王妃が羨ましい。

　サラは恋を知らない。でも、偽物の愛なんて虚しいだけだと知ってしまった。一度でいいから彼女のように心から愛を乞われてみたかった。

　好きな人と結ばれ、子を身ごもることができたら、どんなに幸せだろう。自分も、相手も、周りの人々も笑顔になるに違いない。

　それなのに、現実は？

　後継ぎの誕生をみんなが待ち望んでいる。一部を除き、誰もがその役目をサラに期待するが、シャフラムはエステルとの子供に固執していた。最初の計画が失敗したあとも、結局はサラとの子を王妃の養子にして、実母からは引き離すと明言している。

　シャフラムはこうしてサラに触れていても、一個人としては興味がないのだ。エステルとの間に子をなせないから仕方なく身体を繋ぎ、過不足のない扱いをするだけで。

（わたしは代用品だと、キリアスさまもおっしゃっていた……）

　この国の民は、涼しい風を吹かせる夜を愛していた。

　水と豊穣とを司る月の女神に祝福された国王には、神の娘などと敬われているサラより、美しい黒髪を持つエステルのほうがよっぽどお似合いだ。

　腹に宿った命を思い、涙ぐむ。

　いくら未熟でも、すでにその資格を失っていても、サラの本質は巫女だ。国の行く末を占い、祈り、光の当たるほうへ向かうための道標になろうとして生きてきた。

　それなのに、ここにいると王妃を妬んでしまいそうになる。その心が恐ろしい。

　やはり自分はここにいてはいけないのだ。ロクサーヌも他の妾妃も、そして王妃もそれがわかっていたから、サラに自ら引く機会を与えようとした。

　アルルーナ茶の件はやり過ぎだが、ぶつけられた言葉のいくつかはきっと正しい。エステルも、シャフラムにわからないよう秘薬をくれた。

『どうしても辛くなったら、この果実を噛んで飲みなさい』

　後宮での初夜、シャフラムに責め立てられてぐったりしていたサラの衣を脱がし、その下に忍ばされた小さなコサージュ。

　釣り鐘状の紫の花と、ブルーベリーにも似たオレンジ色の硬い果実がついていて、翌朝、床に散らばった服を拾い集めた侍女にも不審がられることなく、王からの贈り物と誤解されたままサラの手元に残された。

　もう生花は枯れてしまったが、赤茶けた実は小物入れの中にしまってある。そしてコサージュをまとめているリボンを解くと、幾重にも重なったチュールの中に小さなメモが忍ばせてあった。

　王妃によると、その花はシリィン王宮の薬草園にのみ咲くモイラという希少花で、煎じて飲めば瞳孔が拡散して瞳を大きく見せたり、肌が青白くなってか弱そうに見える効果があり、昔から儚げな美を好む女性王族たちに重宝されてきたらしい。しかも小粒の実を噛み砕いて飲みこむと、半日程度は仮死状態が続くという。もしものとき、敵を欺くために服用する秘薬だそうだ。

　子供は欲しい。でも、どうしても耐えきれないなら、逃がしてあげましょう。

　それは表立って手を差し伸べることのできない王妃からの精一杯の申し出だった。

（……ここを出て行こう。今ならまだ何とかなるかもしれない）

　サラがいては、結局誰も幸せになれない。自分とシャフラムとの間に子供ができたのだから、彼とエステルとの間にだってできてもおかしくないのだ。

　そうなれば、シャフラムはサラのことなどすぐに忘れる。キリアスと侍医はサラの腹に王の子がいることを知っているから、しばらく探索が続くかもしれないが、それさえやり過ごしてしまえばいい。

「……ぅ、……」

　目頭が熱くなり、またじわっと何かが滲んできた。

　それが涙だなんて認めたくない。

　なぜなら、サラはシャフラムのことなど愛していない。彼だってサラをそんなふうに想っていないはずだ。お互いに、素直な気持ちで愛し愛される対象として見てこなかった。

　今さら。すべて今さらだ。

　これ以上、虚しい思いをするのは嫌だった。

　誰かにこの子を奪われることなく、ギュッと抱きしめてあげられるなら、その自由があるのなら、他には何も望まない。

（わたしは幸せになりたい）

　ここですべて諦めるなんて、サラにはできなかった。










第五章　聖女は夢を見る






　シャフラムがサラを除いた妾妃に暇を出したため、王宮は一時的に騒がしくなった。

　中には考え直して欲しいと意見する貴族も少数いたが、後宮の現状は誰もが知っている。シャフラムは一時期その寵愛を惜しみなく与えたあと、妊娠の兆候がなければ、もう用は済んだとばかりに通わなくなるのだ。

　以前は身分の低い者を同時に愛妾として離宮に囲うこともあったが、サラを後宮に入れてからはそれもない。さすがは神の娘だと感心する声が多勢を占め、彼女と王妃との仲も良好であることから、かえって世継ぎの誕生が期待されていた。

　サラが息をしていないという知らせが届いたのは、そんな日の昼のことだった。

「馬鹿を言うな」

　いったい何の冗談だと眉をひそめる。しかし、真っ青な顔をして面会を求め、それを伝えたのは、サラの世話を任せているサマンだった。

　きつく握りしめた手はふるえ、唇も色を失っていて、とても嘘をついているようには見えない。シャフラムは書類を放り出し、無言のまま執務室を飛び出した。

　なぜ、どうして、何があった──？

　危険から守るため、寵妃だと明言し、特別な館を与えたはずだ。彼女をよく思わない妾妃たちにはそれとなく監視をつけ、ついには暇を言い渡したばかりだった。

　数日前、サラは木陰で倒れているところを発見されたが、やはり何らかの影響が残っていたのだろうか。今朝触れた唇は温かく、死に至るような原因は思いつかなかった。

　後宮に一歩足を踏み入れると空気が一変する。事がことだけにサラの侍女たちは騒ぎ立ててはいないようだったが、何かあったのだと思わせる空気は人の減った後宮全体に伝染していた。

　それらを振り切るように蓮の館へ駆けこみ、すすり泣きが聞こえてくる寝室に入る。館の一室に詰めていた侍医は床に崩れ落ちて嗚咽していて、とても話のできる状態ではない。

　シャフラムの目の前には、眠っているとしか思えない少女が横たわっていた。

「目を開けろ、サラ！」

　寝台に乗り上げて名を呼ぶが、返事はなかった。

　聞こえてくるのは女たちの嘆きばかりだ。

「サラ……」

　シャフラムはおそるおそる手を伸ばす。

　金の髪に、金の瞳。象牙色の肌と伸びやかな肢体。目は閉じられていて見えないが、彼女の全身を彩るのは人の身に生ずることのない、神の色。

　その神の愛し子が、サラが、みなが嘆くように死んでいるとはにわかに信じられない。

　しかし、何度呼びかけても彼女は目覚めなかった。

　胸に耳を当てて確かめたが鼓動は感じられず、脈も止まっている。焦れて肩を揺すっても、淡い期待に反して彼女は身動きひとつしなかった。

「こんな終わり方など、私は望んでいない……」

　シャフラムはサラが役目を果たせば、約束どおりここから解放して小さな屋敷を与え、なるべく彼女の望むような暮らしをさせてやりたいと思っていた。

　その一方で、このまま後宮へ留めておきたいと考えることも増え始め、密かに頭を悩ませていたのに、悩みの種自体が消えてしまうことを素直に喜べない。

　シャフラムは彼女に嫌われていた。好かれる努力をしてこなかったのだから当然だ。いつまで経ってもぎこちない態度に苛立ち、サラを気にかけながらも優しくできなかった自分が悪いのだろう。それをまったく悔いていなかったと言えば嘘になる。

　だが。

　何を言っても、もうすべてが遅い。手遅れなのだ。

　それを理解して、シャフラムは茫然と年若い妾妃を見下ろす。

　死を司る神が、サラに恋焦がれて黄泉の国へ連れて行ってしまったとでも言うのか。いや、本来神の娘として敬われるべき少女を、王とはいえ人の身でありながら凌辱し、子を孕ませようとした報いなのか。

　愛し子が不当な扱いをされて、怒り狂った太陽神が彼女を取り上げたのだと言われても、今なら驚かない。

「陛下」

　先日に続く緊急事態ということで、王の妃の寝室へと踏み入った宰相が、立ち尽くしているシャフラムに声をかける。扉の外には人払いをするバルバードと、ひどく泣いている侍医を連れ出すキリアスの姿も見えて、シャフラムは王としての自分の立場を思い出した。

「カムヤール、サラは死んだ。事情を知る者には緘口令を敷け。公表する前に確認しなければならないことがある」

「ですが、陛下……」

「私はこの国の王だ。サラは私の妻のひとり。以前はどうであれ、そのつもりで扱う。宮廷の主だった者を執務室へ集めておけ。葬儀の段取りもつけなければならん」

「……かしこまりました」

　シャフラムはすでに前王夫妻の喪主を務めていたが、自分の妃が亡くなるのは初めてだ。しかも、最も若く、ここ数ヵ月の間、頻繁に通っていた少女である。カムヤールが王宮へ戻って行くのを見送ってから、シャフラムはまだ柔らかい唇に口づけて、サラの姿を人目に触れさせないよう紗のカーテンを引いた。

　サマンにあとを任せて廊下へ出ると、そこに平伏した侍医と、知らせを受けて駆けてきたのか、エステルの姿がある。眉をひそめるシャフラムの前に、いつになく厳しい顔をしたキリアスが進み出た。

「別室へ連れて行こうかと思ったけど、落ち着いて話をするのは難しいみたいだ。人払いはしてあるから、ここで話をさせてもかまわないか？」

「……ああ」

　キリアスに肩を叩かれ、床に額をつけたままふるえている侍医が口を開く。

「シャ、シャフラム陛下に、申し上げます……！　わ……私のせいでっ、サラさまが……っ」

　嗚咽混じりで聞き取り難いが、サラのことで詫びているようだ。

　彼女は長年王家の健康を支えてきた家の出身であり、その腕は宮廷侍医の中でも五本の指に入る。誤診があったとは考えにくい反面、まだ十五になったばかりの娘が自然死するには違和感があった。

　無言で続きを促すと、サラの専属侍医はいっそうひどく泣いた。

「サラさまのお腹には……陛下の御子がおりましたっ……」

「子が、いた？」

「そんなっ……！」

　シャフラムに寄り添い、気遣うように背中を撫でていたエステルの手が止まる。その場の空気が一瞬にして凍りつき、彼女は見る間に蒼白になったかと思うとふらりと倒れてしまった。

「エステル！」

　彼女は、この十年、自分同様に子供を待ち望んでいたのだから無理もない。

　シャフラムはとっさにその身を抱きとめたバルバードに、エステルを彼女の宮へ連れて行くように命じる。すぐさま行動に移す騎士を王妃付きの侍女たちが慌てて追うと、ふたたび嗚咽しか聞こえなくなった。

「すまない、シャフラム。……私にも非がある」

「どういうことだ？」

　様子のおかしい侍医を問い詰める前に、キリアスがどんっと壁を叩く。穏やかな従兄弟らしくない振る舞いからは、深い後悔が感じられた。

「私はあの子が妊娠していることを知っていた」

「──説明しろ」

　口の奥に苦い味が広がる。

　キリアスはシャフラムに真剣なまなざしを向けて言った。

「昨夜、サラ自身にも告げた。だが、彼女は君に知られることを怖がっていた。私も君に話すのはもう少し落ち着いてからにしようと思っていた」

「……なぜだ。なぜ知らせなかった！　子がいると知っていたら……」

「知っていたら、どうするつもりだった？　大事にするのか？　この国の後継ぎだから？　エステルのために？　サラから何もかも取り上げて、彼女が倒れて弱っているときに、父親である君の口からそれを告げるのか？」

「違う！」

　館全体に響き渡るような声で怒鳴ると、シャフラムは右手で顔を覆う。情けない顔をしている自覚があった。

「違う……」

「もう、認めたらいい。君はあの子に惚れている。ファルナーズ叔母上の予言の条件に合う娘だからじゃない。サラ自身を見て、触れて、特別に想うようになっているんだ」

「……今さら遅い」

　シャフラムは大きく息を吐き、淡々と答える。

「歩み寄ろうにも相手がいなくなった。サラは彼女を愛する神々に奪われてしまった。……私が不甲斐ないせいで」

　婚礼を挙げてまだ間もないのに、また真白な衣を着せてやらなければならない。

「サラの死因は何だ。そのくらいの見当はついているのだろうな」

　頭を垂れたまま顔を上げない侍医に静かに問う。

「く、詳しくお調べしなければわかりませんが、お身体に不審な点はないのです。本当に、本当に……突然、眠るように亡くなったとしか……」

　侍医は自分が二の大臣とその娘ロクサーヌに脅されていたこと、しかし彼らにサラの情報を伝えてはいないこと、数日前に彼女が倒れていたことと死因には関係性がないだろうことを伝えると、最後に絞り出すような声で訴えた。

「陛下、サラさまは陛下のお気持ちをご存じありません。もし先ほどのお言葉をお聞きになっておられたら、私に避妊薬が欲しいなどとおっしゃらなかったはずです。今朝、私に自分はもう妊娠していることを知っていると教えてくださったときも、お腹を撫でながら悲しそうなお顔をなさらなかった……！」

「……そうか。もう下がってよい。少し休め。……処分は追って下す。行くぞ、キリアス。立ちどまっている暇はない」

　そう告げて踵を返すシャフラムを、侍医の泣き声が追い駆ける。侍女たちの不安げな視線を無視して王宮に戻ると、城の外が騒がしくなっていた。

　緘口令を……と命じてはいたが、人々にとってはただの妃が亡くなったのではない。神の娘が亡くなったのだ。それも、女神アティハーナの祝福を受け、国を繁栄させると予言されたシャフラムの後宮で。

　なぜそのようなことが起こったのか推測する声を、抑えておくことはもはや誰にもできなかった。人々は今や身分の上下を問わずにささやき合っている。

　それでもシャフラムは、永遠の眠りについた少女に心を残しながらも王としての責任を果たさなければならなかった。
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　神の娘が亡くなったと騒ぎになってから半日が過ぎた。

　ようやく焦点を結んだ金色の瞳に映るのは、見覚えのない古びた天井だ。隅のほうはほこりで黒ずみ、蜘蛛の巣がかかっている。どうやらサラの「遺体」は、地下水を巡らせた地下室に安置されているらしい。王宮の中には王族専用の礼拝堂があったから、きっとそこだと思う。

（エステルさまに教えていただいたとおりだわ……）

　アステュアでは身分の高い者が亡くなると、薄化粧を施してから全身を麻布で包み、副葬品と共に土中へ埋葬する。王の妃の中で王家の霊廟に入れるのは正妃だけのはずだが、サラの立場はとにかく特殊だ。例外的に最上級の扱いをすべきだと、今ごろ話し合われているのかもしれない。

（早く行動に移さないと……！）

　正確な時間はわからないが、薬を飲んだのは正午前だった。エステルによれば、その効果は約半日らしいので、今は真夜中ということになる。

　ぐずぐずしてはいられない。闇に紛れて逃げるなら今しかなかった。

　分厚い壁の向こうでは兵士の気配がする。それに加え、耳を澄ますとどこからか、「シャフラム陛下」「サラさま！」という声や、「陰謀だ！」「巫女さまを返せ！」などという不穏な叫びが聞こえてきた。

　城壁からかなり距離があるはずなのに、まるで王都全体がざわついているかのようだ。ひょっとしたら王宮だけでなく、国中が上を下への大混乱に陥っているのかもしれない。

「わたしのせい……？」

　太陽神クトゥスの愛し子が、王に嫁いで数ヶ月で命を落とした──。

　真実を知るのは、サラとエステルだけ。彼女は大丈夫だろうか。

（エステルさまは何も悪くない。でも、わたしに関わったことがばれて罪に問われでもしたら……）

　どちらにしろ、外へ繋がる最終的な通路は彼女に訊かなければならない。軽々しく口にできることではないため、お茶会で顔を合わせてもふたりの間で仮死の薬や逃げ道が話題になったことはないが、サラの死を耳にすれば、「もしかして……」と考えるはずだ。エステルはきっと自分の訪ねる時間を予測し、待っていてくれるだろう。

　指先に温もりが戻ってくると、サラはそうっと身体を起こし、おそるおそる腹を押さえる。そこはまだ真っ平らで、子供がいるという実感はない。薬の影響だけは心配だったが、あの王妃が人体に影響のあるものを人に渡すはずがないと信じていた。

　寝台の下に白い花が捧げられているのを見ると複雑な気持ちになるが先へ進む。このままサラの姿が人知れず消えても、いざとなれば、奇跡だ、神のもとへ帰ったのだということで片付けられる。外へ出たらすぐに髪を切り、樹木の汁で暗く染めてしまおう。目の色はどうにもならないが、世界は広いのだから、お腹の子とひっそり暮らせる場所だって、きっとある。

　サラは音を立てないように気をつけながら、メモで教えられたとおりに壁の一部を押して動かす。どこまでも続く階段を下りて、また上り、真っ暗な道を壁伝いに歩いていった。

（そろそろだと思うのだけれど）

　どのくらい進んだだろう。ザーザーと水の落ちる音がする。やがて行き止りにぶつかって、エステルの説明を思い出しながら、手探りで彫像のような石を手前に引いた。

「光が……」

　ゆっくりと水の流れが遅くなり、音が弱まる。仄かな光が落ちてきて石の階段を上がると、以前一度迷い込んだことのある王妃専用の庭園に出た。

　サラがいるのは、石造りの大きな噴水の一角だ。同心円に置かれたライオン像──その中の一頭の口から噴き出す水が止まり、なみなみと流れる水路の水も、仕切りの内側だけ一時的に引いている。すごい仕掛けに驚きながら急いで道を渡ると、すぐに元に戻った。

　服の裾が少し濡れてしまったが、気にするほどでもない。サラは胸を撫で下ろし、緑のアーチをくぐり、薔薇の茂みを抜け、バルコニーの外からそっと声をかけた。

「エステルさま、いらっしゃいませんか？」

　不在にしているのか、覗きこんだ部屋は暗く、人気がない。これ以上大きな声を出すことは憚られる。かと言って、勝手に中に入ることもできなかった。

　侍女に見つかれば大事になる。王妃の騎士に見つかっても同じだ。

　どうしようかと途方に暮れて、しばらく身をひそめて待つことにする。コソコソと噴水の奥にある茂みへ向かうと、ふいに水の音が小さくなった。

　え、と立ち尽くしていると、自分と同じ隠し通路から出てきた男と目が合う。

「ど、どうして……？」

「それはこちらの台詞です。あなたは亡くなったはずですが、サラさま」

　軍服についた水滴を払いながら、低い声で糾弾された。

「王妃さまはあなたの死にショックを受け、倒れられた。待ち望んだ御子が母もろとも亡くなったとお聞きになったのだから当然でしょう。陛下も憔悴しておられる。私は少し気がかりなことがあってあなたのご遺体を確認したのですが、地下室はもぬけの殻でしたね。さすがは神の娘、蘇りの力でも持っておいでか」

　バルバードは冷たい目で睨んでくる。思わず、じり、と後退した。

「なぜ……？　この道を……」

「陛下をお守りするのに抜け道を知らないわけがないでしょう。よもやと思って確認すれば、かすかに壁を動かした跡と足跡が残っていた。通常利用することのない通路ですから、ほこりだらけです。後を追うのは簡単でしたよ」

　人目につかないようにするためか、バルバードは手にしていたランプを消す。月灯りの下、冷たいまなざしに暗い影が落ちて、抑揚のない声が全身に重くのしかかるように響いた。

「まさか生死まで偽るとは。いったいキリアスさまに何を吹きこまれたのです？　そこまで陛下をお嫌いなのですか」

「知らないわ。何を言っているの？」

　なぜキリアスの名が出てくるのかわからない。答えられずにいると、土を踏む音がしてバルバードが近づいてくる気配がした。

「いいでしょう。もしキリアスさまの手を取っていたのなら、その腹の子もろとも斬り捨てていたところです」

「この子はシャフラムさまの……！」

　不名誉な疑いをかけられたことに気づき、サラは思わず強く否定する。

「わたしはあの方しか知らないわ！　シャフラムさまにしか……」

　抱かれてなど……と言いかけ、慌てて口をつぐんだ。いくらその辺りのことも筒抜けとはいえ、あからさまに宣言できるほどサラの面の皮は厚くない。

　バルバードも本気で疑ったわけではないのだろう。すぐに納得したようだ。

「どうぞ、我が王のもとへお戻りください。あなたは始まりの二大神に選ばれ、特別な力を与えられた神の娘だ。一度死に、ふたたび息を吹き返したとなれば、奇跡が起きたということで陛下の権威も高まる。それができないとおっしゃるなら、力づくでも連れ戻します。我々が欲しいのは従順に腹を貸す女であって、何度も逃げ出す女ではない」

「わたしはあなたたちのようには割り切れない！　そんなふうに利用されるのもいや。どうしてわかってくれないの？」

　サラは必死に言い返すが、相手はシャフラムに忠実な騎士だ。暗く輝く彼の瞳は真剣そのものの色をしていた。

　それっきり沈黙すると、バルバードがまた一歩こちらに近づく。

「──サラさま、知っておられますか。ファルナーズ王女の死は、公式発表では自然死とされていますが、あれは自らを犠牲にしたようなもの。あなたが生まれた年、大陸全土が稀に見る日照りに襲われ、水は枯れ、作物は育たなかった。飢えに苦しむ民の声を聞き届けた王女は、産後間もない身体で干からびた湖に降り立ち、ご自分の血を垂らして祈りを捧げたそうです。そんなことをすればどうなるか、想像はつくでしょう？」

　低いささやきが、サラをじわじわと追い詰める。同じように、いや自分以上に人々から信奉されていた王女の話を聞かされて、ぶるりと背筋がふるえた。

「どうして……今、わたしにそんなことを言うの。あなたは……なぜ人の知らないことを知っているの……？」

「王宮と大神殿に挟まれたパルーシャ湖は、尊い血を吸って以来、どんなに日照りが続いても干上がることはなく、アステュアの民は随分と救われてきました」

　バルバードはサラを無視して言った。

「ファルナーズ王女は神の言語を理解されていたと聞きます。建国当時の文書にわずかに残る文字など、高名な学者ですら解読できない部分が大半だというのに。……神の娘はただでさえ何らかの才を持って生まれる存在だ。かの方を母に持つあなたは、歴代で最も優れた力を発揮されてもおかしくない。ならば、きっとあなたが陛下の呪いを解く者なのでしょう。現に御子を身ごもっておられる。……ですが、この国の王妃はエステルさまです。道具に意思と力があるのは好ましくないのですよ」

「そんなふうに言わないで……！」

　カッと頬が赤くなる。何度も繰り返し思い知らされたことを、また他人から指摘され、胸が痛んだ。

「バルバード……お茶会の帰りにわたしを襲ったのはあなたね？」

「ええ。後宮警備の部下にたまたま用があり、お茶会の場へ行きつく前にあなたがグラスから手を引っこめたところが見えました。私には陛下の妃を意味もなく傷つけることはできませんが、ご自分の不注意で怪我をされたのなら違います。その機に奇跡を起こす神の血が本物かどうか、確かめさせていただいた。あなたの血は甘露のように甘い」

　バルバードは、硬い表情を変えることなく呟いた。

「先々代の王が、なぜ生まれたばかりの我が子を神殿の奥深くに隠されたのかわかりました。大国の姫という身分に美しい容姿、そして奇跡の力があれば、唯一無二の王女を巡って国家間に争いが起きかねない。サラさま、あなたもそうだ。何よりあなたは陛下を惑わせる。仲睦まじい国王夫妻の間を引き裂き、いつか深い絆を断ち切ってしまう」

「わたしなど……あなたの言うとおり、シャフラムさまの御子を生むだけの存在でしかないのに？」

「ええ、今はそれでも」

　バルバードのサラに対する頑なな態度と過剰な警戒心は、彼が若き日に遭遇したファルナーズ王女に由来するものらしい。ふたりは別人だというのに、まるでサラが奇跡の力を使ってシャフラムやエステルに何かすると思っているようだ。

（わたしは……何でもできるわけじゃないわ……）

　サラはもう自分がファルナーズ王女の娘であることを疑っていない。母はサラを産んですぐに亡くなり、自分はそれから五年もの間、国内で発見されなかったことから、少し前にキリアスと話をしたときとは違い、何となく父親の見当もついている。

　祖父ほども年の離れた使者──五の大臣は、サラが幼いころから定期的に王宮からの案件を持って訪れ、そのつどたくさんの知識を授けてくれた。

　いつもは厳しい老巫女や女官長たちも彼のことは好ましく思っていたようで、みんなでのんびりとお茶を飲んだこともある。

　それに、彼は左足が不自由だ。昔、旅をしていたときに大切な人を守ろうとして怪我を負ったのだと聞いたことがあった。

　サラがシャフラムの妾妃となってからは、自分よりも権力を持ち、立ち回りのきくキリアスを通して力になろうとしてくれた事実を、知ったばかりだ。

　瞳には熱い涙が滲む。両親は想い合って結ばれ、娘のサラをちゃんと愛していてくれたのだと思うと、ここでバルバードの言葉を聞き入れることはできなかった。

　彼の思惑など知らない。サラにだって譲れない気持ちがある。

　サラはゆっくりと息を吐き、それから言った。

「わたしは幸せになりたい。父と母の分も、幸せになりたいの。だからシャフラムさまのもとへは戻らない。おとなしくこの子を渡すこともできないわ」

「……残念です」

　バルバードはそう答えると、覚悟を決めたように腰に下げた剣へ手をかけた。
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「バルバード！　どこだ、バルバード！」

　いつもそばに控えている男がいない。昼間、エステルを送らせてから姿を見ていないのだ。シャフラムは蓮の館を出るとすぐに重臣たちと話し合いの場を設け、夜遅くまで協議していたので、バルバードの姿が見えなくても特に気にしていなかった。

　他の従者にも所在を尋ねたが、みな困惑の表情を浮かべるばかりで埒が明かない。どこそこで見かけたという者はいるのに、いっこうにつかまらないのだ。サラの遺体が忽然と消えたと報告を受けた今、探索の指揮を執る者がいないのでは話にならなかった。

　定期的に安置室の中まで見回らせておきながら、この様だ。副団長を中心に王宮内を探すよう命じたが、未だに良い知らせは届いていない。

「……陛下、また何かあったのですか？」

　王宮内がにわかに騒がしくなり、まだ顔色の悪いエステルが侍女の手を借りてやってくる。その姿を見て、シャフラムは嫌な予感に囚われた。

「もういいのか」

「はい。昼間は申し訳ありませんでした。十分休んだので、少し前から王宮のほうにおりました」

「王宮に？」

「二の大臣に面会をと思ったのですが、少し問題があって叶いませんでした」

　なぜそこでロクサーヌの父親が出てくるのか。

　二の大臣は娘のことで最後まで渋っていたが、キリアスが間に入って話をすると無条件で承諾したはずだ。今はもうエステルと敵対しているわけでも、協力関係にあるわけでもない。このタイミングで彼女が面会を望むのは不自然だった。

　しかし、問い詰めようにもエステルはまともに話ができないほど蒼い顔をしている。彼女に付き添ったきりバルバードの姿も見あたらず、焦燥感だけが大きくなった。

　シャフラムは、そこでひとつの可能性に思いあたる。

　──王族専用の非常通路。

　サラの遺体が消えた場所とも繋がっていて、その存在は近衛騎士団団長たるバルバードも把握していた。エステルと早々に別れたのなら、バルバードには行動に移す時間も知識もたっぷりあったことになる。

「……キリアス、礼拝堂の地下には抜け道がある。どう思う？」

「なるほど、バルバードか」

「ああ。あいつがサラの遺体を盗んだのかも知れない」

「陛下!?　そのようなことは……」

「落ち着け、エステル。まだ決まったわけではない。ひとつの可能性だ。ほら、おまえはもう少し休め。今は無理をするな」

　シャフラムは今にも倒れそうな風情のエステルを侍女に預けて下がらせた。いくつか気になることはあったが、彼女の相手をしている余裕はない。

　だが、手がかりを求め現場へ向かおうとしたところで、衛兵と揉めている女と鉢合わせた。

「ロクサーヌ？　なぜここにいる？」

「ああっ、陛下！」

　すでに後宮から退いたはずの元妃は、キリアスと連れ立ってやってきたシャフラムを見るなり、行く手を阻む衛兵を睨みつけ、金切り声をあげる。

「わたくしはあなたの妻です！　父にももう一度、ここへ戻れるように陛下にお願いして欲しいとお話して参りました！　絶対に他の男のもとになど嫁ぎません！」

　エステルの言っていた問題とは、これか。元妃ということで、誰も強く諌めることができなかったのだろう。おそらくは彼女の父親さえも。

　ロクサーヌは細い眉をつり上げ、物凄い剣幕で訴える。がむしゃらに暴れる姿に衛兵が怯んだ隙に、彼女はシャフラムの腕にしがみ付いてきた。

「陛下。わたくしをおそばに置いてくださいませ」

　ロクサーヌは一転して蠱惑的な笑みを浮かべ、シャフラムの身体に無理やり豊満な胸を押しつけると、たっぷりと媚びを含んだまなざしで彼を見上げた。

　感じたのは、不快感だけだった。

　サラが亡くなったことはすでに聞き及んでいるだろうに、ロクサーヌの瞳にあるのは打算のみだ。また新しい妾妃が必要でしょう？　と書いてある。まだ十五の少女の死を悼むような優しさは持ち合わせていないらしい。吐き気がした。

「どけ。おまえにかまっている暇はない。言いたいことがあるなら宰相を通せ」

「あの娘の不幸は自業自得ではありませんか！　あなたの呪いを解けるのは月の女神が認める女です。それなのに、金の髪も瞳もたまたま生まれ持っただけの下賤の娘が分不相応にも出しゃばるから、女神の怒りを買ったのだわ！」

「ロクサーヌ！」

　上流貴族出身のロクサーヌはもともと気位の高い姫だったが、突然家に帰されたことで気が立っているようだ。後宮に残ったサラに対し苛立ちを抑えきれずに暴言を吐く。

　シャフラムは彼女や他の女たちを妾妃とする際、愛することはできない、それでもいいという者だけ残れ、辞退する者には良縁を用意しようと告げてから、召し上げている。初めから好意など抱いていないところに、あまりにも悪意に満ちた言葉を聞いて、感情のまま殴りつけそうになった。

　そうしなかったのは、横からロクサーヌを引き剥がした者がいたからだ。

「舞台からおとなしく退場すれば、君たち親子の罪は不問にするつもりだったのに、これ以上あの子を貶めるつもりなら、私も敵にまわるよ」

「まあ！　キリアスさま、お茶会の一件をおっしゃっているのでしたら筋違いですわ。サラさまはわたくしたちとは関係のないところでお倒れになったのですから。そんなことより、なぜわたくしまで追い出すのですか。わたくしは陛下の妻となる前、月の女神を祀る神殿にいましたのよ！　わたくしほど条件に適う者はおりませんのに」

　この期に及んでロクサーヌはまだ後宮に戻ることを諦めていないようだ。しかし、キリアスがおもむろに腰の短剣を引き抜くと高慢な態度は勢いを失った。

「な、何を……」

「別に大したことじゃないさ。そこまで言うのなら、その身をもって証明すればいいと思ってね。さあ、これで身体のどこかを傷つけてごらん？」

「キリアス？」

「神の血はとても甘いそうだ。一度気になって古い文献を調べたことがあるけど、一説では豊穣の神でもある女神の祝福がそうさせるらしい。もとは飢えた土地を潤すような奇跡の、その源だからね。ロクサーヌ殿が本物なら、きっとどんな奇跡でも起こせる」

「わ、わたくしに生き血を捧げろとおっしゃるの!?」

　いつもの人当たりのいい笑みではなく、無表情で短剣をかざすキリアスに恐怖を感じたのか、ロクサーヌは後退った。が、キリアスはそうすることが当たり前のように踏みこみ、細い首筋に銀色の刃を当てる。

「ひぃっ！」

「やめろ、キリアス」

「……もちろん、本当には殺さないさ。汚い血でここを汚したくないからね」

　皮膚一枚切り裂くこともなく剣を収める従兄弟は何を考えているのか、さらにロクサーヌに近づき、色を失った顔を覗きこみながら冷笑した。

「私にはわかる。あの子は、サラは本物だ。しかし、君は違う。女神の特別な加護などありはしない。これ以上馬鹿なことを言うつもりなら、次こそその首を刎ねてあげよう」

　今度は脅しではないようだ。ふたたび剣に指をかけるキリアスから本気を感じ取り、ロクサーヌはへなへなとへたりこみ、潤んだ声で力なく叫んだ。

「わたくしは王妃さまの望むとおりにしただけですのに……！　どうしてわたくしばかりを責めるの……!?」

「何だと？」

「王妃さまだって心の中では厭わしく思っているのでしょう。そうでなければあのようなお茶を用意しているはずがありませんもの。ええ、そうよ。きっとそう！　アルルーナ、あんなお茶を用意しているなど……。わたくしは花を譲り受けただけよ！」

「へぇ。あんなお茶、か。王妃の真意はともかく、君は先日と言っていることが違うようだ。アルルーナの効能について教えられていてなお、シロップを作ってサラに飲ませたのか」

「どういうことだ、キリアス。そのような報告は受けていないぞ。アルルーナとは何だ？」

「ハーブの一種だよ。気分を明るくし、夢見がよくなるそうだ。ただし、その根を砂糖水で煮詰めたものは、妊娠中の女性にとって毒にもなり得る。遠い国の一部では堕胎薬として使う者もいる」

「ロクサーヌ！」

　シャフラムはついに我慢できずに怒鳴りつけた。

「おまえはっ、サラに私の子を流させるつもりだったのか！」

「え……あ、あの娘はやはり陛下の御子を授かっていたのですか!?　そんな……お父さまは何もっ……」

「いい加減にしろ！　あれがおまえに何をした？　ささやかな平穏を破り、犯し、そばに置いたのは私のほうだ。サラには何ひとつ非がない！」

　シャフラムは改めて彼女に強いた苦痛を思う。どんなことをしても決して償えないほどのものだ。そのうえ、自分の庇護下で命まで落とさせた。

　せめて遺体だけは綺麗なまま神のもとへ還してやりたい。それしか、もうできることがないというのに。

「近衛兵！　王族に対する殺害未遂だ。北の塔へ連れて行け！　二の大臣も拘束し、娘もろとも牢にぶち込んでおけ！」

　人前で激昂などしたことのないシャフラムの怒声に、遠巻きに見守っていた誰もが息をのむ。放心するロクサーヌを連れて行かせると、シャフラムは荒々しい足取りで先へ進んだ。

「キリアス、おまえにも後でゆっくり話を聞かせてもらうぞ」

「わかっている。ただ、あの親子を見逃したのは一時的なことだよ。少し泳がせて、証拠が揃いしだい捕らえるつもりでいた」

「……まずはバルバードだ。王宮の地下通路もあいつなら詳しく知っている。あれは緊急の脱出通路だが、礼拝堂と途中で繋がっているのは玉座の間、王の私室、そして……」

「王妃の庭園」

「あのふたりが結託しているとは思いたくないがな」

　シャフラムの重苦しい呟きは、彼の背中を追うキリアスの耳にさえ届かずに消えた。
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　王宮のほうが騒がしい。きっとサラの遺体がなくなったことに気づいたのだ。

　何者かに盗まれたのではなく、自らの意思で逃げ出したのだが、このままではここにも誰か見まわりに来るかもしれない。

（早くしないと……）

　バルバードをかわして、エステルから王宮の外へ出る方法を聞き出さなければ。

　サラは内心ひどく焦りながら、自分の気持ちに変化がないことを確認する。とにかく後宮を出て、シャフラムの目が届かない場所へ行きたい。エステルと比較され、自分は愛されていないのだと思い知りながら暮らすのは、あまりにも辛すぎる。

　シャフラムとお腹の子のことを考えるたび、ひりつくように胸が痛んだ。

　だから、もう会いたくない。

　そんな決意を砕こうと立ち塞がった王の騎士は、いったい何を警戒しているのだろう。サラがバルバードに敵うはずもないのに、剣を抜かれる。刀身でキラキラと反射する月明かりは冷たい。

「愚かな真似はやめて。あなたは王の妃を一度襲っているのよ。ここで丸腰のわたしを相手に剣を抜いて何になるの」

「覚悟の上です」

「わたしが気に入らないのならいい。でも、あなたがいなくなったら誰がシャフラムさまを守るの？　エステルさまだって悲しむわ」

「剣の腕なら私以上の者もおります。……そもそもあなたはなぜ王妃を気にかける？　妾妃で唯一後宮に留まることになったあなたが死を偽ったばかりに、地位を脅かされたあの方が毒を盛ったのではないかと疑う者もいるでしょう。あなたの浅慮のせいで、なぜ王妃さまが非難されなければならないのですか？」

「……」

　彼は黙りこむサラを見て、眉をつり上げた。

「忌まわしい呪いなど……あなたが現れずとも、いつか必ず陛下が打ち破ってくださる。女神アティハーナが本当に慈悲深い神であるならば、なおさら陛下の最愛の方を、王妃さまを認めないはずがない。あの方ほど美しく誠実で慈愛に満ちた方などいないのですから」

「でも！」

　サラは恐ろしい顔をしたバルバードを見つめる。

「でも、わたしだってこの子が愛しい。シャフラムさまにエステルさまがいるのなら、なおさら渡せないわ。わたしからもう何も奪わないで……！」

　白一色の衣の上からそっとお腹を押さえる。一緒にいられた時間は短くても、自分の子供なのだ。取り上げられたくない。

　母もこんな気持ちだったのだろうか。

　サラには彼女のような大それた力はないが、自分ばかりか、この子の未来まで勝手に決める人たちには従えない。幸せになることを邪魔されたくなかった。

　──神さま。

（わたしを慈しんでくださるのなら、願いを叶えてください）

　サラは指先を思いきって噛み切ると、ジクジクと痛む手を胸の前に掲げた。

「何を」

　するのか、とバルバードが警戒する。

（この子を守るだけの力を……！）

　ファルナーズ王女から引き継いだ宮には子供向けの本がたくさんあって、まだ幼いサラにもわかるような、優しい言葉と絵でいくつもの物語が綴られていた。

　作者の名前のないお伽話はよくあるが、あれはきっとサラのために母が残した本だ。王女の侍女を務めたという女官長は、それをサラ以外の者には決して見せなかった。

　時折混じる不思議な言語はまるで暗号のようで、けれど自然と理解できることが恐ろしくもあり、自分はおかしいのかもしれないと思って誰にも話さなかった。

　十歳になると姉巫女たちと共に古い文字を学ぶ機会があったが、そのとき初めて、自分の接していたものが、初代王妃の残した神語と同じものだと知った。

　サラは、今まで奇跡の力など使ったことがない。しかし、きっとあの絵本のようにやればいいのだ。

『──―契約の光、誓約の水、我に応えて恭順を示せ』

　その刹那、指先に何かが集まり、身体の奥の熱が吸い出されていく。ぽたっと垂れた血液は、なぜかぴちゃんという水音を反響させて、驚いて地面を見ると、そこから蒼白い光があふれ出していた。

　それは、網膜を塗り潰すほどの美しい光の螺旋。

「……それがあなたの力……」

　茫然と呟くバルバードの剣にも光が反射している。実態のない水が足元で弾け、まるで光る水の中にいるような錯覚を抱かせた。

　ふたりの間には蒼白い光の壁ができる。

「近づかないで」

「いいえ。なおさら外に出すわけにはいきません。あなたは用済みとなった後も、一生、我々の監視下にあるべきだ」

「バルバード、わたしは確かにあなたたちの言う『神の娘』かもしれない。でも、何でも聞き叶えるような存在じゃないわ。私には……、それにこの子にだってちゃんと心があるの。──どきなさい」

　光はサラの気持ちをくみ取り、敵意を向ける人間の感情に反応して姿を変える。その一部は鋭く尖り、氷の刃となってバルバードを牽制し、近づくことを許さない。

「くっ……」

　彼が剣で斬ろうとしても難なく弾き返す。しかし、力を使い慣れないせいで、すぅっと力が抜けてめまいがしてきた。

（まずい……）

　このままバルバードを説得するほどの余裕はなさそうだ。ふたりを隔てる光がじわじわと弱まり、サラを守る壁にもヒビが入り始めている。

（だ……め、もう……いくらももたない……っ）

　そのとき────、

「この光は……、サラ!?」

「何をしている！　バルバード！」

　夜闇に広がる光を見て急いだのだろうか。シャフラムとキリアスが息を切らしながら駆け寄ってきた。

「危ないっ！」

　シャフラムがサラの腕を引いて庇うのと、キリアスが突然消失した光の壁をすり抜け、斬りかかってきた剣を受け止めたのは同時だった。

　キンッ！

　刃のぶつかり合う硬質な音が、耳を打つ。サラの背筋に冷たいものが走った。

　一歩間違えば、今の一撃を受けていたのはサラ自身だったのだ。怖くなって膝から崩れそうになると、身体に絡みつく腕の力が強くなる。

「本物だろうな!?」

「ひゃっ……！」

「おまえが……おまえが生きていてくれてよかった……！」

「……シャフラム、さま……？」

　時に傲慢な声が、弱々しく言った。

「心臓が潰れそうだ……」

　シャフラムはがっちりとサラを抱いて離さない。その温もりが、昂った気持ちと緊張でこわばった身体をほぐしていく。ぴたりと密着した彼の鼓動は早鐘を打っていて、つられるようにサラの心音も速まった。

（なに……これ、わたしまで……変……）

「もうどこにも行くな。おまえはここにいろ。私のそばに」

　身体を起こしたシャフラムは、困惑するサラにかまわず、まっすぐに目を合わせて命令した。

　昨夜と同じく熱を帯びたまなざしに囚われてしまう。

「サラ、おまえは私の妃だ。今さら神のもとへなど還せない。還したくない。たとえ死んでも遠くへはやらん」

（どう、して……？）

　喉がふるえる。声は、声にならない。

　死んでしまったらもう用はないはずなのに。生きていてよかったなどと、亡くなってからもそばに置きたいなどと言われると、決意が揺らぎそうになる。土壇場で示された執着に、その強い望みにサラの頬が赤らんだ。

　しかし今は熱に浮かされている場合ではない。すぐそばでは、ふたりの男が厳しい表情で対峙したまま動かなかった。

　サラとシャフラムを背にしたキリアスが、低く問いかける。

「さっきの一太刀は、不可抗力と思えなくもない。剣を収める気はないのか？」

「私がサラさまを襲ったのは事実です」

「……馬鹿なことをしたね」

　刹那。お互いに踏みこみ、刃が打ち合わされる。バルバードの長剣に対して、キリアスは短剣だ。圧倒的に不利だというのに、彼は目にも止まらぬ速さで眼前の剣を薙ぎ払った。

「ぐっ……！」

「甘いよ」

　そこにあるのは、素人目にもわかる力の差。

　剣を弾き飛ばされるような無様は避けたものの、次の瞬間バルバードは大きくバランスを崩し、首筋に美しい短剣を突きつけられていた。

「剣を捨てて、跪け」

　驚きに見開かれたサラの瞳に映るのは、腕の痺れに顔をしかめ、片膝をつく王の騎士。それに、冷たい表情で静かな怒りを滲ませているキリアスだ。

「バルバード、なぜこんな真似を。女子供に剣を向けるおまえではあるまい」

　サラを抱きとめたまま、シャフラムは静かに剣を下ろした男に問いかける。しかし彼が答える前に、少し離れた王妃の宮が騒がしくなり、寝室に明かりが灯ったかと思うと、バルコニーの扉が開いて黒髪の美女が飛び出してきた。

「お待ちください、王妃さま！」

「そのような顔色でどちらへ行かれるのですか！」

　後ろで侍女や騎士の呼ぶ声も届いていないのか、一目散にこちらへやってきたエステルは、普段の凛とした彼女からは考えられないほど憔悴した顔をしている。

「あぁっ、神さま……！　どうして、どうしてなのっ……バルバード！　あなた、何てことを……！」

　今の彼女には、たったひとりの男しか目に入らないようだ。エステルは自分を支えようとする者たちの手を振り払い、長く美しい髪を振り乱して悲痛な声を上げる。

　青白い顔と額に汗を浮べている様子から、彼女がここへ辿り着くまでに多くの制止を振りきってきたことは間違いない。

「来るな！　エステル」

「いいえ、いいえっ！」

　エステルはとっさに命じた王の声を無視すると、バルバードとキリアスの間にふらりと割って入る。驚いたバルバードが息をのみ、キリアスは眉をしかめて剣を引く。彼女はその背に王の騎士を庇うと、縋るような表情でシャフラムに懇願した。

「陛下、どうかバルバードをお許しください。彼はわたくしのためにしただけなのです」

「王妃さまっ、おやめください！　あなたが悪いのではありません！」

　エステルが頭を下げるのを見て、バルバードはふたたび剣をかまえ、シャフラムの腕の中で硬直しているサラを睨んだ。

「私は、どうしても納得できないのです。なぜ誰もが認める王妃さまがいらっしゃるのに、その娘なのですか。おふたりの絆を壊すばかりか、役目を放り出して逃げようとする……そんな者が予言の娘であっていいはずがありません！」

「バルバード、おまえは私のそばで見てきたはずだ。サラに何の非がある？　それでもなお、私に相応しくないと言い張るのなら、いくらおまえでも許さない。彼女は私の妻であり、守るべき存在だ」

　思わず縋りつくサラの身体を落ち着かせるように撫でると、シャフラムはキリアスに代わって鞘から剣を抜く。バルバードはぐっと唇を引き結んだが、傍らの王妃を一瞥すると強い決意のこもった瞳で王の前に立った。

「──いざ」

　剣がぶつかり合い、耳障りな音がする。信頼関係で結ばれていたはずの彼らが争うのを、サラは唖然として見つめていた。

（だって、そうでしょう？）

　まるで自分を守るようにそばに立つキリアスの上着を引くと、彼は静かに首を振る。ふたりを止める気はないらしい。その間にも、寸分の狂いもなく相手を攻めこもうとする剣戟が繰り返されていた。

　シャフラムは強かったが、実力が拮抗しているのか、いっこうに蹴りがつかない。木刀ではなく真剣での打ち合いだというのに、どちらも譲らなかった。

　鋭い突き。それを、首をひねって避ける。追撃がくる。かまえて、受ける。押し返し、攻める。衝撃。

　息をつく暇もない。

　そんな丁々発止の勝負を無理やり終わらせたのは、苦しげな顔をしたエステルだった。

「もうやめて！　陛下に剣を向けるなど、わたくしは望んでいないわ！」

　その瞬間、バルバードの手から剣が跳ね飛ばされ、太い腕には朱が走る。剣の落ちる音は空虚に響き、ガクリと膝をついたバルバードの足元に血だまりができた。

「血が……！」

「……っ、駄目です。触れないでください。あなたが汚れてしまいます」

「どうでもいい！」

　エステルの叫び声が耳を打った。

「……申し訳……ありません。私は……あなたのお役に立ちたかったのです」

　バルバードはうっすらと自嘲したように見えたが、王妃は絹衣の袖を裂いて手早く止血すると、バルバードと共に跪いたままシャフラムに向き直る。

「陛下……」

「もう話はできる状態か？」

「はい」

　バルバードを制し、答えたのはエステルだった。彼女は意を決したように顔を上げる。王妃の、いつものまなざしが戻っていた。

「お願いがございます。どうか、わたくしを離縁してくださいませ」

　サラには、彼女の言葉が一瞬理解できなかった。

「エ、エステルさま？　何を……」

「サラさま、十年前のわたくしはあなたと同じ、十五歳の少女でした」

「え……」

「他国に嫁ぐことが決まり、心細くてたまらなかったとき、夜会で出会った方に優しくされて恋に落ちました。陛下はそんなわたくしを、自分には呪いがある、必ずしも閨を共にする必要はないと気遣ってくださいました。わたくしは待ちました。少しでも恩をお返ししたくて、人々にとって理想の王妃でいられるように努力もしました。そして、ようやく陛下の御子を宿した方が現れた」

　エステルが何を言っているのか、わからないのはサラだけではないようだ。バルバードもキリアスも唖然としている。シャフラムだけが平然と聞いていた。

「たとえ政略結婚で一緒になったとしても、そこから愛を育む努力をすべきだったと思います。でも、わたくしは……、この気持ちを捨てることができません」

　王妃は胸を押さえて続けた。

「陛下は素晴らしい方です。わたくしが形ばかりの王妃と侮られることがないよう、何かと心を砕いてくださいました。妾妃を迎え、愛妾を作り、猶予を与えてくださいました。……サラさま、もしあなたに御子ができなければ、わたくしはいよいよこの恋を捨てて王妃としての義務を果たさなければならなかった。おそらくわたくしたちの間に子供は生まれないでしょう。それでも幾度となく閨を共にしなければならない。……愛する人を想いながら」

「エステルさま……」

「あなたには謝らなければならないことばかりだわ。ロクサーヌさまにアルルーナの鉢植えを差し上げたのはわたくしなの。サラさまはきっと塞ぎこんでいるから、少しでも元気になっていただきたくて……。あのお茶はとても珍しくて香りも味も良いし、わたくしが用意したものにロクサーヌさまだって悪戯はできないでしょう？　でも根を煮詰めると毒にもなるのだと注意を促したことは、逆効果になってしまった。軽率だったわ。お茶会の帰りにあなたが倒れたとお聞きして、もしかしたらと気が気ではなかったの」

「いえ、あれは」

　サラが倒れた直接の原因はバルバードだ。しかし、それを言えば彼の処遇が悪くなる。サラが口をつぐむと、エステルは涼しげな美貌を歪めた。

「仮死の薬も同じ。わたくしのわがままのために、今までの方たちと違って意に沿わぬ行為に泣く女性を犠牲にするなど……。どうしても嫌なら、逃がしてあげようと思った。ただ、それだけだったの」

　その言葉にバルバードはさらに混乱したようだ。

「王妃さま、それは本当なのですか。なぜ、そんな……では、私は何のために……」

「あなたがわたくしを尊重するのは、陛下に忠誠を誓い、この国のことを思ってのことと知っています。でも、その願いは叶わない。陛下でもサラさまでもない。わたくし自身がそう望んでいるから。バルバード、愛しているわ。わたくしの心は、十年前あなたに捧げてしまった」

「なっ……！」

「覚えているかしら。婚約発表の夜、当時王太子だった陛下の護衛としてあなたはシリィンを訪れ、王宮での夜会に出ていたわ。わたくし、本当は見ず知らずの方との結婚なんて嫌で嫌でたまらなかったの。陛下はとても素敵な方だからすぐにたくさんの女性に囲まれてしまって、それを見たわたくしが落ちこんでいたら、あなたが気づいてアステュアでの楽しい話をしてくれたのよ。その心遣いがとても嬉しかったの」

　目を瞠るバルバードにエステルは寂しげに微笑みかけた。

「だから、あなたが罪を犯し陛下のおそばにいられないのなら、わたくしも王妃である必要がないの。わたくしは、陛下のおそばにいるあなたのために、王妃でありたかっただけ。そのために御子が欲しかったのよ」

「──!!」

　サラは王に抱きしめられたまま、王妃の衝撃的な告白を聞くことになった。

「陛下、十年も約束を守ってくださってありがとうございます。ですが、王族への反逆は死罪。離縁が叶わぬのであれば、どうかわたくしも一緒に死なせてください」

　サラは言葉を失い、シャフラムは静かにため息をつく。バルバードは瞬きすら忘れて王妃を見つめている。遠巻きにしている者たちも、この先どうなるのかと固唾を飲んで見守っていた。

　その混乱を、キリアスが取りなす。

「サラ、いい加減に腹をくくれ。君の決断ひとつでみなが幸せになれる。私はシャフラムが君を射止めることを願っているし、君こそが彼の正妃になるべきだとも思っている」

「キリアスさま……!?」

　それを望む者がいると知っていたが、王の従兄弟という立場で明言するのはまずい。なのに、あろうことか、当のエステルがさも当然とばかりに同意した。

「そのとおりです。あなたは始まりの二大神に愛され、実際に力を使われた。美しい光は空にあふれて遠目にもよく見えました」

「あの力は……」

「サラ」

　とっさに否定しようとして止められる。キリアスは真面目な顔をしていた。

「たとえ力などなくても、君はファルナーズ叔母上の娘であり、今はシャフラムの妃だ。腹には彼の子もいる。これ以上ないほどつり合いが取れているよ」

「叔母上の娘？」

　シャフラムが口を挟むと、キリアスはそっとサラを見て目を細める。

「彼女は私たちの従兄妹にあたる。正真正銘、叔母上の娘だ。顔立ちも金の髪も瞳も母親譲りだし、疑いようがない。父親はわからないが、大神殿の長老巫女あたりは知っているだろうね。彼女たちは死んでも口を割らないだろうけど」

「本当なのか？　叔母上が神の娘だなどという話は聞いたことがない。城には肖像画もなければ、直接顔を見たことがある者も……、そうか。大神殿へ預けられたのは、争いの種を生まぬためにか」

「おそらくね。当時は西の国境付近の政情が不安定だったというから、先々代の王の判断だと思うよ」

　シャフラムは跪いたままのバルバードを見下ろした。

「バルバード、おまえもサラの身の上を知っていて、危険視していたのか？」

「……はい。昔、父に付いて葬儀のことで大神殿を訪ねた際、手違いからファルナーズ王女のお顔を拝見したことがあります。サラさまに初めてお目にかかったとき、もしかしたらと思いました。確信はありませんでしたが、一度疑い出したら否定するほうが難しくなり、あとは調べられる範囲で裏づけを」

「確かにサラの出自が明るみに出れば、エステルを正妃の座から降ろそうとする動きもいっそう活発化しただろう。だが、私は何があろうとサラを表に出すつもりなどなかったのだぞ」

　シャフラムが静かに告げる。サラはもう、それが悪い意味での言葉ではなく、彼なりの思いやりだと知っていた。表舞台へ出れば、これまでよりもっと人が寄ってくるだろうことは目に見えている。

「エステルも、約束どおりシリィンとの同盟強化に貢献し、良き王妃として務めを果たしてきた。それだけでは十分とは言えないが、妾妃ならいくらでも娶ることができる。私も彼女に子は望まなかった」

「陛下……」

「バルバード、まったくおまえは昔から頭が固い。エステルを慕うなら、もう少し周りをよく見るべきだった。おまえたちに疾しいことがないのは以前から知っている。お互いに想い合っていることもな」

「……！」

　怪我をしたときとは比べものにならないほど蒼白になったバルバードに対し、エステルは悲しげな顔をしたままだ。そんなふたりを一瞥してから、シャフラムは冷静に、当然の結果を言い渡した。

「バルバード・ライェジ。国王及び王族への背信行為により、おまえには国の平和を乱す反逆者として、死をもって罪を償ってもらう」

　下された罰の重さにサラは動揺するが、他の者は誰も取り乱していない。バルバードもその結果を真摯に受けとめて恭しく首を垂れる。サラは自分を抱きしめる男の腕をつかんだ。

「シャフラムさま、わたしなら……」

「理由はどうであれ、私の信頼を裏切り、本来守るべき立場の妃を襲ったことは見逃せない。これまでの功績に報いて貴族として死ぬことは許してやるが、死罪は撤回しない」

「陛下のご温情に感謝いたします」

　バルバードは動じることなく答えた。

　通常、死罪といえば絞首刑を指す。しかし王族や貴族の場合、毒を用いて命を奪われる。死後も罪人としてではなく、貴人として扱われるのが通例だ。シャフラムなりの精一杯の気遣いではあるのだろう。

「エステル」

「……はい」

　もどかしく思うサラの前で、エステルは気丈にも顔を上げると、名目上の夫をまっすぐに見つめ返した。

「おまえはバルバードと共謀して、サラの懐妊を知りながらロクサーヌを唆し、自らも毒を盛った。神の慈悲によりサラと子供の命は戻ったが、それは減刑の理由にはならない。よって、王妃の地位を剥奪のうえ、ユリーズへ追放、生涯幽閉とする」

「お待ちください！　事実とは異なります！」

　自分の処遇には異を唱えなかったバルバードが、血を吐くような声で慈悲を乞う。共謀などしていない、まして悪意をもっていなかった王妃にその決定は不公平ではないか、とエステルを背に庇いながら訴えた。

　サラの記憶違いでなければ、ユリーズはアステュアの辺境にある小さなオアシスだ。王妃の母国とは遠く離れ、高貴な女性が暮らすのに適した環境ではない。

（死罪と追放……）

　バルバードがエステルを思いやる気持ちは本物だ。自分が口を出すべきことでないと弁えながらも、歯痒かった。

「バルバード、いいの。わたくしの望みは叶わない。あなたがいなければどこでも同じだから」

「王妃さま……」

　ありがとう、と儚く笑うエステルの目には覚悟の色が見えた。

　愛する男と共に生きることも死ぬこともできない運命を、恋心ゆえに人を欺き、犠牲にしようとした罰として受け入れるつもりらしい。

　サラが生まれながらの王族であるならば、その立場はさらに強くなる。ただでさえ王と同等の神の娘として敬われる身である上に、シャフラムの子を身ごもっているのだ。対するエステルは、長年の姦通を告白したようなもの。たとえ身体の関係がなくても許されるはずはなく、シャフラムの寵妃とされるサラには堕胎薬ともなる花や死を偽る薬まで与えている。それは覆せない事実だ。悪意がなかった、だから罪を軽くして欲しいという主張は通らない。

　ここでのやり取りは、遠巻きに見守る侍女や衛兵の口から人々の間に広まるだろう。いくら城勤めの人間は口が堅いといっても、害されそうになったのは、神の娘だ。王家に忠誠を誓う者たちだからこそ、内心の怒りは激しい。

　シャフラムは、むしろエステルとバルバードが人々の噂によって必要以上の罪を被されないように、罪状をはっきりさせたのかもしれない。

「エステル、ユリーズでは小さな屋敷と使用人、身を守るための騎士を与える。おまえの信頼に値する者を連れて行け」

「ありがとうございます」

　お互いに未練などない様子が、決別するふたりの気持ちを表していた。

「待って……シャフラムさま、エステルさまも……本当に、本当にそれでいいのですか？」

「ああ」

「サラさま、あなたを苦しめたわたくしが言えることではないけれど、ご懐妊おめでとうございます。どうぞ健やかにお過ごしください。そして陛下を心から愛してくださることを願っております」

　そのまなざしは慈愛に満ち、優美に腰を折る様は、これから彼女を待ち受ける運命とは裏腹に落ち着いたものだ。

　サラはエステルにかける言葉を見失う。

「正式な沙汰があるまで、軟禁しておけ。くれぐれも丁重に。バルバードの怪我の治療もだ」

「はっ」

　シャフラムは、後から駆けつけ、裁きを見守っていた宰相と衛兵にふたりを連れて行かせた。

　人払いがされ、緊張が緩む。サラが自分の行動が招いた結果に涙ぐむと、いつもの調子に戻ったキリアスは、濃褐色の目を眇めた。

「泣かないで。君に涙は似合わないよ」

「泣いてなど……」

　慌てて目元を擦り、深呼吸をする。彼は強がるサラに言い聞かせるように話した。

「今夜を境にエステルの名は地に落ちるけど、シャフラムの目が届くアステュア国内にいる限りは盾になってやれる。辺境の小さなオアシスなら人も少ないし、彼女の顔を知る者もいないから、意外と過ごしやすいはずだ。しかもあの辺りはライェジ家の領地の果てでね、こっそりバルバード……いや、名もない騎士をつけることも可能だろう。毒をあおって死んだ男のその後なんて、誰も気にしない。うっかりバレたらバレたで、ほら、そこの彼は王さまだ。不都合はいくらでも握り潰せる」

「……！」

「まあ、時と場合によるだろうけどさ。君がねだればシャフラムは頑張ってくれるだろう。よかったじゃないか、これで厄介な問題はだいたい片付いたし、めでたくハッピーエンドだ」

「めでたいのはおまえの頭だけにしろ。面倒事は人に押しつけ、仕事もせずに遊び歩っている男が。事後処理は山ほどあるんだぞ。バルバードの抜けた穴をどうする」

「なに、少しばかり配属替えをすればいい。どうせ今も部下が回しているんだ、私のほうはかまわないよ。一番困るのは、王を守る者がいなくなることだ。君にはせいぜい長生きしてもらわなくては」

「あの……、キリアスさまは普段何をされているのですか？　よく考えると、みんなが働いている時間に頻繁にわたしのところへお茶を飲みにいらしたり、昨夜のようにたくさん書類を抱えているかと思えば、さっきなんてバルバードを剣で打ち負かしてしまったわ。まるで正体がつかめません」

「君にとってはただの優しい優しい従兄だけど。ちなみにちゃんと職には就いてるよ。さすがにこの年でふらふらしていたら、身分があっても女性にもてないからね」

「……」

　サラは、誇らしげに胸を張る男をまじまじと見つめる。綺麗な笑顔と浮ついた言葉からは、やはり真意が読み取れない。

　シャフラムからの贈り物を運んだり、サラの心を試したり、重要な秘密を耳打ちしてきたり、いきなり剣を抜いて間に入ったり。味方だということはわかるが、何が何だかさっぱりだ。ひょっとして一番暗躍していたのは彼かもしれない。

「あ、何だか疑いの目を向けられてる？」

「ご、ごめんなさい。でも……」

「いいよいいよ、我ながらちょっと揺さぶりをかけすぎたかなって反省した場面もあるしね」

「サラ、確かにこいつは調子の良い男だが、本来は国軍をまとめる立場にある。総帥というやつだ。不本意だが、アステュア一の剣豪であり、司令官であることは間違いない。ただし、やる気を出せばの話だ。普段は見た目どおりの遊び人にすぎない」

「随分な言われようだね」

「わたし、それは王族用の名誉職だとばっかり思っていました」

　サラは素直に驚いた。役職は知識として頭に入っていたが、キリアスは軍人らしくないし、バルバードを圧倒した姿を見ても、やっぱり勇ましく戦っている姿など想像できないからだ。

「しっかり者の部下がいるから、なかなか出番がないんだよ。だから彼にそのままトップを譲って、私がバルバードの後釜に収まることに何の不都合もないんだ」

　簡単に言ってのける彼の言葉にシャフラムは嘆息した。でも、他に選択肢はないらしく否定しない。それが答えらしい。

「ところで、キリアス。おまえに聞くのが最後だ。おまえは何のために動いている？　サラが警戒しているところを見ると、何かしたのだろう。返答次第では許さんぞ」

　シャフラムはビクッとするサラの背中を撫でる。キリアスの笑みが濃くなった。

「人聞きの悪い言い方だね。別に本気で手を出したわけじゃないよ。自分の気持ちがわからないようだったから、試しただけだ。他に男でも作ってみたらどうか、と」

「そんなことを言ったのか！　よけいなお世話だ」

「ははっ、でも安心しなよ。サラは私では嫌だと怯えて逃げ出した。どうやら優しくしてくれるからといって誰でもいいわけじゃないらしい。少なくとも彼女に触れられるのは君だけ……」

「キリアスさま！」

　サラは、涼しい顔でペラペラと暴露するキリアスの言葉をさえぎる。シャフラムは疑り深い目をしてサラを見下ろした。

「本当か？」

「……わたしは、あなたに嫁ぎました。だから、あなただけです」

　どう説明すればいいのか、いまいちよくわからない。仕方なく事実だけ口にして、そっとお腹に手をあてる。今さら他の誰かを求めるなんてサラにはできなかった。

　キリアスがそんな様子を優しい目で見つめている。シャフラムは眉根を寄せて疑問をぶつけた。

「それで、おまえはなぜそこまでサラに肩入れする？」

「そりゃあ早く次代の王さまが見たいからだよ」

「キリアス」

「キリアスさま」

　思わずサラとシャフラムが冗談を言うなと声を揃えると、キリアスは本心なんだけどね、と肩をすくめる。

「少し踏みこんだ話をすると、ほら、うちの王女殿下。リリ姫は身体が弱い。でも万が一シャフラムに子ができなければ、あの子に子供を作る義務がある。命がけになっても、リリはみなのためにと従うだろう。そうなれば、身分的にも年齢的にも彼女に相応しい男は私しかいない。そんなの絶対に嫌だからさ」

「リリ絡みか。なるほどな」

　意外なところから王女の名が出てきてサラは首をかしげた。

　王の異母妹は生まれつき病弱で、王宮の一角で静かに暮らしていると聞く。サラは後宮からの外出を禁じられていたこともあり、まだあいさつをしたことがなかった。

　なかなか手の空かないシャフラムに代わってエステルが面倒を見ていたようだが、今回のことを彼女はどう思うだろうか。慕っていた義姉が追放されると知って、嘆くかもしれない。不安がるサラに気づいたらしく、シャフラムは苦笑いをこぼした。

「心配しなくていい。リリはエステルの相談相手だ。事情を説明すれば我が事のように大騒ぎして熱を出す。目に見えるようだ。おまえを憎んだりしない。エステルを解放してくれたことに感謝するだろう」

「感謝するというのなら、私もだ」

　事情がのみこめていないサラに、キリアスはきっぱりと言った。

「国のためにリリの命を縮めることはできない。私はあの子に長生きして欲しいんだ。子供などなくてもいいから、ずっと私のそばで笑っていて欲しい。それしか望まない」

「おまえがリリとの結婚を渋っていたのは、そのせいか。重臣たちはともかく、あれはおまえに嫌われていると思っているぞ。いずれ国外へ嫁ぐと言っていた」

「渋るに決まっているだろう。私はあの子の命を縮めるために妻にしたいわけじゃない。というわけで、シャフラム。彼女との結婚を認めてくれないか？　君にはもうサラがいる。後継ぎも無事に産まれてくるはずだ。私たちが結ばれるための障害は、これでようやくすべて消えた」

　遊び人にしか見えないキリアスの口から、情熱的な言葉がいくつも洩れてきて、サラは驚きを隠せなかった。しかし同時に、彼が自分の恋愛観について少しだけ語っていたことを思い出した。

　一途に愛しているというのは、きっとリリ王女のことだ。キリアスにウィンクされ、サラはシャフラムに彼の「摘み食い」については内緒にしておくことにした。

「……返事は本人から訊け。リリがおまえでいいと言うなら、多少の無理は聞いてやる。おまえがいたおかげで、サラが無事だったのだからな」

「ありがとう」

　そこだけ神妙な顔をしてうなずいたキリアスは、ほっと胸を撫で下ろしたサラへ一歩近づいた。

「サラ、私は君が王宮へ来る日を待っていた。リリの命はファルナーズ叔母上に繋いでいただいたようなものだから」

「命を繋ぐ？」

「昔、あの子は死にかけたことがあってね。私はいても立ってもいられず、身分にものを言わせて大神殿の奥へと忍びこんだ。聖女と謳われる巫女に力を借りたい一心だった。叔母上は君とよく似ていたよ。金の髪も瞳も、鈴の音のような声も、寄り添うような優しさも。本当にこんな方が存在するのかと全身がふるえた。彼女は人の思い描く女神そのものだった」

「おい、初耳だぞ」

「そりゃあ、こんなこと迂闊に口にしたら大問題になるじゃないか」

　キリアスはサラを見て、懐かしそうに目を細める。

「叔母上にお会いしたのはそのとき一度きりで、君はまだお腹の中にいた。もちろん巫女が妊娠していることにも驚いたが、そんなことよりリリを助けることで私は頭がいっぱいだった。彼女は私の訴えを聞くと、自らの血と聞き慣れない言葉……おそらく神語で薬を作り出し、指を切った短剣をくださった。そして、跪いて礼を言う私におっしゃった。〝わたしの娘はいずれ王に望まれ、王の子を産む。あなたは味方になって欲しい〟と」

「え……」

「叔母上は君を産み落とし、程なくして亡くなった。十日も経たず、先王とその腹心だった父とライェジ侯爵が葬儀の手配に奔走していたから。けれど、神殿が赤子を匿っているという話はついぞ聞かない。だから私は待ち続けた。五年後、国境近くのオアシスで金色の髪と瞳を持つ子供が発見されたという一報が届いたとき、すぐにわかったよ。半信半疑の貴族たちをなだめすかし、一刻も早く迎えの者を送るように手をまわしたのは私だ」

　キリアスはサラの前で膝をつき、小さな手を恭しく取って額に戴く。正式な騎士の礼だ。突然のことに動揺するサラの背中をシャフラムがそっと支える。

「最後まで聞いてやれ」

　王としての、威厳のある声に、サラははっと息をのんだ。キリアスは軽い気持ちで膝をついたわけではないのだろう。サラに向かって真摯に言葉を綴る。

「この短剣はファルナーズ叔母上からいただいたものだ。約束しよう、サラ。私は君を裏切らない。君の良き友であり、忠実な騎士となることが、君の母上の願いだ。私は王妃となる君のためにシャフラムを守ろう。それが君を生かすことにも繋がると信じている。生きるならリリのそばだが、死ぬときはこの命、君のために」

　誓いと共に剣を捧げられ、サラは涙をこらえることができなかった。

　キュッと瞳をつむっても、ぽたぽたと雫がこぼれ落ちていく。

「お母さま……」

　美しい装飾の柄に触れながら、いろいろな気持ちがいっぺんに湧き上がって、そんな言葉しか出てこない。けれどそれで十分だったのだろう、キリアスはすっきりした顔をして立ち上がると、ふたりの様子を憮然として見守っていたシャフラムの肩を叩いた。

「そういうわけだから、あとは仲良くやってくれるかな。早く助けに行ってやらないと、カムヤールが心労で倒れてしまう」

「待て」

「断る。ここから先は君の見せ場だよ。言いたいことはわかるし、訊きたいこともあるだろう。でも今すべきは、違うことだ。蓮の館で叫んだことを彼女に向かって言えばいい。ふたたび君の前に現れた女性をまた失いたいのかい？」

　そのひとことで自分を抱きしめるシャフラムの腕の力が強くなる。苦しくなって呻くとすぐに緩まり、キリアスは満足そうにうなずいて、最後まで見届けることなく上機嫌で去って行った。

「どこまでも飄々としたやつだ」

「……でも、良い方ですね」

「私の前で他の男を褒めるな」

　シャフラムは身をかがめ、サラの涙を舌ですくい取る。その言葉と仕草の両方に戸惑い、じわじわと頬が赤らんでいくのを感じた。

　シャフラムが嫉妬しているように思えたのだ。

（シャフラムさまは、本当にわたしのことが好き？）

　自分でも意外な思いが脳裏をよぎり、ふるりと首を振る。物事に一段落ついたせいか、気が抜けて、少しだけ身体がだるい。奇跡と呼べる力を使ったことも原因らしい。

「少し休むか」

　シャフラムはそれを察して、太い木の下に腰を下ろすと膝の上にサラを抱き上げた。

　黙って広い胸にもたれかかる。彼を恐れながら、同時に安堵している自分がいた。

　初恋を知らないサラには、この気持ちが恋なのか愛なのか、そのどちらでもないのか、はっきりと名前をつけることは難しい。それでも彼以外の男に触れられるのはたまらなく嫌だったし、その傍らで微笑む自分というのも想像できないのだ。そして、自分以外の女ばかりを見つめて楽しげに語らうシャフラムの姿も見たくなかった。

　また腕に痣ができそうなほど強く抱かれ、息が詰まりそうになる。彼に対して恐れや怯えを感じる一方で、この温もりを感じられるのは自分だけなのだと思うと優越感を覚えた。

　醜くて、嫌な感情だ。きっと後宮にいた妾妃たちと変わらない。

　でも、こうしてシャフラムを独り占めしてみたかったのだと気づかされる。

（わたし……、本当に欲張りになったわ）

　サラにとって国王夫妻の間に割って入るということは、ふたりの幸せを祈り続けた巫女としての十年を否定することと同じだった。

　純潔を奪われ、帰る場所を失くしたのに、唯一残された過去まで意味を失うのは怖かったし、そんな立場に自分を追いやったシャフラムが恨めしかった。しかし、誰を犠牲にしようと王妃への愛を貫く彼の姿には憧れてもいた。

　あんなふうに人を愛し、愛されたらどんなに幸せだろうと思ったのだ。

　だから閨の中で激しく求められれば求められるほど、エステルの身代わりでしかないことが惨めで胸が痛かった。サラは、いつしか怒りや恐れよりも悲しみや切なさを覚える自分に戸惑い、ついに耐えきれなくなってしまった。

　シャフラムが必要とするのは王の子を孕める女だけで、用が済めばサラには何も残らない。

　いくら愛のない行為とはいえ、初めてを捧げたのにあんまりだ。時間を戻せるのならともかく、失うものばかりで辛かった。

　だったらせめて、腹に宿った子供とはずっと一緒にいたいと願ってしまった。

　──それこそ許されることではないのに。

「あ、あの……わたし……」

　ごめんなさい、とサラは今にも消え入りそうな声でささやく。

　しかしシャフラムはサラが謝罪することを許さずに、その途中で唇に指を添えると、続く言葉を封じてしまった。

「サラ、おまえに改めて言うことがある」

「……はい」

　そっと離れた指の感触を名残惜しく思いながら、サラは真剣な声を聞いて心を揺さぶられる。

　彼はサラのために妾妃たちを後宮から追い出し、死を偽装して逃げた卑怯者を自らの足で捜しまわり、一歩間違えば剣で斬られていたかもしれないのに身を呈して庇ってくれた。そして今、恋愛の機微に疎いサラにもはっきりわかるくらいの独占欲と愛情に満ちた腕で抱きしめてくれている。

　サラは、それを嬉しいと思った自分の気持ちを誤魔化すことなく、きちんと彼に向き合わなければならない。きっと、この瞬間が、覚悟を決める時なのだ。

「もうどこにも行くな。私のそばにいろ。子を産むまでなどと期限は定めない。できるだけ長く……寿命を迎えて死ぬまで、ずっとだ」

「シャフラムさま……」

「これを心を奪われたと言うのだろうな。サラ、私はもうおまえに自由を与えてやることができなくなった。その代わり、おまえも腹の子も必ず幸せにしてやる。だから逃げるな」

　いいな、と返事も聞かずに念を押す男の腕は、何よりの鎖となってサラを縛りつけようとする。懇願までもが傲慢で腹は立ったが、一国の王が軽々しく謝罪できないことは知っていた。その代わり一度した約束は、その誇りにかけて違えまいと努力することも。

「シャフラムさま、こういうときは一緒に幸せになろうって誓ってください。そうじゃないと、わたしはきっと何度でも逃げ出してしまいますから」

　サラは約束の訂正を求めた。

　すると、少し置いて、シャフラムが口元に弧を描く。

「確かにそのとおりだ」

　どうやらささやかな要求は聞き入れられたらしい。

　泣きたくなるほど遠かったふたりの距離がやっと縮まったような気がして、サラは大きな満足感を覚えた。










エピローグ　愛の呼ぶほうへ






「間もなく陛下が参られます」

　夜伽の準備を終えた侍女たちが満面の笑みを浮かべ、嬉しげな空気を残して下がっていく。大事になってしまった騒動のあとで再会したとき、彼女たち全員にわんわんと泣かれたことを思い出した。

　まだ数ヶ月の付き合いだというのに、どの侍女もみんな心からサラのことを思っていてくれたのだ。今夜シャフラムがサラを抱くと宣言してからは、まるで初夜のやり直しとばかりに張りきり、身体の隅々まで徹底的に磨かれた。

　寝台の上に撒かれた白い花びら。それを目にした途端、とても恥ずかしくなる。シャフラムに、性的な意味で触れられるのは一月ぶりだ。

　例の一件に関わった者たちの処遇が決まり、それぞれの刑を執行し、一応の片がつくまで、彼も多忙だったのだ。サラの強い要望で侍医を続けることになったマーナから、つわりが収まり、母体が安定期に入るまでは自重するように繰り返し言われたこともあって、寝室を共にしても夜着のリボンを紐解かれることはなかった。

　それを、「もう我慢できない」だなんて。

　穏やかな昼下がり、庭の木陰で一緒にお茶を飲みながら、何気なく呟かれた言葉の威力と言ったらない。

　シャフラムは、キリアスと妹姫との仲睦まじげな様子に何か思うところがあったのか、一瞬で砂糖菓子の味がわからくなってしまったサラを愛しげに見つめて、艶やかに笑った。

　おまえのすべてが欲しい、と。

　まだ受け入れられないのなら、リリのところにでも避難しておけ、とも彼は冗談めかせて付け加えたが、サラはそうしなかった。

　この一ヶ月、サラはシャフラムのことを見てきたのだ。以前は閨を共にするときだけ顔を合わせる関係だったのに、時間を見つけては語らい、食事をし、夜はその腕に抱かれて眠った。

　シャフラムはサラの嫌がることをしなかった。別人かと思うほど、優しくもあった。

　おそらく、それが本来の彼なのだろう。王の義務で自分に触れていたころとは明らかに違う。サラの中で、シャフラムに対する想いが少しずつ膨れ上がっていった。

　ランプの灯りがかすかに揺らめき、風を感じる。低い声に名前を呼ばれて振り返ると、恭しく開かれた扉の向こうに待ち人の姿を見つけた。

　王が渡ってきたのだ。シャフラムは早々に侍女を下がらせてふたりきりになると、白絹の夜着をまとい、所在なく窓辺にたたずむサラのそばへと近づいてきた。

「待っていたのか」

「リリさまのもとへ逃げてもよかったのですか？」

「妹とはいえ、さすがにこの時間に部屋を訪ねるのは難しいな」

「……いいんです。自分で、あなたを待っていようと決めたのですから」

　サラは何となく不安げな表情のシャフラムの手を取る。彼は黒い瞳を見開いたが、すぐにサラの手を握り返してきた。

　今、ふたりの間には何の障害もない。

　王は元近衛騎士団団長の刑の執行を命じ、王妃もその地位を剥奪したうえで辺境の地へ追放されたが、人々に衝撃は走ろうとも動揺はなく、陰謀説なども出てこなかった。

　目撃者もそれなりにいたからだ。

　サラの身の上が明かされると、大神殿の代表者に申し開きするよう求める声は一時的に高まったが、老巫女たちは一切応じていない。ファルナーズ王女が生前に残した功績は大きく、その娘であり神の色を持つサラが、誰もが待ち望んだシャフラムの子を懐妊したことで、母娘を長く支えた大神殿をいつまでも非難し続ける者のほうこそ、白い目で見られるほどだった。

　そんな神の娘の影響力を知るシリィン王は、愛娘の不祥事に激怒し、エステルの処分をアステュア側に委ねてきたという。事実上の絶縁宣告だ。

　サラが死を装ったことは陰謀から身を守るためとされ、故国からも見捨てられた前王妃の評判は地に堕ちた。しかし、先日人目を忍んで最後のあいさつに訪れたエステルは、国内外の評判に心を痛めるどころか、これまでで一番美しく、晴れやかな顔をしていた。

　彼女を支えた十年の恋は成就し、相愛の男と静かに暮らす生活が待っている。それをこの上ない喜びとしてとらえ、王妃としての務めから解放されたことに安堵していたのだろう。盟友だった王と新しい王妃に繰り返し感謝を述べると、数名の侍女と共に遠い土地へと去って行った。

「エステルさまは無事に到着できたでしょうか。よくないことを考える者がいないといいのですが」

「おまえの望みはエステルが生きて私の治世を見守ることだと表明してある。ならば、妙な忠誠心や信仰心から暴走する者もいないだろう。道中の安全はキリアスが保証しているし、現地では〝新任の騎士〟が待っている。小耳に挟んだところによると、その男は神の娘から祝福を受けて頑丈な肉体を手に入れたそうだ。エステルにとってこれ以上心強い護衛はいないだろう。あぁ、それからライェジ家のほうでも砂地の緑地化研究のために人をやるらしい」

　バルバードの父侯爵は責任を取る形で役職を辞し、伯爵家へ降格のうえで領地へと引きこもることになったが、もともと学者肌の文官で国政に未練のある人物ではないそうだ。今後はユリーズの平穏を維持しながら、領内の辺境にあるオアシスを発展させていくことに情熱を注ぐつもりだという。

「幸せになって欲しいです」

「そうだな」

　サラの言葉にうなずき、シャフラムは繋いだ手をそっと引く。そしてそのまま広い寝台に導いて、お腹を気遣いながら押し倒した。

　額に優しく口づけられ目蓋を閉じると、あごに指を添えて上向かせ、唇を奪われる。何度も啄ばまれるうちにくすぐったくなって、つい笑ってしまうと、唾液に塗れた舌がサラの口内を弄り始めた。

　じゃれるように触れ合いながら、シャフラムは緩く結ばれた夜着のリボンを解いてゆく。シュミーズ・ドレスがふわりと肌蹴けて、滑らかな象牙色の肌が淡い灯りの中に浮かび上がった。

　口づけはいつの間にか首筋をたどり、鎖骨の窪みをなぞって、サラの慎ましい胸の頂へと下りていく。ぷるっと勃った乳首を唇で挟んで扱かれ、過剰なほど反応してしまった。

「あっ、んっ……んっ」

　赤い顔を見られたくなくて横を向くと、下着の上から下肢を撫でられる。シャフラムの目から隠そうとして無意識に内股を擦り合わせたが、両脚の間に割りこんだ膝がそれを許さない。うろたえている隙に下着を脱がされ、骨張った指がそうっとぬかるみをなぞってから淫裂の中に潜りこんだ。

「あっ、あっ、いきなり……っ」

「痛むか？」

「う……すこ、し……」

　ぐりぐりと膣肉に擦りつけられた、太い指の感触。そこから生まれる鈍い疼痛に、サラは呼吸を乱す。

「シャフラムさま……」

「大丈夫だ。乱暴にはしない」

「ひゃっ……ン！」

　サラが怯えたまなざしで見上げると、中を弄りながら、割れ目の上端でヒクつく肉粒をゆっくりと撫でられる。その甘く切ない刺激に腰が崩れ落ちて、全身が小さくふるえた。

「今夜はおまえの悦ぶことだけしてやる」

「わたし、の……？」

「まずは私に抱かれることが好きになるように、過去の振る舞いを挽回しなくては」

　シャフラムは優しく噛んで唇を開かせると、歯列を割って舌を絡ませながら唾液を注ぎこむ。まだ深いキスに慣れず、いやいやと首を振れば、無防備な下肢の肉芽をキュッと摘み、皮を剥き上げられた。

「ひはぁっ!?　あっ、や、やっ、だめっ」

　愛液でぬめった指先が、包皮の下から覗いた桃色の粒をクニクニと弄り出す。

「あぁっ……は、はぁっ……そんな、いじっちゃ……ぁっ、あん！」

「好きだろう、ここ」

　こねられてビクンと背中がしなり、自分の身体が自分のものではなくなっていく。

「や……ん、ふ……っ」

　弱い部分をいやらしい指遣いで刺激され、奥のほうから沁み出すように愛液が垂れてきた。

　それをまた塗り広げるように指が動いて、クチュクチュと粘質的な水音があふれる。シャフラムが秘花の奥にずっぽりと指を挿入したまま、膨らんだ陰核を苛めるせいで、まるで電流が走ったかのようにビクッと全身が跳ねた。

「も、もぅ、やっ……」

　ウィークポイントを同時に責められるとひとたまりもない。すると、シャフラムは汗ばむ脚を大きく開かせて、ヒクヒクしているサラの蜜口を両手の指でくつろげながら、さも当然とばかりに舌を伸ばしてきた。

「やあっ、あっ……」

　指を咥えこんでいた小さな穴が、今度は強引に触れた舌の感触に反応する。逃げ出す腰を押さえ、物欲しげに蠢く粘膜を容赦なく舐められて腰がとろけそうだ。

　半開きの唇からは、つぅっと涎が垂れてしまい、甘い官能にビクンッと太股が張る。四肢ががくがくと痙攣して──―。

「大丈夫か？」

「……っ、ぁ……は……はぁっ……」

「イッたみたいだな」

　サラは軽く達してしまったらしく、快楽に潤んだ瞳でシャフラムを見下ろした。

　なだめるように撫でられて熱い息を吐き出す。一度身体を起こした彼に、ふたりが密着するのに邪魔な夜着をすべて脱がされ……、ああ、いよいよだと緊張した。

　自分の意思で受け入れる。これが、本当の初めて。

「優しくする。そのまま力を抜いていろ」

「はい……」

　サラが言われるままにうなずくと、満足そうな笑みを返される。自分も全裸になったシャフラムの肌に触れて、太い首におずおずと腕をまわす。彼はゆるやかに膨らんだお腹を圧迫しないよう細心の注意を払いながら覆い被さってきた。

　本当に入るのかどうか不安になるくらい大きな、肉槍。その先端が入り口に接触し、徐々に埋没していく。身体の中心を熱く灼けた鉄の棒で貫かれるような感覚だ。

「あっ……入って、きて……く、ふ、ああぁっんんぅっ！」

　苦しさと他の何かが入り交じった挿入感にめまいがした。

「あ、はぁ……あっ、あつい……」

「熱いのはおまえの中だ。それに、相変わらずねっとり絡んで……きつくて気持ちが良い」

「や……っ」

「嫌じゃないだろう。もう痛みはほとんどないはずだ。どうだ、わかるか？　ここまで入っている。ゆっくり息を吐いて、私が中にいることを確かめてみろ」

　シーツに落ちてしまった手を取り、下腹部を軽く押さえるように触れさせられる。シャフラムの言うとおり、彼がすっかり中に収まってしまったことを意識して赤面すると、キュンッと蜜口が疼いた。

「んくっ……んっ……ふと、い……の」

　サラは悩ましい吐息を洩らしながら、圧倒的な存在感に身悶える。

「久しぶりだからたくさん可愛がってやる」

「は……ふ、でも……おなかに、あ、あんっ」

「無理はさせない。今は子供のことは忘れて、私だけのおまえでいろ。わかったな」

「あっ、アッ、ぁっ……！」

　耳元に甘い息を吹きかける男は、サラを横向きにさせると片足を抱え直して、そっと腰を揺らし始める。根元まで入りこんだものに快楽を刻みつけられて緊張が解けていくと、シャフラムもほっとしたのがわかった。

「そうだ。それでいい」

　シャフラムは律動しながらサラの乳房を揉みしだき、ぷっくり膨らんだ乳首を摘んで左右にひねる。

「あっ、……ンン、ぁっ……胸……きもち、い……」

　よけいな力が抜けて動きやすくなると、繋がったところはいっそうグチュグチュと音を立て、粘膜で包んだ陰茎も初めよりずっと質量を増してきた。

　張り出した雁首に突かれ、身体の奥から言葉にならない痒みが湧き起こる。サラの中は奥へ奥へと誘いこむように絡みつき、昂った雄芯全体を絞り上げていた。

「妊娠しているくせに、随分、もの欲しそうに吸いつくものだ」

「や、やっ、ふぇっ……」

　そうなった原因はシャフラムにあるのに、意地悪を言われて恥ずかしくなる。何も知らないサラに快楽を教えたのは彼なのだから、その責任は取ってもらわなくてはならない。

　涙目で見つめると、いやらしく乳房を揉んでいた手が下へ下へと滑り、敏感な肉粒をコリコリッと扱いた。

「いゃっ、ああぁぁっ！」

　強烈な刺激に喘ぐと、ひときわ強く穿たれる。掻きまわされた膣内はもうすでにとろけきっていて、赤ん坊のいる部屋の入り口を淫らにノックされたのがわかった。

「ひぅっ、あ、やぁ……んッ、あ、あ、深いよう……っ！」

　頭の中が真っ白になる。ヒク、と内壁が太いものに吸いついたままふるえた。

「は……っ、おまえにぜんぶ舐めまわされて、持っていかれそうだ」

　シャフラムは彼の中心に吸着して離れない肉襞の感触を褒めると、ぬぷぷっとあふれてくる愛液を眺めながら膣奥を弄る。負担をかけないよう、彼のもので優しく子宮口に触れられて、圧倒的な官能の波がサラを絡め取ろうとした。

「や、なかぁっ……うずうずする……っ」

「可愛いな、サラ。そんなに感じるのか」

「う……ぁ……っ、ぁっ……」

　愛おしそうに腹を撫でる手が、サラの羞恥をどうしようもなく煽る。まるで、ここで私の子を孕んだのだと笑われているようで、下腹部の奥が狂おしいほど熱く疼いた。

「はあぁっ……あっ！　い、あぁっ……！」

　感じ入った声が止まらないのは弱いところを触られたせいか、それとも中を突かれたからかわからない。全身が性感帯にでもなったかのように、どこを愛撫されても反応した。

　ふたりの間で糸を引く体液が、いっそう白く濁る。

　クチュ、グチュ、ヌチュヌチュッ……。

「気持ち、いっ……ひゃんっ、気持ちいいの……っ、あ、あ、あんっ」

「……っ、一度出すぞ。それからまた、好きなだけしてやる」

　あふれ出す淫らな音は、彼の舌で絶頂に追い上げられたときよりも粘ついている。そこに、パンッと肌のぶつかる音と今にも焼き切れてしまいそうな自分の声とが重なり合い、サラは膣奥まで犯す雄を絞り上げてビクビクと痙攣した。

「や、やっ、もっ……もうイッ……ひぅっああぁっ！」

　逞しい腕に縋って快楽に溺れる。絶頂したサラの締めつけに彼が呻き、自分の中でどくんと陰茎が大きく脈打つのがわかった。

「ひっ……ン、ん……っ」

　久しぶりの精液だ。体内で勢いよく吐き出され、サラは甘く啼きながらその感触を味わう。

　生温かく弾けて沁みていく熱に身震いすると、ひときわ膨らんだ亀頭に痙攣した子宮口が吸いついて、サラはまた大きく仰け反りながら失墜した。

「あ、あ……っ、あ……」

　身体の中の疼きの根源を淫らに灼かれ、あまりの気持ちよさに、息の仕方を忘れるほどだ。熱くとろけきった媚肉がぬめぬめと蠢いて、信じられないくらいの快感が流れこんでくる。自分を抱きしめるシャフラムも、肉杭を引き抜くことなく艶めかしい呼吸を繰り返して、同じ感覚を共有していた。

　ふたりが言葉を交わしたのは、随分と経ってからだ。

　さっきまで恥ずかしいことをしていたのに、今のほうが何だかすごく気恥ずかしかった。

「辛くないか？」

「はい。でも……この子、びっくりしたかも……」

「しばらく忘れていろと言うのに」

　シャフラムはサラに無理をさせていないことを確認して、汗に濡れた髪をそっと梳いていく。撫でられる感触にほわりと微笑めば、切れ長の目が優しげに細められた。

「あなたの手、もう怖くない」

「そうか」

「たぶん、好き」

　たぶんはよけいだとささやく声は、口づけに紛れて消える。

　その夜、サラはもう違和感なく馴染んだ男の腕の中で、安心して眠りについた。





◆◆◆






　翌朝。

　見るからに浮き足立った侍女が朝を告げにやってきたとき、年若い王妃はまだうとうとと眠っていた。

　その夫はとっくに目を覚ましていたので、入浴と朝食をどうするのか尋ねる侍女の言葉を遮ると、宰相への伝言を託して追い払う。あと一刻もすれば、いつまで経っても執務室へやってこない王に焦れて、カムヤールが赤ら顔で後宮を訪ねてくることはわかっていた。

　もちろん、今のシャフラムに素直に応じる気はない。ようやくサラを怖がらせずに抱けたというのに、疲れきって目覚めない彼女をひとり残して仕事へ行くという選択肢はなかった。

　シーツに散らばる長い髪をひと房すくい、柔らかい朝日に透かして微笑む。咎める者がいないのをいいことに、キラキラ光る毛先に口づけ、剥き出しの肩には赤い痕を増やして遊んでいると、先ほどの侍女が何か聞き忘れたことでもあったのか、控え目に顔を覗かせた。

　しかし、シャフラムが王妃の寝こみを襲っていることに気づくと、真っ赤になってパタパタと走り去ってしまう。思いのほか艶めかしいサラの吐息に慌てたのか、紳士とは言いがたいシャフラムの悪戯に驚愕したのか、少しだけ気になった。

　どちらにしろ、あの様子ではサマンの教育的指導が入るなと考えて、くつりと笑う。

　自分でも驚くほど機嫌がいい。こうして全身を預け、無防備に眠るサラの様子を見ているだけで胸の奥が温かくなった。

　王宮では、彼女の身の上とシャフラムの溺愛ぶりを知ってなお、新しい妾妃を薦める馬鹿はもはやいない。そして今後も現れないだろう。

　まるで別人だとキリアスのからかいのネタになっていたが、かまわない。自分の都合を押しつけ、冷たい態度を取って泣かせてきた分──いや、その何倍も甘やかしてやりたいと思っていた。

「サラ……、愛してる」

　ふと、何気なく。無意識にこぼれた告白。

　それは本心からの言葉だ。すでに認めていることを、今さら隠す必要はない。

　美しい金の髪を撫でながら、シャフラムは目覚めた妻に最初に贈る言葉を決めた。





◆◆◆






　アステュアと名づけられた水と緑の王国は、すでにない。数百年前の戦が原因で戦火の中に消えた。

　今も残る遺跡から、第十八代の王の時代に黄金期を迎え、賢王と名高い王と神の愛し子とも謳われた美しい王妃は、三人の子供に恵まれたことがわかっている。彼らは協力し合い、偉大な父が託した王国をよく守り、砂漠の楽国として後世へ伝えた。

　しかし、それ以上に賢王シャフラムと彼の唯一の妃サラの逸話は多く、かの王妃は愛する王と民のために、幾度となく奇跡を起こしたと言われている。

　中でも広く知られているのは、最愛の王が病に倒れた夜のこと。

　悲しみに濡れる金の瞳からこぼれた涙は泉となり、王の命を救い、後に猛威をふるう疫病からも、その水を飲んだ者を守ったという。

　やがて王が亡くなると、程なくして王妃も後を追う。ふたりは隣り合って埋葬され、そこはまた、砂の大地を潤す緑豊かなオアシスになったと、古い石碑には記されている。

　今はもう、ずっと昔のお話────。


【ＥＮＤ】








呪いの王と神の娘
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